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プロローグ０―１　言こと塚づか澪みお







『みーんなっっ！　今日はＭＩＯのツアーライブに来てくれて、ありがとー！』

　少女の声がマイクを通して会場中に行いき渡わたると、そこかしこから「ＭＩＯちゃーん！」「ＭＩＯミオー！」と彼かの女じよを呼ぶ声が上がる。

　日本一のロリ系アイドル歌手「ＭＩＯ」。一万人を収容できるライブ会場は、すでに彼女を観みるために集まったファンでいっぱいだった。

『ＭＩＯもみんなと会えてすっごくうれしいよー！　今日はたくさん、楽しんでいってねー！』

「わあああああああああああああ!!」

　会場が割れるような大だい歓かん声せいが少女――「ＭＩＯ」こと言塚澪に浴びせられる。

　ファンに向かって手を振ふりながら、彼女は体の芯しんにたまった疲つかれを吐はき出だすように息を吐いた。

（ヤバ……ちょっと足ふらつくかも）

　連日の移動に衣装合わせにライブ前のリハーサル、そして本番。休きゆう憩けいももちろん取っているが、平均よりもコンパクトな体は身長だけでなくスタミナも不足気味。仕し事ごと柄がら、体はキチンと作っていても限度がある。

　それでもファンの前では笑え顔がおを崩くずせない。

『じゃーあー、早さつ速そく一曲目っ！　いってみヨー！』

　澪が宣言すると少し間を置いて、かなり明るい調子の前奏が流れ始める。

　とあるアニメのオープニング曲にもなったヒットシングルだ。アニメのヒロインにコスプレした澪のＰＶも作製され、これで「ＭＩＯ」を知ったというファンも多い。

　澪が唄うたい始めるとファンがルミカライトを一いつ斉せいに振り始める。

　その光景が綺き麗れいで、澪はこれが好きだった。

（ああ、でもやっぱり足が重いかも……）

　シンドい、歌だけ唄いたい、と澪は心の中で愚ぐ痴ちる。

（バラードとかなら、踊おどらなくてもカッコつくのに）

　静かでしっとりとした曲調の歌なら、立ったまま情感たっぷりに唄った方がむしろ見み映ばえがいい。照明を落としてスモークを焚たいて、切ない愛の歌でも唄うのだ。

　だが生あい憎にくとライブのセットリストにある曲はアニソンとアイドルソングだけで、バラードはなかった。

　別に、バラードが唄えないわけではないのだ。むしろ澪自身は得意だとさえ思っている。

　実際デビュー曲もバラードだった……もっとも、それは全然売れなかったのだが。

（……っと、いけないいけない。集中しなきゃ）

　澪は雑念を捨てて唄うことに専念しようとするが、どうにも乗り切れない。ためた疲ひ労ろうが集中力を削そいでいる感じがした。

　つい、視線が泳いでしまう。

（あれ？）

　その時、ちょっと変な少年を見つけた。

　変と言っても、別に妙みようなことをしているわけではない。むしろ何もしていない。ルミカライトも振っていなければ、騒さわいでもいない。

　ただジッと澪のことだけを見つめていた。

　もちろん、そのほかのファンも澪に熱い視線を注いでいる。しかし、それは「ＭＩＯ」に対する物で、その少年は何と言うか……ただの自分を、「澪」のことを真しん剣けんに観察しているような気がしたのだ。

（何なんだろ？　ファンクラブとか握あく手しゆ会かいで見た顔じゃないよね。なんかツンツンした頭してるし……歳としは高校生くらい？）

　少年はあまり歌も聞いていないようで、そのことに澪は少しムッとした。

（あっ！　やばっ！）

　気を取られすぎたせいか、ダンスのステップが少しズレる。

　慌あわてて立て直すが、崩れたリズムはすぐに回復しない。せめて歌だけはズレないように散り散りになっていた集中力を必死にかき集める。

（あーもうっ！）

　あの少年にマイクでもぶつけてやろうか――なんて思いつつも、澪は一番を何とか最後まで唄い切った。

　このあと三十秒ほど間を置いて、二番が始まる予定だ。

　だが、二番を澪が唄うことはなかった。

　できなかった。







プロローグ０―２　エリシア・オットー







　エリシアに親はいない。

　無論、地面から生えてきたわけではないから、産んだ人間はいる。だが、心から親と呼べる人間はいない。つまりは、そういうことだ。

　幸いと言うべきかは分からないが、エリシアが〝ひとり〟になったのは、彼女が自分で物を考え、その手足を自由に動かせる年ねん齢れいになった頃ころだった。その前に捨てられていたら、おそらく今日まで生きては来られなかっただろう。

　当然のことながらひとりで生きるというのはそれなりに厳しいものだったが……これもまた幸いと言うべきか甚はなはだ疑問ではあるものの、エリシアにはある才能があった。

　端たん的てきに表現するなら、それはいわゆる『壁かべ抜ぬけ』という能力だ。

　エリシアにとっては民家の壁かべでも路地裏の壁でも、あるいは銀行の金庫の壁でも、そんな物はないのと同じだった。

　人種『超ちよう能のう力りよく者しや』。稼か業ぎよう『泥どろ棒ぼう』。

　人生の履り歴れき書しよというものがあるのなら、彼女の物には間ま違ちがいなくそう書き込まれていただろう。

　とはいえ、学歴に『入学』と『卒業』があるように、職歴にも『手を染めた』日と『足を洗った』日を書き込む欄らんがある。

　エリシアが泥どろ棒ぼう稼か業ぎようから足を洗ったのは、彼女が十三歳の時だ。

　その頃の彼女はとあるマフィアの構成員だった。

　どんな場所にでも潜せん入にゆうして資金や情報を調達してくる彼女は、マフィアたちにとって非常に貴重な人材だった。おかげで厚こう遇ぐうされ、幹部やボスに媚こびを売らなくてもよかったが、逆に有用すぎたため、逃にげる素そ振ぶりをチラリとでも見せたら殺されるような状態であった。

　元より居所のない根無し草……食べさせてくれるなら、一生ここで飼い殺しにされても別にいいとエリシアは思っていた――ところが。




　ある日、エリシアを除くマフィアのメンバーが全ぜん滅めつした。




「お前を迎むかえに来た」

「……？」

　エリシアは自分へ向かって手を伸のばす男を怪け訝げんな表情で見返した。

　男は黒すぎるほど黒いスーツを着ていた。鋭するどすぎる目つき、頬ほおの傷、スーツに飛び散った血と言葉少ない態度に、エリシアの警けい戒かい心しんは最大限の警報を鳴らす。

「……別のファミリーから勧かん誘ゆうされたことがないわけじゃないけど、こんな熱ねつ烈れつなのははじめてね」

「こちらの熱意が伝わったならうれしい」

　本気なのか、それともジョークなのか、男は眉まゆひとつ動かさず言った。

「まぁ、ここのファミリーに忠誠を誓ちかってたわけでもないし、食べさせてくれるならどこへだって行くけど……。それでも、いちおう家主さんの素す性じようくらいは知りたいわね」

　相手はたった数人でマフィアを一家壊かい滅めつさせる連中だ。エリシアは警けい戒かいを解くことなく目の前の男を観察した。

（見た目から素す直なおに判断するなら、日系か、中国系？）

　裏社会もお国くに柄がらによって風習が違ちがう。知らずに失礼な真ま似ねをすれば、少々どころではない痛い目に遭あわされる可能性だってあった。

　この時点でエリシアは「逃げ」よりも「保身」にだいぶ傾かたむいていた。

　食べさせてくれるならどこでもいいというのは、彼女の紛まぎれもない本心だったからだ。

　気になるのはたったの一点――相手の正体。

「先に言っておこう、エリシア。我々にただの人間どもが分類した〝人種〟などというカテゴライズは不要だ。我々が持つのは血よりも濃こい、魂たましいの絆きずなだ」

「は？　何を言って……」

　そこまで言いかけて、ふとエリシアは違い和わ感かんに気づく。

（あれ？　何で私の名前を知って……それに今のセリフ、なんだか私の考えてることが分かったみたいな……？）

「その通りだ」

「!?」

「俺おれは人の心が読める。君と同じ超能力者だ」

「私と……同じ？」

　いきなり告げられた事実に、エリシアはポカンとしてしまう。

「……何で私が超能力者だと？」

　言ってから、心が読める相手に対してなんて間ま抜ぬけな質問をしたんだろうとエリシアは心中で苦く笑しようした。

「ふむ。それは少し違う。いや、俺の言い方が悪かったか。人の心が読めると言ったが、それは俺の能力の一部に過ぎない。正確には、俺は人が無意識に発する〝波〟のようなものを見るのだ」

「〝波〟？」

「〝魂の情報の一部〟とでも言えばいいのか。この〝波〟は一いつ般ぱん人じんと超能力者とで極ごくわずかにだが違いがある。偶ぐう然ぜん街で見かけた君の〝波長〟が〝超能力者の波長〟であったため、俺には君が超能力者であると分かったのだ」

「……」

　男の言葉を確かめる術は何もなかったが、エリシアはひとまず相手の言うことを信じることにした。どちらにせよ彼女が超能力者であることはバレているのだ。

　だが、まだ分からないことがある。

「私が超能力者だって見破った理り屈くつは分かったわ……。で、『迎えにきた』ってどういうことなの？　わざわざマフィアをひとつ全滅させてまで」

「もちろん、奴やつらから君を救い出すためだ」

「……はい？」

　救われるも何も……エリシアは別に現状に不満があったわけではない。それなら救うも何もないはずだ。

　どうせどこでも同じなのだから。

　どこへ行ったところで、自分はひとりなのだから……。

「ヤン。粗あら方かた片づいたわ」

「そうか。ご苦労だったな、ルーシー」

　エリシアが沈ちん黙もくしていると、男――ヤンの仲間が集まってくる。ルーシーと呼ばれた女性はエリシアを見ると、かすかに微笑ほほえんだ。

　かと思えば、不意に彼女の姿が視界から消える。

「ハァイ」

「!?」

　誰だれかにいきなり背中から抱だき着つかれ、エリシアは心臓が飛び出すかと思った。

　慌てて振り返かえれば、そこにはつい先さき程ほどまで目の前にいたはずのルーシーが相変わらず微び笑しようを浮うかべている。

「この通り、私も『空間跳躍能力者テレポーター』――超能力者よ。たいした距きよ離りは跳とべないけどね。ほかのみんなも同じ超能力者。だから安心して」

「安、心？」

「そう。私たちには言葉よりも確かな絆があるわ。私たちの前では人と違う力を持っていることを後ろめたく思う必要はない。だから、安心して。今日から私たちが、あなたの居場所よ」

「――ッ！」

　エリシアは息を飲んだ。

　彼女が親から捨てられた理由――それは普ふ通つうの人間が持っていない〝不気味な力〟のせいだった。

　ルーシーはまるでそれを知っているかのように言い当て……いや、おそらく彼女も同じような経験があるのだろう。もしかしたら彼女たち全員がそういった集まりなのかもしれない。

　なるほど。確かに自分たちには血よりも言葉よりも確かなつながり――魂の絆がある。〝同じ波長〟を持つ者同士の間にしか起こらない、魂の共鳴のようなものが。

「自己紹しよう介かいがまだだったな。俺の名はヤン・ダンチェイ。この組織のリーダーをしている。エリシア。ともに来て、我らの『組織』に入って欲ほしい」

「……」

　訂てい正せいすべき点があるとすれば、確かに逃げられないようにはされていたもののマフィアに入ったのはエリシアの意思であったし、諦あきらめきっていた彼女は誰かに救って欲しいと思ったこともない。

　だが、それ以外に訂正すべき点はなかった。

　エリシアは居場所が欲しかったのだ。

　親に捨てられた普通の人間ではない自分がいつも疎うとましかった。一生、誰とも分かり合えないままいつか死ぬのだと考えていた。

　それを否定してくれる人たちに出会えた――そのことが、間違いなく嬉うれしい。

「よろしく。ヤン」




　そうしてエリシアの人生の履歴書に新たな一行が加わった。




　ヤンをリーダーとする組織には名前がなく、ただ『組織』とみんな呼んでいた。「名をつけて他と区別するまでもなく、我らが同志であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」というのが理由らしい。

　確かに『組織』にいるのはみなが超能力者で、疑いようもなく仲間だった。

　その後も仲間は段々と増え続け、『組織』は少しずつ規模を大きくしていった。

『組織』のリーダーであるヤンは仲間のためならば命もかけるが、超ちよう能のう力りよくを持たない一般人と会う時は徹てつ底てい的てきに相手を疑った。

　ヤンの用心深さに助けられたことも二度や三度ではないが、彼のそれは時に過か剰じようすぎるのではと思うこともしばしばだった。彼の性格についてルーシーに相談したこともあるが、彼女は困ったように笑うばかりで特に彼に意見することはなかった。

　もっともエリシアとしても『組織』やヤンの方針に別段不満があったわけではない。

『組織』は超能力者の保護に積極的だった。ヤンが直接発見することもあったが、超能力者の目もく撃げき情報らしき物も集め、現地へ赴おもむくことも多かった。

　時が経つにつれ、エリシアより年下の能力者も段々と増えていった。多くが親に捨てられたり他者から排はい斥せきされたりしている子供たちで、彼女はそういった子たちを弟や妹のようにかわいがった。

『組織』があらゆる能力者の受け皿になれれば――それがエリシアのひそかな目標であり、ヤンやルーシーに力を貸す理由になっていった。

　もちろん自身にとっても『組織』は大事な場所であり、ヤンやルーシー、弟や妹たちもかけがえのない本物の家族で、何があっても守り通したいものだった。

　だから。




『組織』を『裏切る』日が来るなんて、思いもしなかった。




「はぁ……はぁ……」

『組織』の追手から逃げながら、エリシアはジッと路地裏に身を伏ふせていた。

　彼女が今いるのは日本の都市部から離はなれた町中だ。『組織』は移動によく船を使う。太平洋を渡り、中国にある『組織』の本ほん拠きよ地ちへ到とう着ちやくする直前で彼女は〝ヤンの計画〟を知り、船を下りて小こ型がた艇ていで日本まで逃げてきたのだ。

（まさか、こんなことになるなんてね……）

　心中で泣きそうになりながら、エリシアは周囲への警戒を怠おこたらない。

『組織』には遠方の景色を見通す『千里眼』のアイルや『空間跳躍能力者テレポーター』のルーシーがいる。どちらも強力であるがゆえに様々な制限を持つ能力者だが、捕ほ捉そくされればあっさりと捕つかまってしまう。

　一方、エリシアが持つのは『壁抜け』の能力だけだ。単純な追いかけっこなら分があるが、総合的に見て不利なのはどう考えても彼女の方だろう。

　それでも……あんな恐おそろしい〝ヤンの計画〟を放置するわけにはいかなかった。

（でも……これからワタシはどこへ行けばいいんだろう……）

　かつて欲ほつし、手に入れた自分の居場所。

　それを今また捨ててどこへ行くのか。

　エリシアは自問したが、答えは出なかった。







プロローグ０―３　ザイア・ガルディンドゥス・コロナ







　そこは『覇は王おうのダンジョン』と呼ばれていた。

　百にも及およぶ階層と幾万の罠わなが仕し掛かけられた地下大迷めい宮きゆう。

　その最下層最さい奥おうに、ひとりの少女が封ふう印いんされている。

　名をコロナと言った。

　かつて彼女には様々な呼び名があった。

　その内のひとつの名で呼ばれていた時代の夢を、彼女は見ている。

　それは異世界で彼女が『勇者様』と呼ばれていた頃――




　――コロナの頭に杖つえが振り下おろされた。

「激痛い!?」

「ボーッとしてんな、勇者様！」

「～～～」

　コロナは涙なみだ目で杖の主――旅の仲間にして、彼女を異世界に召しよう喚かんした女魔導師の方を振り返る。

「パステル！　いきなり何をする!?」

「そこに山菜が生えてっから、一いつ緒しよに採ろうって言ってるべさ」

「……ハッ！　この我にその辺の草を抜ぬけと？　そして食えと？」

「だーかーらーそう言ってるべ？　王様にもらった資金は勇者様の放ほー蕩とーのせいで使い切っちまったし、自分で調達しねーと」

「フンッ！　我に対してそのような愚おろかな提案をしてきた者などお前がはじめてだ。我を誰だと思っている？　我こそはマ――」

「いーからさっさとしねぇか！」

　ゴヅンッ！

「激痛いッ!?」

　相手が勇者だろうが何だろうがパステルは容よう赦しやがなかった。あと魔導師のクセに物理攻こう撃げきが強かった。杖の。

「お、おのれ……」

　そもそもコロナが異世界で「勇者様」などという、わけの分からない役をやらされているのも、全すべてはパステルのせいなのだ。

　コロナは召喚され、この異世界にいる魔ま王おうを倒たおして欲しいと乞こわれた時、ハッキリと即そく答とうしたのだ――勇者などやらん、元の世界に帰せ――と。

　それに対して、召喚したパステルは、

『勇者様を元の世界に帰せるのは天才のオラだけだ。けどもこの世界を救ってもらわねー限り、絶対に何があっても帰さね』

　キッパリと拒きよ否ひした。

　自分の要求を拒こばまれるなど、はじめての経験だった。

『お前たちの方から「頼たのむから帰ってくれ」と言いたくなるようにしてやろうか？』

『どうせ魔王に攻せめられたら世界は終わりだべさ。勇者様がオラ以外の全てを滅ほろぼしたって帰す気はないべ。まぁ、んっだらことするくれーならちゃっちゃと魔王倒たおす方が手っ取り早ぇーと思ーけどさ』

　コロナとパステルの睨にらみ合あい、脅おどし合い、言い争いは三日三晩続いた。

　そして、最終的にはコロナの方が折れた。

　生来、飽あきっぽく、また面めん倒どう臭くさがりで考えるのも嫌きらいで、戦うのが好き……そういった諸もろ々もろの要素に加えて、どうやらパステルの意志は固く、彼女を屈くつ服ぷくさせるよりも魔王を倒す方がまだ簡単そう――なんて、三日三晩寝ねもせずに口論を重ねた末の朦もう朧ろうした脳みそで一いつ瞬しゆんでも思ってしまったのが、現在進行形で続く魔ま王おう討とう伐ばつの旅の発ほつ端たんだ。

「クッ！　もうやってられるか！　こうなったらあの女を今度こそ脅して元の世界にギャンッ!?」

「聞こえてるべさ」

「き、貴様！　その尖がってるところで叩たたくのはやめろと言っているだろうが！」

「ンなこと言ってっと勇者様の晩飯は木の根っこのスープになるべ」

「おいバカやめろ！」

　そんなやり取りを続けながら、旅は続いていった――




　――旅の続きを夢に見ながら、眠ねむる少女の口元が「パステル……」とかつての仲間の名を紡つむぎ、微笑が浮かぶ。

　夢は続く。

　決して覚めない。

　誰かが地下迷宮を突とつ破ぱし、コロナの封印を解かない限り、決して。







プロローグ０―４　リュン＝シルフィード







　そこは精せい霊れい界と呼ばれる世界。

　そんな世界の中にある、四方を山に囲まれた風ふう歌かの谷と呼ばれる小さな村で。

　風精霊シルフイードの幼い姉妹が、息を切らせながら必死に山の木々の間を駆かけ抜けていた。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

「お、姉ちゃん、待っ……て」

「止まっちゃダメ！　走るの！」

　姉のリュンは妹のソフィを叱しつ咤たし、その腕うでを引っ張る。

　姉妹は今、逃げていた。




　――――――「……ァァ」




「！　ほらっ、走って」

　リュンはソフィを急せかしながら、後ろを振り返る。

「ァ……ア」

「ア……」

「……ゥア」

　ふたりを追ってきたのは、途と切ぎれ途切れの呻うめき声ごえを上げる風シ妖ル精フたちだった。

　風シ妖ル精フは風精霊シルフイードに比べて背せ丈たけが小さい。せいぜい三、四十センチ。それ以下の場合もある。小さな羽を生やし、手足も短い。普ふ段だんであれば、風が吹ふくだけで笑い続けているような陽気な種族だ。

　しかし、今の風シ妖ル精フたちの目は真っ赤に変色し、肌はだからは血の気が引いて、開けっ放しの口からは呻き声が絶えず漏もれ……明らかに正気を失っていた。

「ッ！」

　姉妹は揃そろって恐きよう怖ふに顔を引きつらせ、土を蹴けって走り出す。

　その足は素す足あしで、小枝や剥はがれた木の皮を踏ふんで血が滲にじんでいた。

　ふたりは風精霊シルフイードだ。精霊は妖精よりも基本的に力が強く、当然風シ妖ル精フよりもはるかに速く、しかも高く飛ぶことができる。だが、飛んでは逃げられない事情がふたつほどあった。

　ひとつは、上空には風シ妖ル精フたちと同じように正気を失った風精霊シルフイードがいるため。

　リュンは精霊の中でも能力の高い上級精霊に分類されるが、ソフィは幼くまだほかの風精霊シルフイードを振りきれるほどのスピードが出せない。当然、リュンには妹を見捨てるなどという選せん択たく肢しはなかった。

　理由のもうひとつは、風精霊シルフイードは風シ妖ル精フよりも速く飛べる代わりに、細かい制動が苦手なためだ。

　上空へ逃げられない以上、リュンたちは木々の生おい茂しげった地上付近を逃げるしかない。しかし、地上すれすれを飛んで逃げれば、誤って木にぶつかって大ケガをしてしまうかもしれない。

　よって、リュンとソフィは走って谷中を逃げ回まわる以外に選択肢がなかった。メリットもないわけではない。木々の枝葉が狂くるった風精霊シルフイードたちの目から姉妹を隠かくしてくれるし、仮に見つかってもただでさえ正気を失って判断の鈍にぶい彼らは簡単に木にぶつかり、自じ滅めつしてくれる。風シ妖ル精フは元々飛ぶのが遅おそいので、見つかっても走れば逃げ切きれた。

　だが、根本的な解決にはならない。

　あまりにも追手の数が多すぎる。谷から出ようとしても風シ妖ル精フはいたるところから現れ、姉妹の行く手をふさいでしまう。次々と現れる彼らを迂う回かいし、一気に谷の坂道を駆けあがるだけの体力などふたりにはなかった。

　そのため風シ妖ル精フから逃げ切るにはスピードの出る下り坂を駆け下りる以外に手はなく、登っては下り、下りては登り、隠れて呼吸を整えてからまた登って、そして見つかり……そのくり返しだった。

（何で……こんなことにっ……!?）

　リュンは心中で吐き捨すてる。

　吐き捨てつつ――本当は分かっていた。

　何でこんなことになったのか？――そんなものは全て、精霊や妖精をおかしくしてしまうウイルスが悪いに決まっていた。

　そのウイルスに感かん染せんすると精霊や妖精はみなおかしくなってしまう。理性を失い、仲間を襲おそうようになる。襲われ、噛かみつかれた者は、その傷口からウイルスに感染して、さらに別の誰かを襲う。

　ひとり、ふたり、四人と、たった一日で感染は谷中に広がった。

　本来ならこんなことあり得ないのに……と、そこまで考えたところで、リュンはそれ以上無む駄だなことを考えるのをやめた。

　感染は、もう実際に起こってしまったのだ。もう起こったことに対して「どうして？」などと無意味な嘆なげきをしている暇ひまなど彼女にはなかった。

「お姉、ちゃん……」

　なぜなら、リュンには護まもらなければならない妹がいる。

「大だい丈じよう夫ぶだから。お姉ちゃんに、しっかりついてきなさい」

　妹を安心させるようにリュンは精いっぱい笑顔を作った。

　なんとしてもソフィだけは助けてみせる――そう決意を改めながら、リュンは妹の手をしっかりと握にぎり締しめた。







プロローグ１　〈七月二十日〉







　梅つ雨ゆを過ぎ、憂ゆう鬱うつだった期末テストも終えて、今日から晴れて夏休みとなった。

　高校生活最初の夏。

　なんか、そこだけ抜き取とると夢とか希望が溢あふれて止まらないフレーズだ。

　それはともかく。

「夏、アヂィ～」

　七月に入ってからというもの毎日最高気温はグングン上がり、今日もまだ午前中だというのにすでにアホみたいな暑さになっていた。

「ならクーラーでもつけたらいいんじゃないですか～？」

　空中でぐで～としたアールが投なげ槍やりに言ってくる。

「いや、ハリッサが冷れい房ぼう苦手だし」

「しかし今ハリッサさんは家にいないでしょう」

　アールの言う通り、件くだんのハリッサは何やら新しい魔ま術じゆつの実験があると外出していた。なぜか出て行く時にテレビのリモコンを持っていったが、その実験とやらに使うのだろうか？

「家に入った時に外との温度差がありすぎると、余計に体に悪いんだよ。健康な奴だって心臓止まったりするんだぞ」

「まぁ、烈れつ火かさんがいいならいいですが。室内でも熱ねつ中ちゆう症しようになったりするので、適度に文明の利器を使うのも大事ですよと警告させていただきます。あと水分補給は小まめに」

「お前は俺の親おや父じか」

「そんなくだらない理由で死なれても困りますので……というか、普通そこは『お前は俺の母親か』じゃないですか？」

「ウチは親父が主夫だったからな」

「なるほど」

　アールは納なつ得とくして頷うなずき……ふと何か思い当たったような顔をして、

「ということは、『ヒロイン』のみなさんにとって最後の難関は、烈火さんの母親ではなく父親の次元さんになるんですかね」

　そんな、変なことを言った。

「？　何だそれ」

「よくあるでしょう？　『こんなみそ汁しるしか作れないようではうちの息むす子こは婿むこにやれんなあ』って」

「それ完全に嫁よめをいびる姑しゆうとめじゃねーか……つーか『婿にやれん』って？」

「主婦と主夫が逆転した場合、その辺りも逆になるのかと」

「いや、なんねーだろ……なんねー、なんねーよな？」

　自分で否定しておきながら段々自信がなくなってきた……あの親父ならあり得るんじゃないかと地味に想像できてしまうのが怖こわい。

「いやいやさすがに親父でも……いやいや」

　あれ？　何でこんな気持ち悪い想像をしなくちゃならないんだ俺は？

「おや、この曲は……」

「ん？」

　アールに釣つられて顔を上げると、テレビの中でアイドル歌手がライブ会場で唄っているＣＭが目に入った。

「最近よく聞く曲ですね」

「そうだな。ＭＩＯミオだっけ……確か、ツアーライブやるんだろ？」

　アイドルにはたいして興味はないが「ＭＩＯ」のことは知ってる。確か、二、三年前にデビューしたやたらと童顔で小こ柄がらなアイドルだ。凄すごい人気があって、歌も上う手まいらしい。

　ＣＭの内容はその「ＭＩＯ」のツアーライブの告知だった。

「アールって音楽には興味あるんだっけ？」

「んー、今のところは特に。音楽番組をやっている時間帯はバラエティ観みてますから。でもその内興味を持つかもしれませんね。その時はよろしくお願いします」

「げっ」

　そうだった。仮にアールが音楽に興味を持った場合、サイトから曲をダウンロードしたりさせられるのは俺なのだ。出費がかさむ。

「せめて興味を持つのは海外ドラマに飽きてからにしてくれよ？」

「それは当分先の話ですね～」

「今借りてきてるシリーズだけでもあと二十本くらいあるもんな」

「烈火さんがつき合ってくださるなら、土日に一気に観てもいいんですが」

「俺を寝かさない気か。あと金がねぇ」

「でしょうね」

　そんな何気ない会話をしている時だった。

　不意に――音もなく〝何か〟がアールの頭上に現れ、

「あら？」

　俺以外のものには触ふれることも触れられることもできない彼かの女じよの体を素す通どおりして、〝それ〟は床ゆかに落ちた。

「何だ……？　って、テレビのリモコンか？」

　しかも見み間ま違ちがいでなければ我わが家やのテレビのリモコンだ。さっきハリッサが外へ持っていったはずの。

　俺たちが揃って小さな疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、玄げん関かんの方でドアが開く音がする。

「ハリッサさんですかね？」

「たぶんそうだろ」

　数秒後にリビングに現れたのは、予想に反はんさずハリッサだった。夏らしい薄うす手でのシャツにショートパンツをはいている。彼女の手には大きな木の杖が握られていて、そこだけ妙みようなミスマッチ感を醸かもし出だしていた。

「レッカ様。テレビのリモコンがこちらに届きませんでしたか？」

「ああ、まぁ、そこに」

　俺が床に落ちたリモコンを指差すと、ハリッサは満面の笑えみを浮かべた。彼女の頬が上気しているのは、さっきまで夏の日差しの中にいたから、というだけではなさそうだ。

「そういや新しい魔術の実験とか言ってたけど、成功したのか？」

「はい！」

　元気よくハリッサは答え、リモコンを拾い上げる。

「そりゃよかった。いったいどんな魔術なんだ？」

「えっと、レッカ様はアカイイトという魔術道具を覚えていらっしゃいますか？」

「アカイイト……って、あの異世界に行けるアイテムか？」

　かつて俺がハリッサにもらったアイテムだ。俺はあれを使って、一度は去った異世界に再び舞まい戻もどったんだ。

「正確には、あれはアカイイトで結ばれた人と人の縁えんを結ぶアイテムですね」

「あれ？　そうだっけ」

「はい。人と人は誰しも多少の『縁』と呼ばれる結びつきがあります。それは親しければ親しいほど結びつきが強くなり、引かれ合います。アカイイトはその縁のつながりを辿たどって、一方をもう一方の許もとへ送り届ける魔術道具なのです」

　縁のつながりを辿って、か。

「なかなかおもしろいお話、というか原理ですね。烈火さんも恋こい人びと同士を結ぶ赤い糸の話くらい聞いたことがあるでしょう？」
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　俺のななめ上で話を聞いていたアールが急に質問してきたので、俺は小さく頷いておく。

「ではその元ネタをご存知ですか？」

　首を横に振ふる。

「ざっくり要所だけまとめますと、とある迷宮の奥おくに怪かい物ぶつがいて、王様は怪物をなだめるために毎年子供を生いけ贄にえに捧ささげていたんですよ。ひとりの英えい雄ゆうがその怪物を倒すために現れるんですが、なにしろ迷宮の奥にいるので、倒しに入ったら二度と出て来られない。そこで英雄に恋こいするお姫ひめ様さまが長くて赤い糸を用意して彼に渡わたし、自分は迷宮の入り口で待つことにしたんです。そして英雄は見事怪物を倒して、最後は糸を辿って無事迷宮を脱だつ出しゆつできたというわけですね」

「へぇ～」

「？　レッカ様？」

「あっ！　いや、何でもない」

　しまった。ハリッサにはアールのことが見えないのだから、俺が急に声を出したみたいに見えただろう。慌あわてて誤ご魔ま化かしたが、ホント注意しないとなこういうの。

「ちなみにその英雄とお姫様はあとで別れちゃうんですけどね」

「ッッッ！」

　危ねぇ！　思わぬ話のオチについツッコミを入れそうになっちまったよ！

　そういうトリビアを人がいる時に教えるなよ――抗こう議ぎの意味も込めて、俺はアールをギロリと睨んでおくが、マイペースな未来人は素知らぬ顔で狸たぬき寝ね入りしている。

「……っと、それで何だっけ？　そのアカイイトが、えっと……？」

「あ、はい。えっと、今回の魔術は、そのアカイイトをヒントに術式を組んだんです」

　なるほど。そこに話がつながるわけか。

「まず、アカイイトは人と人の縁をつなぎます」

　そう言ってハリッサは自分と俺の胸むな元もとを指差す。俺と彼女の縁がつながっているという意味だろう。

「これを応用して、何かもっと別の物と別の物の縁を辿る魔術が作れないかと思ったんです。そこでアカイイトの組成を解体して、別の組成に編み直した触しよく媒ばいと術式を創つくりました」

「具体的には、何と何の縁をつないで辿る魔術を創ったんだ？」

　俺が尋たずねると、ハリッサはひと呼吸を置いた。

「物の持つ縁を辿る魔術です！」

　さぁ私を褒ほめ称たたえろ！――なんて、まさかそんなテンションなわけないが、もしよかったら褒めてくださいね、ぐらいの自信に溢れた笑みを浮かべて、ハリッサは俺の顔を見つめた。

　で、俺は。

「……」

「……？」

　いつまでも反応のない俺に、ハリッサが小首を傾かしげる。

「…………すまん。いまいちよく分からないんだが」

　ズルッ！

　なんとも見事な擬ぎ音おんが聞こえてきそうなコケ方だった。

「……すみません。物の持つ縁と言ってもちょっと分かりづらかったですね」

　ハリッサは立ち上がり、気を取り直すようにコホンっと咳せき払ばらいする。

「先程、人と人は多少なりとも縁で結ばれているという話をしたと思います。これと同じような形で、物にも縁が発生することがあるんです」

「物に？」

「はい。たとえば、ウチが使っているこの杖はもう何年も使い続けている物です。ですのでこの杖とウチとの間には強い縁が結ばれているはずです。いわゆる、愛用の品という奴ですね」

「ああ、なるほど。そういうことか」

　確かに長年使っている物というのは、たとえそれが大量生産品であったとしても、自分にとって特別な物になり得る気がする。そういうのが「物の持つ縁」なのか。

「ん？　けどそうすると、さっきのリモコンとかはどうなるんだ？　あれはこの家に住んでるみんなが使ってるはずだけど」

　今聞いた話の限りだと、物と人との間に縁が発生するには、それなりの年月が必要になってくるはずだ。

「そこがこの新魔術の特別なところです」

　その質問を待っていましたとばかりに、ハリッサはフンっと胸を張る。

「物は特定の人のほかに、特定の場所に対して縁を持つ場合もあるのです」

「特定の場所に？」

「はい。このリモコンの場合、『このリモコンはレッカ様の家の物』という風に、『家』に対して縁が結ばれているんです」

「へぇー」

　俺おれは頭の中でハリッサの話を整理する。

「じゃあたとえば俺の学校から校旗とか持ってきてその魔術を使ったら、校旗は学校に戻るのか？」

「おそらくそうなります。場所との縁よりも人との縁の方が基本的に強いので、よほどその校旗に対して強い縁を持つ人がいた場合はそちらへ行ってしまいますが」

「ふむふむ、つまり――その物と最も強い縁で結ばれた人か場所に転移する魔術、ってことでいいのか？」

「はいっ！」

「自分で新しい魔術を創っちゃうなんて、ハリッサは凄いな」

「えへへっ」

　俺が素す直なおに褒めると、ハリッサはますます表情を綻ほころばせる。

　ただ、ひとつ分からないことが……。

「凄いんだけど、その魔術をハリッサは何に使うんだ？　その魔術に使う……触媒だっけ？　それもアカイイトから作るってことは、材料も限られてくるんだろ？」

「はい。こちらの世界に持ってきたアカイイトは予備分だけですので……おそらく、あと二回分の触媒しか作れません」

　ハリッサはこくりと頷く。

　やっぱり、その魔術の使える回数は少ない。

　たった二回……いや、実験分も含ふくめて三回しか使えない魔術を創って、ハリッサは何をするつもりなんだ？

「そのですね、レッカ様。お願いがあるのですが……」

「お願い？」

「はい……実は、この魔術を何に使うかは、もう決めてあるんです」

　数瞬、言うのをためらったあと、ハリッサは顔を上げる。

「ウチ、一度里帰りをしておこうと思うんです」

「……!?　里帰りって、アブラアムへ!?」

「はい」

「ど、どうやって？」

「この縁えん辿たどりの魔術を『勇者の剣けん』に使えば、きっとアブラアムのお城へ戻れると思うんです。『勇者の剣』は数百年間お城の地下に封印されていたわけですし、かなり強い縁が結ばれているはずですから」

「そっか……」

『勇者の剣』の元の持ち主である初代勇者もとっくに亡なくなっているだろうし、現在あの剣が持つ最も強い縁は、確かにあのお城の地下室とつながっていると思う。

　俺も前に一度アカイイトを使って地球からアブラアムへ、世界と世界の境界を越こえた経験がある。辿る縁の種類が違ちがうとはいえ、アカイイトから作った触媒を使うならきっとまたアブラアムへ行くことができるだろう。

「ウチ、おばちゃん以外の人に何も言わずにこちらへ来てしまったので、一度キチンと話をしておきたくて」

「……そうだよな」

　すっかりこちらに馴な染じんでいたが、ハリッサは元々別世界の人間なんだ。

　イリスやレインだって故郷は遠い宇宙だが、帰ろうと思えば帰れる場所にある。

　しかし、ハリッサは違う。帰ろうにも帰り道のない、ハッキリと壁かべを隔へだてた向こう側が彼女の故郷で――帰りたいと思うのが当然なんだ。

「分かった……寂さびしくなるけど、仕方ないよな」

「え？」

「いつ帰るんだ？　できればその前にみんなで集まって送別会でも」

「ちょっちょっちょっ！　まっ、待つだべさ！」

　しんみりとした気分で俺が話していると、突とつ然ぜんハリッサが慌てて手をバタバタさせる。

「ハ、ハリッサ？」

「ウチ、お別れだなんて言ってねーべさ！　あくまでただの里帰りだぁ！」

　ハリッサは鼻と鼻が触れそうな距きよ離りまで俺に詰つめ寄よって、「里帰り」の部分を強調する。

「ウチはレッカ様と離れ離ばなれになるなんて絶対イヤだぁ！　そんなこと冗じよう談だんでも言わないで欲ほしいっぺさ！」

「分かった！　分かったから落ち着いてくれ！」

　俺は慎しん重ちようにハリッサを引ひき剥がす。

「じゃ、じゃあ今回のはただの里帰りで、またこっちに戻ってくるんだな？」

「最初からそう言ってるじゃないですか！　アブラアムへ帰れば触媒の材料になるアカイイトも手に入りますし、そうなったらいくらでも行き来できます」

　言われてみれば、そりゃそうだ。

　行って帰ってが自由になるなら異世界も宇宙もさほど違いはない……のか？　最近、自分の感覚に自信がなくなってきた。

「そっか」

　ハリッサがいなくならないと聞いて、ついホッとしてしまう自分がいる。

「じゃあ『勇者の剣』を蔵くらから出して置かないとな。何日くらい向こうにいるんだ？　いる物とかあったら買い出し行くけど」

「あっ、その、それで、お願いの話なんですが……」

「ん？　ああ、そうだった。何か俺にお願いがあるんだっけ？　何だ？」

　先走った俺の勘かん違ちがいのせいで話が脱だつ線せんしていたが、まだハリッサの「お願い」とやらを聞いていなかった。

「あの、あのですねっ」

　ハリッサは妙に口ごもりながら、視線をちらっちらっと左右に泳がせる。

「ウ、ウチの里帰りにレッカ様も一緒に来て欲しいのですが……」

「なんだ、そんなの別にいいぞ」

　彼女が無む茶ちやなお願いをしてくるとは思ってなかったが、これは思ったより簡単なお願いだ。

「そ、それで、そのまま長老のところにもごあいさつに……」

「あいさつ？　まぁいいけど」

「い、いいんだべか？」

「そりゃまぁあいさつくらい」

　よく分からないが、村のしきたりみたいな物でもあるのだろう。俺なんかは村にとってよそ者になるわけだし、長老にあいさつくらいした方がよさそうだ。

　それにしてもそんなお願いくらいで方言が出るほど緊きん張ちようしなくてもいいのになぁ。

「ん～、これはあれでそういうことなんですかね～？」

　アールがまるで主語のないセリフをぶつぶつと言っていたが、ハリッサの前で尋ねることも憚はばかられたので、俺はまるっきり無視しておいた。
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　俺はハリッサの里帰りにつき合う約束をしたあと、ふらっと外に出た。

　まぁ特に目的があったわけじゃないけど……異世界にはテレビもないだろうしマンガかラノベでも買いに駅前の本屋に行ってみようか？

　駅の方へと足を向け、のんびりとしたペースで歩みを再開する。

「烈火さん烈火さん。ついでにポータブルＤＶＤプレイヤーも買ってください」とアール。

「ついでの出費にしちゃ痛すぎるだろそれ」

「そう言われましても、あちらには四、五日泊とまる予定なのでしょう？　その間本官はどうやって暇を潰つぶせばいいのですか？」

「言いたいことは分かるんだが……悪いが我が慢まんしてくれ。この前ポータブルテレビ買ってやったばっかりだろ？」

　正直な話、お金がなかった。

「むぅ、次の仕送りはいつなんですか？」

　まだ不満そうなアールが尋ねてくる。

「いつも月はじめだから、あと二週間弱かな」

「それじゃあハリッサさんの里帰りは仕送りが入ってからということで」

「ンな勝手な理由で延期させられるわけないだろ。ハリッサだってやっと帰れるんだから」

「むぅ」

　アールはむくれて片方の頬ほおをちょっと膨ふくらます。

　……そういや、出会った当初に比べてだいぶ表情が豊かになった気がする。人を煙けむに巻まく喋しやべり方かたとか妙なセクハラ発言とかは変わってないが、最初は何を喋っててもひたすら無表情だったもんなぁ。これもドラマや映画のおかげだろうか？

「俺も暇ひま潰つぶし用にマンガとかラノベ持ってくつもりだけど、そういうのは読まないのか？」

「これを機会に新境地を開かい拓たくするのはやぶさかじゃないですが、夜中に読むわけにもいかないでしょう？　あちらの世界の照明設備がどうなっているのかも分かりませんし」

「う～ん、それもそうか」

　俺がアールにポータブルテレビを買ってあげたのも、元はと言えば眠る必要のない彼女の夜間の時間潰し用にだった。

　異世界でハリッサの故郷の村にお世話になるなら、当然泊めてもらうのも他人の家ということになる。そこで勝手にひと晩中明かりをつけっぱなしにするわけにもいかない。

「それにテレビならともかく、文庫本一冊を烈火さんの手を使ってページをめくり続けるのは面めん倒どうです。本官の手は小さいですし」

「言われてみればそうだよな……読んでる間も俺の手でページを押おさえてなきゃなわけだし」

　テレビなら電源さえつければあとは勝手に番組が流れるが、本を読むとなるとそうもいかない。

「じゃあやっぱり我慢してもらうしかないな」

「そのようですね。烈火さんの甲か斐い性しようなし」

「流れるように暴言を吐はくな」

　ツッコミチョップはあっさりと避さけられる。

　あれだな、一度与あたえられた娯ご楽らくはそうそう手放せなくなるのは人も人工生命体も同じってことだ。ちょっとかわいそうだが、今回はやむを得ないので我慢してもらおう。

　甘あまやかしすぎると俺の日常生活にも支障をきたしそうだし。

　そんな風にアールと会話を続けながら、俺は少しばかり本通りからはずれた裏道に入る。

「おや、こっちでいいんですか？」

「近道」

「本官ははじめて通りますよ？」

「狭せまいしホコリっぽい道だから汚よごれてもいい服の時しか通らないんだよ」

　今日の服装は着古しのＴシャツにズボンにサンダルだ。

　俺は舗ほ装そうのヒビ割れた狭い道を何度か曲がる。小学生の頃ころに見つけた近道だが、建物や塀へいに囲まれていて視界は悪いし道は入り組んでいるし、はじめて入った人間はまず間ま違ちがいなく迷う。かく言う俺も最初は出られなくなって泣きべそをかいた。

「烈火さん。駅はそっちの方向では？」

　アールは今通りすぎた路地を指差す。はじめてこの路地に入ったのに方向感覚を失ってない辺りはさすがと言うべきか。

「そっちは行き止まりなんだよ。次の空き地を通りすぎた路地を曲がるんだ」

　そのあと二回ほど曲がると駅前に出られる。

「この道ホントに近道なんですか？」

　素そ朴ぼくな疑問をぶつけられ、俺は微び妙みように視線をあさっての方向にやる。

「たぶん」

「え？　何ですかそれ？」

「ほら、なんか子供の頃に自分で見つけた裏道って、中学生くらいに上がってから『あれ？　これ実はそんなに近道じゃないんじゃ？』とか思っても、つい使っちゃうだろ？」

「よく分かりません」

　あっさりとそう言われ、変に落ち込む。俺だけなのかなこういうのって……。

　肩かたを落としながらとぼとぼと空き地の脇わきを通る。どういう経けい緯いでできた空き地なのかは分からないが、子供が集まってミニサッカーくらいならできる広さの空き地だ。今は夏なので背の高い雑草があちこち生えている。

　実はこの空き地の奥にあるブロック塀を乗のり越えて向こう側の細道に出れば、そのまま駅前に着くのだが、この歳としになってそんなやんちゃな行こう為いに及およぶのはちょっと恥はずかしい。

　そのままそこを通り過ぎようとした瞬しゆん間かん、

「……ぅぅ」

　何か、呻うめき声みたいな物が聞こえた気がした。

「ん……？　アール、今何か聞こえたか？」

「いいえ？　でも烈火さんが聞こえたのなら、確かめてみてはいかがですか？」

　また意味深な言い回しを……。

　とはいえ、聞こえたのはどうにも苦しそうな声だった。そんな物が聞こえたのに気づかないフリをするわけにもいかないか。

　俺は来た道を少し戻り、空き地の中に入る。

「いるとしたらここだよな」

　空き地の左手側には民家もあるが、俺が先さき程ほど呻き声を聞いた位置からは遠すぎる。あの家の中からあんな小さな声が聞こえてきたのは考えにくい。

　だとするとやっぱり空き地が本命だ。空き地は基本的に雑草だらけだが、入り口から真ん中の辺りにかけては子供が遊び回って地面を踏みつけるためか、ポカンと茶色い土が見えている。あとは奥のブロック塀の手前に土管が三つ三角形に積まれている。

　唯ゆい一いつ視界の開けている空き地の中央に人ひと影かげはない。

「パッと見、誰だれもいませんね」

「土管の中とか裏とかか？」

　とりあえず、俺は空き地の奥にある土管を調べることにした。

「ん？」

　三つの土管を順々に横から覗のぞくが、中には誰もいなかった。

　空き地の入り口からは陰かげになっていた土管の裏も覗くが、やはり誰も倒たおれていない。

　気のせいだったのかな……？

　俺が首を傾げながら、まだ探していないところがないか空き地を見み渡わたしていると――唐とう突とつに、ひとりの少女が路地の方から現れた。

「ハァッ！　ハァッ！」

　彼女は誰かに追われているような焦あせった表情で、土管の裏にいる俺にも気づかず路地の方を振り返かえっている。その拍ひよう子しにセミロングの髪かみが跳はね、耳につけたピアスが揺ゆれた。

「なぁ、ちょっと」

「!?」

　こちらから声をかけて、ようやく彼女は俺の存在に気づいたようだ。驚きよう愕がくの表情で人の顔を凝ぎよう視ししてくる。

「な、何かあったのか？」

　そんな顔を向けられると二の句を継ぎづらいが、まぁなんとか声に出した。

「……ッ」

　彼女は質問に答えず表情を曇くもらせると、何かを即そく座ざに判断したらしく、目から迷いを捨てて俺の方へと大おお股またで近づいてきた。

「おとなしくして！」

「へ？」

　突然、彼女は俺の腕うでを掴つかんで有う無むを言わさず空き地の奥へと引っ張っていく。

「おい、そっちは壁……」

　と、俺が反射的に足を止めようとすると、

「抵てい抗こうしないで！」

「のわっ！」

　さらに強い力で引っ張られ、バランスを崩くずした。

　そのまま俺は少女と一いつ緒しよに壁に顔面から突っ込――まなかった。

「……あれ？」

　予想した衝しよう撃げきがいつまで経たっても来なくて、思わず閉じていたまぶたを恐おそる恐る開けると、俺と彼女は狭い路地にいた。

「んん？」

　なんかこの細道には見覚えが……？

　記き憶おくを確かめるように背後を振り返ると、そこにはブロック塀があった。

「まさかここって……」

　空き地のブロック塀を乗り越えた先の細道か？

　もう一度正面を向いて路地の先を見れば、明るい表通りの先に駅の看板が見えた。小学生の頃、ブロック塀を越こえて近道していた時に見た光景と記憶が合がつ致ちする。

　つまり、これは……硬かたいコンクリートの壁を『通とおり抜ぬけた』ってことか？

「ねぇ、あなた大丈夫？」

　その声で、俺はハッとなって少女の方を振り向むいた。

「今のってお前がやったのか？」

「それはいいから……」

　いや、いいからって言われてもメチャクチャ気になるんですが……。

「あなたの名前は？」

「俺？　波なみ乱だれ烈火だけど……」

「烈火。烈火君ね……」

　少女は何かを考えるように耳にかかった髪をかきあげる。

　いったい何が起きたのか尋ねようとした時――彼女はいきなり俺に抱だき着ついてきた。

「えっ!?　な、いきなり何を!?」

　む、胸が!?

「ワタシの名前はエリシア。今ね、ワタシ怖い男の人に追われてるの。烈火君もヘタしたら巻き込まれるかもしれないから、すぐここから逃にげた方がいいわ」

「男に追われてる？」

　確かに空き地に飛び込んできたエリシアは、何かに追われてきたように見えた。

「困ってるなら力になるけど……」

　俺がそう提案すると、一いつ瞬しゆん彼かの女じよは虚きよを突つかれたような表情になったが、結局は首を横に振って、

「ダメ。すぐに逃げて」

　同じ言葉をくり返し俺に念ねん押おしした。

「いい？　早くここを離はなれるのよ」

「あっ、おいっ！」

　こちらが止める間もなくエリシアはすぐに走り出す。
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　慌てて追いかけるが、細道から表通りに出た時にはもう彼女の姿を見失ってしまった。

「……何だったんだ？」

　嵐あらしのように通り過ぎていった少女に、しばし呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　さっきの『壁かべ抜ぬけ』……どう考えてもフツーじゃない力だ。しかし、パッと見エリシアは人間に見えた。となると、魔ま法ほうだろうか？

「今のって『ヒロイン』か？」

「そのようで」

「もしかしてエリシアも魔ま法ほう使つかいか？」

「どうでしょうね？」

　相変わらず肝かん心じんなところは答えてくれないな。

　さて、俺はエリシアを追うべきか？　だが自由自在に壁を『通り抜けて』いける彼女を普ふ通つうの方法で追って追いつけるとは思えない。

　もう少し熟考したかったが、彼女に「ここからすぐに離れて」と言われたのを思い出す。

　ひとまず俺は駅前の本屋へ入り、週刊誌コーナーで立読みをするフリをしながら細道の出口を見張っていると――しばらくして、黒いスーツをまとった男が出てきた。

　男の頬には遠目にも分かる大きな傷があり、上背もあってガタイもよかった。なるほど。確かに「怖い男の人」的な外見をしている。

　傷の男は少し視線を彷徨さまよわせると、俺から見て右へと進路を取って雑ざつ踏とうの間を駆かけ抜けていった。

　一いつ瞬しゆん、男を追いかけようとしたが途と中ちゆうで思おもい留とどまる。

「追いかけないんですか？」

「いや……」

　すぐにあとを追った俺ですらエリシアを見失った。傷の男が右を選んだのは勘かんだと判断するのが妥だ当とうだろう。

　それに俺の足で傷の男に追いつけるか分からなかったし、そもそも大事なのは男の行方ゆくえではなくエリシアの行方だ。

　そして探し物、というか尋ね人びとなら最適な方法を持った仲間がいる。

「皐さ月つきの森羅の大魔法ならエリシアの居場所もすぐ分かる。その方が確実だし、たぶん早い……」

　と、そこまで考えたところで大事なことを思い出した。

「あっ！　そういやまだ空き地をちゃんと調べてなかった！」

　俺は急いで本屋を出て、先さき程ほどの空き地へと向かう。

　しまった……ドタバタしたせいでだいぶ放置してしまった。

　ともかく、本当に誰かが倒れていたなら大変だ。全体を調べて、さっきの呻うめき声ごえが単なる俺の勘違いなら、それはそれでいい。

　そう思いつつ入り組んだ路地を通り抜けて空き地に辿り着くと――真しん紅くのドレスを身にまとい、同じ色の日ひ傘がさを差した少女に出くわした。

「あ、あれ？」

「うん？」

　思わず漏もれた俺の戸と惑まどいの声に反応し、少女がこちらを振り返る。

「妾わらわに何か用であるか？」

　赤しやく銅どう色いろの髪をさらりと流しながら小首を傾げる少女の動作には、何と言うか気品があって妙にドキリとさせられた。顔立ちはまだあどけなく年下に見えるのに、大人びた表情のせいで年上と接しているような気分になる。

「いや、用と言うか……いつからこの空き地に？」

「妾は今さっきここに来たばかりである」

「そっか」

　それじゃあ、さっきの呻き声の主はこの少女じゃないってことか。

　そこでふと俺は気がついてアールの方を見やった。

「いえいえ、その娘こは『ヒロイン』ではないようですよ」

　ついさっき別の『ヒロイン』に出会ったばかりだったので過か敏びんになっていたみたいだが、どうも違うらしい。

　つまり、この真紅のドレスの少女は完全にただの通りすがりということだ。

「お主」

「ん？　俺？」

「そうである。妾はお主の質問にひとつ答えてやった。代わりに、お主も妾の頼たのみをひとつ聞いてくれぬか？」

　少女はまた問うように小首を傾げる。

「いや、俺ちょっと急いでるんだが」

「それなら安心。すぐに終わる用事である」

　少女はちょいちょいと俺を手招く。

　無視するのもどうかと思い、渋しぶ々しぶ彼かの女じよのすぐ近くまで駆け寄った。

「それで？　俺に何をして欲しいんだ？」

「肩かた車ぐるまである」

　今度は微笑ほほえみながら地面をちょいちょいと指差す少女。しゃがめということらしい。

　まぁ、それぐらいなら……。

　俺は地面に片かた膝ひざをついて、頭をググッと低くする。赤いドレスの裾すそが視界の外そと枠わくを埋うめ尽つくし、なめらかな布地が髪を撫なでた。

「足は持たなくてもいい」

　小さなお尻しりが首筋の辺りに載のったのを確かめてから、俺は全身に力を込めて立ち上がった。見た目通り少女の体重は軽く、簡単に持ち上がる。

「塀の方に近づいておくれ」

「はいはい」

　頭の上からの指示に従って、俺はブロック塀の間近まで迫せまる。

「肩を汚してしまうが、済まぬ」

　そう言うと、少女は器用に俺の両りよう肩かたの上で立ち上がった。

　どうせ着古しだし汚れるのは構わないが、いったい何をするつもりなのか――と思った瞬間、急にかかっていた体重がなくなった。

「妾ひとりではここの壁が越えられなかったのである。感謝感謝」

　見上げれば、ブロック塀の上で日傘を差した少女がニコニコと笑いながら俺を見下ろしていた。なるほど、踏ふみ台だいが欲しかったのか。

「そんなところにのぼって、何がしたいんだ？」

「なに、つまらぬことである。妾、今は遊びに興じている最中ゆえ」

　遊びって……そんな塀を越えるとか、猫ねこでも追いかけてるのか？　まぁ子供らしくてかえって安心するが。

「そういえばお主は先程からここで誰かを捜さがしているようであるな」

「ああ」

「それならば、あちらの草むらの中で倒れている者がそうなのではないか？」

「え？」

　少女が指差した方向には確かに伸のび放ほう題だいの雑草が密集している箇か所しよがある。ここからでは背の高い草が邪じや魔まで何も見えないが、塀の上の彼かの女じよからはよく見えるのだろう。

「ありがとう。助かった」

「礼を言われるほどのことでもない。むしろ助かったのは妾の方である。お主はなかなかよき者であるな。縁があればまた会おうぞ。ではな」

　別れを告げ、少女はぴょんっと塀の向こう側へ飛び降りていってしまう。

　ほんの数分だが、なんとも印象に残る少女だった。いや、最近俺が会う女の子ってだいたいそうだけど。

「っとと、そんなことどうでもいいか」

　俺は彼女の助言通り背の高い草むらをかき分けて進み――見つけた。

「……」

　そこに倒れていたのは小学生くらいの背格好の女の子だ。体が小さいので完全に草むらに隠かくれてしまっていたらしい。傍そばにやや大きめの帽ぼう子しも転がっていた。それも彼女の持ち物だろう。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　軽くペシペシ頬を叩たたくと、女の子は小さく「うぅぅ」と声を上げた。

　とりあえず生きているようだ。見たところ外傷もない。

「もしかして何かの病気か？」

「いえ、ただの疲ひ労ろうですね。寝ねかせてご飯でも食べさせれば元気になりますよ」

「って言っても、やっぱり病院連れていって検査した方がいいんじゃねーか？」

「おやおや烈火さん。未来科学の結けつ晶しようである本官の診しん断だんより、町医者の診断の方が正確だとでも言うのですか？」

「む」

　そう言われるとアールのセリフに妙みような説得力が加わる。ほとんど活いかす場面はないが、こう見えて多機能な未来人なのだ。

　この子をどうするべきか判断に迷っていると。

「たす……けて」

　小さくだが、確かに女の子の口から助けを求める声がした。そして。

「れっか……」

「!?」

　俺は驚おどろいて女の子を凝視する。

「何で俺の名前を？」

　自分で言うのも何だが、結構珍めずらしい名前だ。

　今日はじめてここで会った。しかも偶ぐう然ぜん見つけた少女が、何で俺の名前を知ってる？

　フツーならあり得ない。

　ということは。

「ワケありってことだよな？」

「ですね。『ヒロイン』さんです」

　俺の目配せにアールは頷うなずいて答える。

「三打数二安打とはなかなかの打率ですね、烈火さん」

「……」

「ああでも三打数三安打なんて日もしょっちゅうですから、そう考えるとむしろスランプってことになるんですかね？」

「……野球選手なら好成績なのにな」

　アールの軽口に、俺は夏の太陽を仰あおぎながら答えた。
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　自宅。

　出かけてすぐに帰宅した上に女の子まで背せ負おってきた俺を見て、ハリッサは最初こそ驚いたが、事情を話すとあとはある意味いつものことという感じだった。

　ハリッサが使っている部屋のベッドにいったん女の子を寝かせ、ひとまず彼女の看病はハリッサに任せる。

　次に俺は自分の部屋へ向かい、机の上に放ほうり投なげてあったケータイを手に取った。

　本当は家に帰るまでの間に連れん絡らくだけでも済ませて置きたかったのだが、元々軽い外出のつもりだったので持っていってなかったのだ。今度からは気をつけよう。

　と、反省はとりあえずそこまでにして、俺はアドレス帳を開いて『皐さ月つき』の番号を呼び出だし、コールする。やや時間がかかって、電話から『プツッ』と音がした。

『もしもし？』

「皐月。今どこにいる？」

『図書館よ。一学期の復習をしてたの』

　夏休み初日から勉強していただと……！

　どうでもいいことで衝撃を受けた俺おれだが、すぐに気を取り直してケータイを持ち直す。

「少し力を借りたいんだ。悪いんだけど、家に来てくれないか？」

『！　分かったわ』

　俺の口調でピンと来たのか、皐月の声こわ音ねに真しん剣けん味みが宿る。

『たぶん、二十分くらいで帰れると思うわ。それで大丈夫？』

「ああ」

『じゃあ、切るわね』

　通話の切れたケータイを閉じ、俺はふぅと息を吐いた。

　これであの『壁抜け』の少女――エリシアの行方は掴めるだろう。

　だがそれだけでは少し心こころ許もとない。彼女はあの傷の男に追われているのだ。

　エリシアに追いつくタイミングによっては男との戦せん闘とうもあり得る。仮にそうなった場合、彼女の身を守れる戦力が必要だ。自分で言うのもなんだが、俺は弱い。

　さらに何なんヶか所しよかに電話をかけ、それが終わったところで、俺の部屋の扉がノックされた。

「レッカ様。気がつきました」

「おう」

　俺はハリッサに呼ばれ、彼女の部屋へ向かった。

「じゃあ、お邪魔します」

「レッカ様。ご自分の家なんですから、そんなこと仰おつしやらなくても……」

「あ、そうか」

　けどなんかつい言ってしまった。

　ていうか、ハリッサの部屋いい匂においするな。本人が遠えん慮りよしてあんまり自分の物を買わないから、両親が使ってた頃と家具とかその辺は変わってないけど、ところどころに皐月やイリスからもらったらしい小物が飾かざってある。女の子の部屋だ。

　元両親の部屋なのに妙な鼓こ動どうの高鳴りを感じつつ、俺はハリッサが普ふ段だん寝ねているベッド――この言い方変態っぽいと自分でちょっと思った――に近づく。

「あ……」

　女の子はすでに上半身を起こしていて、倒れていた時に傍に落ちていた大きな帽子を胸に抱いていた。

　彼女は入ってきた俺を見るなり、わずかにビクッと体を縮こまらせる。

「えっと、体、大丈夫か？」

「あ、の……はい」

　まだ自分がなぜここにいるのか把は握あくしきっていないのか、困こん惑わく気味に女の子は頷く。

「私……いったいどうしたんですか？」

「空き地の草むらで倒れてたんだよ。偶然、俺が通りかかってウチに連れてきたんだ」

「……そうなんですか。ありがとうございます」

　女の子はわずかに笑え顔がおを浮うかべてぺこりと頭を下げるが、未いまだに不安そうにしている。無理もない。

「名前を教えてくれないか？」

「……………………言こと塚づか、澪みお」

　かなり長い時間をかけて、女の子――澪はそう答えた。

「澪か。何で自分が空き地で倒れてたのか思い出せる？」

「……分からないです」

「じゃあ、どうやってあの空き地に行ったのかとか？」

「……分からないです」

「自分の家の住所って分かる？」

「……えっと」
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　澪は困ったように顔を伏ふせる。

　俺も困った。

「……何か思い出せることはない？」

「……分からない、です……。何も思い出せない」

　これは……。

　俺はハリッサと、ついでにアールと顔を見合わせる。

「もしかして……記き憶おく喪そう失しつ、って奴やつなのか？」

「たぶん……」

　胸に抱いていた帽子を深くかぶって目元を隠し、俺たちと視線を合わせない澪。

　気まずい沈ちん黙もくが部屋を支配する。

　こんな小さな女の子が、目を覚ましたら記憶がないなんて、そんなの不安すぎてたまらないに決まってるよな……。

　何か、彼女のことを知る手がかりは。

「……！」

　そういえば、ひとつある。

　そもそも俺が澪を『ヒロイン』だと思った理由。それは――

「――波なみ乱だれ烈れつ火かっていう名前に心当たりはないか？」

「!?」

　瞬間、澪は劇的な反応を見せた。

「アッ――アァッァ…ッ！」

　彼女は破は裂れつしそうな頭を手で必死に押さえるような、そんな苦く悶もんの表情を浮かべる。

「お、おい澪？」

「ビル……屋上……私……」

　絞しぼり出すような単語の羅ら列れつ。

　ビルと屋上と私？　そこに澪がいたってことだろうか？

　だけど、続けて、

「……落とされた」

　澪の口から物ぶつ騒そうな言葉が漏れた。

　ビル……の屋上、私、落とされた。

「ビルの屋上から落とされたって……？」

　おいおい、それは……。

「落とされたということは、落とした相手がいるということでしょうね」

　アールはさらりと補足する。

　それぐらい言われなくても分かってるが、やはり改めて人の口から聞くとノドの奥おくに嫌いやな異物感を突っ込まれたような気分になる。

　人をビルの屋上から突き落おとすなんて、そのビルが二、三階建ての低いビルだろうがイタズラで済まされることではない。

　そこには相手の明確な〝殺意〟が感じられる。

　幸い、こうして澪は生きているし、大事には至らなかったようだが……。

　俺たちはしばらく彼女が落ち着くのを待った。

「大丈夫か？」

「はい……」

　さっきより明らかに顔色が悪くなっていたが、澪は健気けなげに頷く。

　ようやく思い出せた記憶が、自分がビルから突き落とされた過去じゃ落ち込むのも仕方がない。

　記憶喪失に殺人未み遂すい（？）事件。

　どうやら、こちらの『物語』も一ひと筋すじ縄なわではいかなそうだ。




　　　　　▽




　予定よりも五分ほど早く到とう着ちやくした皐月は、だいぶ急いできてくれたのか額に玉の汗あせを浮かべていた。

　ひとまず彼女をリビングに通し、クーラーをつけて麦茶を出す。

「ありがと」

　夏だからなのか髪を後ろで縛しばった皐月はすぐ麦茶に口をつける。

　こくっ、こくっ、と彼女のノドが小さく音を立てた。

　俺も自分の麦茶を飲もうと口をつけ、

「そういえば烈火さんって女の子の汗の匂いに興奮します？」

「ブファッ!!」

　思いっきり噴ふき出した。

「きゃっ！　ちょっと、何するのよ！」

「す、すまん」

　非難の視線を浴びせられて俺は平ひら謝あやまりし、それから変な質問をしてきたアールをギロッと横目で睨にらむ。

「……」

　また同じことをされてはたまらないので、俺は無言でテレビをつけ音量を小さくした。狙ねらい通りアールはテレビに食いつき、向こうへ行ってくれる。

「それで、今回は何に巻き込まれたの？」

「ああ、実は――」

　俺はひとまず今分かっているおおまかな事情を皐月に説明する。

　その上で彼女に調べて欲ほしいことはふたつあった。

　ひとつは傷の男に追われていたエリシアの行方。

　もうひとつは記憶喪失の澪の身に何があったのか？

「だいたい話は分かったわ。どっちから調べればいいの？」

「緊きん急きゆう性せいが高いのはエリシアの方だな。彼女の無事と、おおまかな居場所を確かめられるか？」

「数分あれば調べられると思うわ。烈火がその娘こに会ったのは何時何分くらい？　あとできる限り特とく徴ちようを教えて」

「ああ、会ったのは――」

　俺は覚えている限りのことを皐月に話す。

　彼女の森羅の大魔法でアクセスするアカシックレコードは、世界の全すべてが記録されている。だがいくら途と方ほうのない代しろ物ものであっても、それ自体はただのデータベースだ。

　その中から目的の情報を引き出そうと思ったら、でき得る限り検けん索さく条件を絞り込む必要がある。なまじ情報量が膨ぼう大だいであるだけに、片かたっ端ぱしから調べ尽くすというわけにもいかないのだ。

「じゃあ、アカシックレコードに聞いてみるわ」

　そう言って皐月は集中するように目を閉じる。

「万ばん象しようの記しるしに請こわん――」

　彼女の口から魔法の詠えい唱しようが奏かなでられ、明るい粒りゆう子しのようなモノがリビングを照らす。

　俺は魔法使いではないのでよく分かっていないのだが、この光が魔ま力りよくというモノらしい。人によって発する色が違ちがうらしく、皐月は淡あわい青だ。

　青い光は円を描えがき、やがてはるか彼方かなたにある何かに皐月の声を届けるかのように、天てん井じようを突き抜けて消えていった。

「……エリシアの記述を見つけたわ。フルネームはエリシア・オットーね。今はここから西へ移動中……特に誰かに拘こう束そくされたりはしてないみたいよ」

「そうか。ならよかった」

　どうやらまだあの傷の男に捕つかまってはいないようだ。

「傷の男が今エリシアとどのくらい離れてるか分かるか？」

「う～ん、分からなくはないけど、検索条件が『頬ほおに傷のある男』『この町にいる』だけだと絞り込みに時間がかかるわ」

「むう……」

　そういうことなら、ひとまず無事が確かく認にんできただけよしとすべきか？

　森羅の大魔法は便利だが、もうひとつ欠点というか、制限がある。皐月自身の魔力容量だ。魔法には魔力が必要で大魔法を使うとそれなりの魔力を消費してしまう。

　このあと澪の身に起きたことや、いざエリシアを助けにいく時に彼女の居場所をリアルタイムで調べ続けてもらうことを考えたら、今は魔力を温存してもらった方がいい。

「次は澪のことを調べてもらっていいか？」

「もちろんいいけど、ちょっと待って」

　皐月は目を開け、額の汗を拭ぬぐう。

「少しだけ休きゆう憩けいさせて？　ずっと森羅の大魔法を使ってると頭がくらくらしちゃうの」

「あ、ワリィ……」

　相手の疲労を考えずに連続で魔法を使わせようとしていたことに気づき、俺は冷蔵庫から麦茶の入ったピッチャーを持ってくる。ついでに製氷機から氷も持ってきた。

　ぬるくなりかけていた皐月の麦茶に氷を入れて、足りない分を注ぐ。

「クーラーもう少し下げるか？」

「平気。冷やしすぎてもいけないから」

　ふぅ、と皐月はひと息ついて、ハンカチで鎖さ骨こつの辺りに浮いた汗を拭う。

「……っ！」

　なんだかその仕草が色っぽくて、ドキリとした。

　そんなこと考えてる場合じゃないってのに……夏か？　夏のせいなのか？

「どうしたの？」

「な、何でもない！」

　必要以上に否定してしまった気がする。

「？」

　皐月は小首を傾かしげたが、幸いにも特に俺の態度を追つい及きゆうしてこなかった……助かった。

「それじゃあ、次ね」

　彼女の視線はチラリと二階の方へ向けられる。

「記憶喪失って聞いたけど、間ま違ちがいないの？」

「少なくとも本人はそう言ってるし、ウソはついてないと思う」

「ケガはしてないの？　頭とか？」

「それはハリッサに確かめてもらった。特に外傷とかはないって」

　実際のところ澪を診断したのはアールなのだが、皐月には見えないのでハリッサがやったことにしておく。

「じゃあ事故とか頭を打ったわけじゃ……あれ？」

　ふと皐月は疑ぎ問もん符ふを浮かべる。

「確か、その子本人の話だと『ビルの屋上から突き落とされた』って言ってなかった？」

「そうなんだけど……」

　皐月が言わんとすることは分かる――「ビルから突き落とされて何で無傷なの？」ということだ。

　生あい憎にくとその疑問に対する答えを俺は持たないわけだが……。

「そこも含ふくめて調べてもらえると助かる」

「そう」

　少なくともすでに起こった事象なら森羅の大魔法で調べられる。澪の証言の真しん偽ぎなども含めてもすぐさま明らかになるはずだ。

「ところでまだ下の名前しか聞いてなかったけど、フルネームは分かってるの？」

「ああ、それは本人も覚えてたから大丈夫だ。『言塚澪』だってさ」

「……は？」

　なぜか皐月は怪け訝げんな顔をする。

「いや、だから言塚澪」

「聞こえなかったわけじゃないわよ……でも、それ本当？　本当にその子がそう名乗ったの？」

「そうだけど、どうしたんだよ？」

　妙に疑ってくるので、俺は逆に問い返す。

「あのね、烈火。言塚澪って誰だれだか知ってる？」

「？」

　何だそれ。その言い方じゃまるで皐月は澪のことを知ってるみたいじゃないか。

「言塚澪って――」

　皐月はスッと指を伸ばして、俺の背後を指差した。

「――彼女のことよ？」

「へ？」

　振ふり返かえると、そこには先程アールを追おい払はらうためにつけたテレビがあり、ちょうどＣＭが流れていた。

　四角い画面の中で、マスコットのハートライオンのぬいぐるみを抱いたアイドルが、今日から始まるツアーライブを告知していた。

　アイドルの名前は――「ＭＩＯミオ」……ん？　ミオ？

　上で寝ているのは言塚「澪」。

「え？　え？　いやいやいや確かに名前一いつ緒しよだけど、え？」

「言塚澪はＭＩＯの本名よ」

　思わず否定しかける俺を皐月がバッサリ。

「烈火ってアイドルに疎うといのね」

　呆あきれたようにため息をつかれ、俺は慌あわてる。

「いや、そりゃＭＩＯは知ってるってさすがに。スゲー有名なんだから。でも本名なんて知らないし、それに外見も全然違ったし」

「外見も？」

「ああ」

　今テレビに映っている「ＭＩＯ」は膝ひざまで届くような金きん髪ぱつツインテールだが、拾ってきた澪は黒くろ髪かみだし、長さも肩かたくらいまでだった。そりゃ、身長や体つきは同じくらいだが……。

「髪かみ型がたなんてかつらウイツグかもしれないじゃない。それよりも顔立ちとかはどうなの？　そっちも似てないの？」

「どうだろ……？」

　アイドルの「ＭＩＯ」はテレビの中でひまわりみたいに明るい笑顔を振りまいて、「会場でＭＩＯと盛り上がろー」なんてウインクしている――片や二階にいる澪はおとなしい女の子といった感じで、表情から受けるふたりの印象は全然違う。

「ま、まぁ、森羅の大魔法で調べれば済むことだろ？」

「それもそうね」

　皐月は再び目を閉じ、森羅の大魔法を使った。

　そして、今度は十秒もしない内に目を開ける。やっぱり有名人相手だと検索条件を上乗せしやすいから調べやすいのか？

「う～ん」

「ど、どうした？」

　幼おさな馴な染じみが難しい顔をするので、こっちまで不安になる。

「……半々といったところかしら」

　半々？　何が？

「まず、この家の二階にいるのは本物の言塚澪ね」

「ってことは」

　あの娘こがアイドルの「ＭＩＯ」ということになる。

　でも、それが半々の「半」だとするなら、もう半分は――

「けれど言塚澪がビルから突つき落とされたなんて『事実』はないわ」

　――やっぱり……そういうことだよな。

「間違いないのか？」

　それでも思わず聞き返す。

「森羅の大魔法に間違いなんてあるはずないわ」

「……」

　森羅の大魔法の力は、何度も助けられた俺がよく知っている。

　その使い手である皐月が「ない」と言うのなら、澪がビルから突き落とされたことなどないのだろう……しかし。

「けど澪が俺にウソをつく理由って何だ？」

「それは分からないけど……」

　あらゆる事象を見通す森羅の大魔ま法ほうだが、人の内面――つまり感情や思考などを知ることはできない。

「……ていうか、ＭＩＯのツアーライブって今日だったよな？」

　さっきのＣＭで告知されたツアーの期間を思い出しながら俺は言う。

「あっ！」

　ハッとした表情で皐月が頷いた。

　今日ライブがあるはずの澪がなぜかこんな片かた田舎いなかにいる。

　これは明らかに「不自然」だ。

「そういえば、澪はなぜか俺の名前を知ってたんだ」

「え？　どういうこと？」

「空き地で倒たおれてた時、うわ言みたいに『れっか』って言った」

「『れっか～』って続く言葉ってあんまりないわよね……まさか『レッカー車』なんて言いたかったわけじゃないでしょうし」

　屋上から突き落とされたのに無傷なこと。

　ツアーライブがあるのに会場のないこの町にいること。

　初対面の俺の名前を知っていたこと。

　三つもの「矛む盾じゆん」や「不自然」に「記憶喪失」まで重なるとなると、これはもはや全てが偶然で済まされるものではない。

「もう少し詳くわしく調べてみましょう。とりあえず、昨日からの澪の行動を調べてみるわ。どういう経けい緯いでこの町に来たのか、記憶喪失のワケも分かればいいんだけど」

「ああ、頼む」

　俺は頷き、皐月は目を閉じる。

「昨日はライブの打ち合わせにリハーサルに衣装合わせ……朝から忙ぼう殺さつされていたみたいね……夜に自宅のマンションに帰って、そのまま就しゆう寝しん」

　どうやら昨日の時点では澪の身に異常は起こっていないようだ。

「……え？」

「どうした？」

「朝起きて、マンションを飛び出して……そのまま電車でこの町に来たみたい」

　困惑する皐月の声。

　横で聞いていた俺だって同じ気持ちだ。

「……寝てる間に何かあったのか？」

「何にもないわ。ただ寝てただけで……朝になって急に」

　昨日の時点ではライブの準備をしていたのに、今朝になったらライブをすっぽかしてこの町に来たってこと……か？

　何じゃそりゃ？

　澪の身に何が起こってそうなったのか全然見当がつかない。というより、皐月の話からだとそもそも「何も起こっていない」ように思える。

　森羅の大魔法を使ってもまったくの原因不明。謎なぞ。彼女の言動の何もかもが意味不明ということになってしまう。

「まさか、俺に会うために来たのか？」

　澪は俺の名前を知っていて、彼女は俺のいるこの町へ来た――断だん片ぺん的てきな情報から推察できるのはそれくらいだ。そういう風に考えれば、ギリギリ彼女の行動を説明することができる。

　だが、それで彼女がこの町へ来た理由が説明できても、結局どうして俺のことを知っていたのかが分からない。

「念のため聞くけど、俺と澪が過去に会ったことがあるとか、そんなことないよな？」

　それを調べるのにまたしばらく皐月は目を閉じる。

「……ないわね」

「だよな」

　一いつ般ぱん人じんとアイドルにそうそう接点なんてあるはずない。

　謎は深まるばかりだったが……そこでひとつ、気づいたことがある。

「仮に、澪が俺に会うためにこの町に来たとしたら……電車でこの町に来た時点では、彼女に目的――『記き憶おく』があったってことだよな？」

「！　そうね。その通りだわ」

　澪にどんな目的や意図があったとしても、それを「覚えていない」状態ではそもそも行動を起こしようがない。

　つまり、澪の記憶が失われたのはこの町に着いてからということになる。

　いろんな疑問を置き去りにしたままだが、今は少しでも突とつ破ぱ口こうを見つけないと話が先に進まない。

　皐月は澪がこの町に着いてからの行動の調査を再開する。

「澪はこの町に着いた時点で、すでにフラフラだったみたいね。朝食も食べずに来たようだし……ここまでの行動を見る限りかなり焦あせってこの町に来た節があるから、精神的な疲労もあったのかも」

「なるほど」

「彼女はそのままフラフラと空き地に続く路地に入るわ。裏道なんて知ってるわけないだろうから、たぶん意い識しき朦もう朧ろうとして迷い込んだんでしょうね」

「そのあと、あの空き地で倒れた？」

「もしかしたら少し休もうとしたのかもしれないけど……澪は草むらの中で倒れて意識を失うわ」

「……たぶん、その辺りで俺は澪の呻うめき声ごえを聞いたんだ」

　ここまでで特に澪が記憶を失いそうな出来事は起こっていない。

　その後エリシアとのドタバタはあったが、このあと澪を発見するまでたいして間はなかったはずだ。

　その間に何があったのか？

　皐月は続きを話し始める。

「烈火が空き地に現れた時間帯まで来たけど、相変わらず澪は倒れてるわね……まだ倒れてて……っ、倒れた澪に触ふれた人間がいたわ！」

「誰だ!?」

「待って、男ね……名前はヤン・ダンチェイ…………特徴は……え？　頬に傷？」

「頬に傷だって？」

　その特徴には聞き覚えというか見覚えがある。

「エリシアを追っていた男か？」

「あとで照合するけど、たぶんそう。空き地に現れたタイミング的にも……」

「でも何で人を追ってる最中の奴が澪を？」

　まさか介かい抱ほうするつもりで近づいたわけじゃないだろう。

　俺はヤンが澪に何をしたのか……固かた唾ずを呑のんで皐月の言葉の続きを待った。

「澪に気づいたヤンは彼かの女じよに近づいて………………」

「どうした？」

　妙に長い沈黙を不ふ審しんに思い、声をかける。

「ヤンは――超ちよう能のう力りよくで澪が彼女自身の記憶を思い出せないように封ふう印いんしたわ」

「超能力!?」

「……うん」

　自信なさげに皐月は頷く。

　超能力という、これまた突とつ拍ぴよう子しのない単語に虚きよを突かれたが――よくよく思い返すと、ヤンが追っていたエリシアも似たような能力を使っていた。

「じゃあ、エリシアの『壁かべ抜ぬけ』も超能力だったのか？」

「……そうみたいね」

　あのふたりは超ちよう能のう力りよく者しや同士で追ったり追われたりしてるのか？　なぜ？

　疑問は尽つきないが、『エリシアの物語』には深く超能力が関かかわっていると考えてよさそうだ。彼女を助けにいく時は、その点に気をつけてチームを組む必要がある。

　だが、その前に。

「何でヤンが澪の記憶を封印するんだよ？　目的は何なんだ？」

「…………全然分からないわ。烈火と同じで、澪とヤンにも過去に接点はないみたいだし」

「いったいどうなってんだ？」

　どうして彼女は一見無関係な俺の名前を知っていて、どうして一見無関係なヤンに記憶を封ふうじられた？

　この「一見無関係な」俺たちの間にある縁えん――その謎こそが『澪の物語』を解くカギなのだろうか？

　いい加減、頭がこんがらがってきそうになってきたところで――来客を告げる家のチャイムがぴんぽーんと鳴った。




　　　　　▽




「……という感じで、今回の『物語』は正直分からないことだらけなんだ。どうかみんなの知ち恵えと力を貸して欲しい」

「その前にひとついいかしら？」

「何だ？　シャーリー」




「「「「「「「「「狭せまい」」」」」」」」」




　まさかの総ツッコミ……いや、まさかでもないか。

「まぁ、俺も含めてここに十人もいるしな」

　ハリッサは澪の看病中なので二階にいるが、現在この部屋には皐月・イリス・つみき・テトラ・リア・響ひびき・ロザリンド・スズラン・シャーリーが集まっている。すし詰づめ状態とまではいわないが、さすがに多い。

「ファムとレインをガーネットに任せてきてよかったわ」

　そう言ってシャーリーは嘆たん息そくした。現在ふたりはガーネットの指導の下、夏休みの宿題に取り組んでいる真っ最中らしい。

「何でみんな夏休み初日から勉強してんだ……」

「ふたりの監かん督とくが私の役割だもの。もちろん一日中拘束するわけじゃないわよ？」

　毎日コツコツがシャーリーの方針らしい。

　なので、ベラノ組からは彼女が代表して話を聞きに来たそうだ。どうせはす向かいの近所だし、ふたりの力が必要ならすぐ呼びに行く――と、彼女たちを説得するのに時間がかかったせいで、結局ロザリンドやリアたちと同じタイミングで俺の家に着いたそうだ。

「雑談はその辺りでもういいであろ」

　暑いのが苦手なのかクーラーの真ん前を陣じん取どったロザリンドが話を切り、みんなの視線を集める。

「やることも多い。ここはそれぞれ役割を分担するべきじゃろうな」

「それならいったん状じよう況きようを整理した方がいい」

　ロザリンドの言葉を受けて、今度は響がピンと指を一本立てる。

「先に『エリシアの物語』から行こう。こちらはまずやるべきことは単純。エリシア本人の保護だ」

「超能力者のヤンって男に追われてるのよね？」とイリス。

「そう。だからそのヤンよりも先にエリシアを見つける必要がある」

　響は頷うなずき、皐月へと視線を投げかける。

「ヤンの能力は俗ぞくに言う『精神感応能力テレパシー』でいいんだな？」

「ええ、主に精神に干かん渉しようする能力ね」

「それは私が使うテレパシーとは違うのか？」とリアが口を挟はさむ。

「リアさんのは全員の思念をラインでつなぐ魔法ですけど、ヤンの超能力は少し違います」

　皐月は彼女の疑問に答える。

「『精神感応能力』は文字通り、精神あるいは魂たましいに干渉する能力。この場合、精神は魂と言いい換かえてもいいわ。人の記憶や思念は脳だけでなく魂にも刻まれるものだから、ヤンはそこから人の思考を読むことができるみたい」

「？　違いがよく分からないんだが？」

「基本的な違いはないと思います……ただ、魔法はあくまで技術――『用よう途とと効能が決まった技』ですけど、ヤンの超能力は『精神に干渉する資質』みたいなもので……つまり、『応用が利きく』のかもしれません」

「『応用』？」

　今度は俺おれが疑問符を投げかける。

「たとえば時速百キロで走る人と時速百キロで走る車があったとして、超能力は人で魔法は車になるわ。どちらも時速百キロで走れるけど、車と違って人はもっといろいろなことができるでしょう？　ヤンの『精神感応能力』は人の思考だけじゃなく、記憶や精神そのものに影えい響きようを与あたえられるかもしれない」

「……」

　実際、ヤンは『精神感応能力』で澪の記憶を封じていた。それも能力の『応用』だ。

　厄やつ介かいなのはヤンがその力をどこまで応用できるのか皐月にも分からないことだ。「その人間がバットを持っている」という情報だけじゃ、そいつがそれで野球をするつもりなのか人を殴なぐるつもりなのか分からないのと一緒だ。

「面めん倒どう臭くさそうな相手じゃのう」

　ロザリンドが鼻を鳴らす。

「ええ。それにヤンは超能力者たちの『組織』のリーダーみたい。今のところエリシアを追っているのは少数みたいだけど、ヘタすると増ぞう援えんもあるかも」と皐月が補足する。

「なら、多少は戦える者を揃そろえた方がよかろう」

「そうだな」

　俺もロザリンドの意見に同意する。

「エリシアの居場所を把握し続けないといけないから、皐月は確定として、あとはイリスにロザリンドを入れて、響に指揮を取ってもらいたいんだけど、頼たのめるか？」

「分かった」

「アタシもいいわよ」

「まぁよかろう。スズランもワシと来るがよい」

「分かりました」

　スズランが主の言葉に頷く。

「大所帯になって動きが鈍にぶくなってもいけないからな、このくらいの人数でいいだろう」

　皐月、イリス、ロザリンド、響、それからロザリンドに呼ばれたスズラン――このメンバーがエリシアを救出するチームに決まった。

「私もそっちのチームに入ろうかしら」

「シャーリーも？」

　俺は意外なところで名乗りを上げた宇宙の科学者を見つめた。

　あまり戦せん闘とうに向いているというタイプではない彼女が、なぜ？

「と言っても、イリスたちと一緒に跳とんだり走ったりできるわけじゃないけどね。超能力者のことなら、多少は役に立てるかも」

「どういうことだ？」

「私のいた惑わく星せいエスタシオンでは超能力の研究もされていたのよ」

　超能力の研究？

「宇宙にはいろんな生き物がいるからね。種族間のコミュニケーションをテレパシーでのみ行う種、っていうのもいるのよ。超能力者たちと戦う可能性があるっていうんなら、力にはなれなくても知恵くらいなら貸せると思うわ」

「なるほど」

　そういうことなら断る理由もない。シャーリーもイリスたちのチームに加わってもらうことにする。

「なら、ボクとイリスとロザリンドとスズランが実働部隊、シャーリーと皐月がバックアップだな。皐月には常にエリシアの居場所を特定してもらって、ケータイでボクらに連れん絡らくしてもらうのがいいか」

　響の提案する役割分担に皐月たちは頷く。

「ちなみに、今エリシアはどこにいるんだ？」と響。

「そうね……町境の辺り。まだしばらくは大だい丈じよう夫ぶそうよ」と皐月。

「それなら、もう少しいてもらっていいか？　俺の方の動きも手短に説明するから」

　俺の方の動きというのは、もちろん『澪の物語』にどう対処するのかということだ。

「ん、分かった」

　響は浮うかせかけた腰こしを再び座ざ布ぶ団とんに下ろした。

「そういえばアンタは救出チームに入らないの？　いつもなら真っ先に入りそうなのに」

　壁かべ際ぎわに立っていたつみきが俺のことを見ながら疑問を挟む。

「少し待ってくれ。今説明する」

　俺はひと呼吸置く。

「エリシアのことを響たちに任せてる間に、俺は澪の方の対処を進めようと思ってるんだ」

「どういうこと？」

「澪本人が言うには、彼女は『ビルの屋上から突き落とされた』らしいんだ。突き落とされたってことは、落とした〝犯人〟がいるってことだろ？」

「――けど、大おお友ともさんの話だと澪はビルから突き落とされていないんでしょ？」

　つみきが冷静に事実を指し摘てきする。

　確かに、森羅の大魔法の力は俺が一番よく知っているのだが……。

「……『澪の物語』はちょっと得体が知れないっていうか、分からない部分が多すぎるんだ。俺の名前を知っていたり、ヤンが彼女の記憶のほとんどを封印したり」

　森羅の大魔法でも人の考えまでは読めない。

　ほとんど通りかかっただけのはずのヤンが、どういう意図で澪の記憶を封じたりしたのか、さっぱり分からないのだ。

「謎の〝犯人〟とビル突き落とし事件もそうだけど、現実的な問題はヤンとその背後の『組織』だ。一度目は記憶を封じるに留とどめたけど、あれはエリシアを追ってる途と中ちゆうだったからそうしたのかもしれないし、今度ヤンか『組織』の人間に澪が見つかったら、何をされるか分からない」

「……なるほどな。澪を手元に置いた状態で『エリシアの物語』に注力するのは得策じゃないってわけか。少なくとも、ヤンは澪に危害を加える可能性がある」と響が納なつ得とくしたように頷く。

「ああ、だからまずは澪の安全を確保する。護衛とか、いろいろな」

「となると、私がエリシア救出チームに入ってないのは、澪の護衛のためか？」

　リアは納得したように頷きかけたが、途中でまた「あれ？」という顔をする。

「だが、相手が本当に厄介な奴やつだとすると、物理的な手段だけで護まもれるとは限らないんじゃないのか？　生憎、私は力仕事専門だぞ。魔法も多少は使えるが」

「だからリアには、俺と澪と一緒にアブラアムへ行って欲しいんだ」

「アブラアム？」

　首を傾げるリア。

「ハリッサが元いた異世界さ」

　俺は補足説明をする。

「ハリッサちゃん、異世界に帰れるようになったの？」

　皐月が目を丸くする。

　俺はハリッサが新しく創つくった魔ま術じゆつと異世界についてみんなに話した。

「異世界に匿かくまう、ね。確かにそれならこの上なく安全だわ」

　シャーリーはちょっと呆れ気ぎ味みな感じで肩を竦すくめる。「反則じゃない？」と言外に言われたみたいな気がした。

　まぁ将しよう棋ぎで王将を盤ばん上じようから隠かくすようなやり方だが、それで澪が安全ならいくら卑ひ怯きよう者ものと呼ばれたっていい。生憎と超能力者と正面から正々堂々戦って彼女を守れるような能力を、俺は持ち合わせていないのだ。

「それなら二階にいるふたりも呼んできて、詳しい話をしておいた方がいいんじゃない？」とつみき。

「テトラが呼んでくるです」

　そう言ってテトラは二階へハリッサと澪を呼びにいった。

　彼女がリビングを出て行くと、再び響が俺の方に視線をよこす。

「とりあえず『澪の物語』への対処は分かった。それで、異世界に行ったあとはどうするんだ？」

「ひとまず澪の安全が確保できたら、俺はすぐに戻もどってきて響たちのチームに合流するつもり……そうだ、ところで響の私物をひとつ貸してくれないか？」

「ボクの？　何で？」

「戻ってくる時は、さっき言ったハリッサの魔術を使って直接合流しようと思うんだ。その方が時間的なロスが少ないだろ？」

「そうか。なら……」

　言いながら、響はその両手に嵌はめている指ゆび貫ぬきグローブをはずし、こちらへ放ほうる。

「ハリッサの魔術には、できるだけ縁の強い品が望ましいんだろ？　それならたぶん充じゆう分ぶんなはずだ」

「分かった。ありがとな。なるべく早く戻ってくるから」

「あ、だが……」

　不意に響は言いにくそうに口ごもり、

「に、匂においとか嗅かぐんじゃないぞ？」

「変態か!?」

「だからするなと言ってる！」

「しねぇよ!!」

　あらぬ誤解を受けそうになり、俺は声を大にして否定する。

「えぇー、響ズルーい！　アタシのブーツとか髪かみ飾かざりも持ってってよ！」とイリス。

「待て。ここはワシのリボンをじゃな……」とロザリンド。

「だから嗅がないって!!」

　もしかしてそんなことするタイプに思われていたのだろうか？　ショックだ。

　ともあれ、くだらない脱だつ線せんで時間を浪ろう費ひしている場合でもないので、俺はゴホンッと咳せき払ばらいしていったん話を切る。

「とにかく澪に関しては彼女の『物語』の謎が解けるまでは、アブラアムに匿う方向で行く。その上で『エリシアの物語』の解決を優先して、できればその過程でヤンを捕まえて澪にかけた記き憶おく封ふうじを解かせる。澪の記憶が戻れば、もしかしたら謎を解くヒントくらい得られるかもしれないからな」

「なるほど。分かった」

　響はこくっと頷き、立ち上がる。

「澪に関しての対処法は分かった。ボクらはそろそろ動くとしよう」

「なら、こっちのチームは私たちの家を拠きよ点てんにして行動しましょう。異世界へ行くには行くでいろいろ準備がいるでしょうし、ここでゴチャゴチャしちゃっても仕方ないしね」

　シャーリーの提案でエリシア救出チームは行動拠点を別にすることになり、彼女たちは俺の家のリビングから出ていった。

　そうして若じやつ干かん空きができたリビングに二階から澪とハリッサ、ふたりを呼びに行ったテトラが下りてくる。

「……烈火」

　リビングに入ってきた澪は俺を見つけると、タッタッタッと小走りに部屋を横断して、

「え？　どうした？」

「……こうすると安心します」

　ひしっと俺の腰にしがみついて、澪は小さく呟つぶやく。

　さっきは名前を聞いただけで強きよう烈れつな反応を見せたというのに、いったいどういう心境の変化だろう？

「ちょっと、アンタ何やってんのよ？」

　つみきが半眼で俺のことを睨にらんでくる。

「いや、こんな小さい子なんだし、不安がっても仕方ないだろ？」

「……アイドルのＭＩＯって私たちと同い年よ」

「えっ!?」

　こんな見た目小学生くらいの女の子なのに!?

「中二でデビューして今年で三年目なんだから同い年に決まってるでしょ」

「何でみんなそんなにアイドルのプロフィールに詳しいんだよ？」

「いちおうファンだから」

「あっ、そうなのか」

「……まぁね」

　本人を前にしてそれ以上言うのが恥はずかしいのか、つみきはそっぽを向いた。

　まぁその辺のことは置いといて――澪は俺から離はなれようとしなかったので、若干周囲から冷たい視線を浴びせられたが――俺はふたりに現状の説明と今後の方針を話す。

「超能力に……魔法に、異世界？」

　話を聞いた澪はもう何がなんだかという顔をした。

　なんだかこういう反応久しぶりだな……などと思いつつ、ハリッサに透とう明めい化かの魔術などを実演してもらって、とりあえずあるということだけ把は握あくしてもらう。

「……」

　澪はまだ怪訝な表情をしていたが、俺たちと一緒に行動することに異は唱えなかった。

「予定じゃ『勇者の剣けん』を使って縁えん辿たどりの魔術を使えば、アブラアムの王城の地下に出る。向こうの世界で俺は勇者ってことになってるから、王様に頼めば俺たち全員分の安全な寝ね床どこくらい確保してもらえるだろ。そしたら魔術の触しよく媒ばいになるアカイイトを大量に確保したあと、ハリッサにこっちの世界に戻してもらって、響たちのチームに合流する」

「別に私は行かなくてもいいんじゃないの？　こっちでテトラと一緒にシャーリーさんの手伝いでもしてるし」

　つみきは小さく手を上げて小首を傾かしげる。

「いや、その……何日向こうに澪を匿うことになるか分からないから……」

　つまりは澪の話し相手になって不安を和やわらげてくれる人間が欲ほしい、というのが俺の本音だ。それもできれば彼女と話の合う相手が……となると、彼女のファンだと言うつみきが適任なのだが。

　そんな俺の考えを表情から察したのか、つみきが仕方ないわねとばかりに嘆息する。

「分かったわよ。私もついて行くわ」

「じゃあテトラは残ってシャーリーさんのお手伝いをしてるです」

「ありがとな、ふたりとも」

　俺はふたりにお礼を言い、行動を開始した。




　　　　　▽




　異世界行きチームは各自準備を整えたあと、再度俺の家に集合した。

　俺たちは着き替がえや携けい帯たい食しよくなどが詰つまったリュックを持って庭に集まり、そこでハリッサが縁辿りの魔術を行うための送そう還かん陣じんを描えがき終えるのを待った。

「ふぅ、できました」

　不可思議な紋もん様ようが重なってできた送還陣を描き終え、ハリッサはひと息つく。

　送還陣の中央にはアカイイトから作った触媒と『勇者の剣』が置かれ、すでにアブラアム行きの準備は整っている。

「では、始めます」

　そう言ってハリッサは詠えい唱しようを開始した。

　彼女の持つ杖つえから緑色の魔ま力りよくが送還陣へと流れ込む。

「イクレナ・カーシュ！」

　ひと際きわ大きな声でハリッサが唱えた瞬しゆん間かん、彼女の魔力が勢いよく燃え上がったように見えた。

　直後に視界を白い光が埋うめ尽くす。

　浮き上あがるような感覚ののち、自分が一いつ瞬しゆんどこにいるのか分からなくなる。

　ただ俺の腰にしがみつく澪の体温だけが感じられ――




　　　　　▽




　――俺たちは世界の壁かべを越こえた。

　肉体の感覚が戻り、足元に踏ふみしめる地面の感かん触しよくが復活する。

「……ん？」

　魔術が終わったと思った俺は薄うっすらと目を開けた。

　まず視界に入ったのはみんなの無事な姿。それにひとまずホッとする。

　次に俺は自分たちのいる場所を確かく認にんした。

　俺たちがいるのはかなり広い部屋のようだった。奥おくと手前に二ヶか所しよ扉とびらが見える。部屋の中には何にも物が置かれていなくて、ある意味で殺風景とも言えるが、壁や柱に施ほどこされた装そう飾しよくはなかなか凝こった物で、ここがただの空部屋というわけではないことが窺うかがえた。

　以前訪おとずれたアブラアムの王城も石造りだったはずだ。ハリッサの魔術は成功し、彼女の故郷に戻ってこられた――と思ったのだが、

「あ、あれ？」

　当のハリッサ本人が焦った様子で周囲を見回している。

「ハリッサ。どうした？」

　どことなく彼女の態度に不安がよぎる。

　名前を呼ばれた彼女はドキッとしたように首を竦めた。

「その、あの、ウ、ウチっ」

「慌あわてないでいいから。ゆっくり息を吸ってから、状況を説明してくれ」

　俺は声を詰まらせるハリッサを手で制し、落ち着かせるため深呼吸させる。

「……たぶん、ここは『勇者の剣』が安置されていた部屋では、その……ないと思います」

「えっ!?」

　ハリッサの告白につみきが思わず声を上げるが、すぐにしまったと思ったのか慌てて自分で口をふさぐ。

　しかし遅おそすぎたようで、ハリッサはますます追おい詰められたような表情になって、目め尻じりに涙なみだを浮かべた。

「申し訳ありません。ウチの失敗です……」

　俯うつむくハリッサ。

　改めて、俺は部屋の様子を観察する。

　言われてみれば、以前訪れた地下室に比べ、この部屋は広すぎるかもしれない。『勇者の剣』が安置されていた部屋はむしろ狭い造りだった。

　だが、この部屋からは地下室ならではの圧あつ迫ぱく感みたいな物は感じる。

「ちゃんと周りの景色は変わってるし、石造りの建物なんてそうそうない。ちょっと出るところがズレて、お城の別の地下室に来ちゃったとかじゃないのか？」

「ウチもはじめはそうかと思ったんですけど、何か……空気が違ちがうとでも言えばいいのか、元の世界に帰ってきた感じがしないんです」

「そ、そうなのか……」

「はい……」

　異世界迷子――そんな単語が頭に浮かぶ。

　どうやらちょっとマズいことになったようだ。
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「とりあえず触媒はもう一回分ありますから、これを使えば地球に帰ることはできます」

　ハリッサはそう言って、先さき程ほど使った物と同じ触媒を懐ふところから取り出だしてみせた。これとさっき俺が響ひびきから預かった指貫グローブがあれば、いちおう帰ることはできるはずだ。

「はぁ、なんだ……じゃあ、もう帰れないなんてことはないのね」

　少なくとも地球に帰ることはできる――そう聞いて、つみきはホッと安あん堵どのため息をついた。

「ただ、その……」

「？」

　俺たちの中でただひとり暗い顔をしたハリッサが、言いづらそうに口ごもる。

　どうしたのかと俺は少し考え……すぐに彼女の表情の意味を察した。

「そうか。あと〝一回分〟しかないんだな……」

「はい……」

「「「？」」」

　俺とハリッサを除いた三人は小首を傾げた。

「さっきの縁辿りの魔術にはアカイイトっていう魔術道具から作る触媒が必要なんだ。そのアカイイトは異世界産で、俺たちの世界にはない」

　言いにくそうなハリッサに代わり、俺が説明する。

「で、その触媒はあと一回分しかない。つまり、これを使って地球に戻ると、もう二度とアブラアムへは行けないんだ」

「それって……」

「ああ。そうなると、もう二度とハリッサはアブラアムへ帰れなくなる」

　元々、縁辿りの魔術はハリッサが故郷に帰るために創ったものだ。今回は澪みおの安全確保のため、それに相乗りさせてもらったに過ぎない。

「いえ……ウチのミスでこうなったんですから、みなさんが気にする必要は……」

　そう言いつつ、ハリッサの視線は床ゆかの上を彷徨さまよっている。こうなったことに対して責任を感じているのも確かだが、同時に最後の触媒を使うことに対する躊躇ためらいもやはりあるのだろう。

　地球へ帰るか、否いなか。

　どちらの答えも出せず、全員が口を噤つぐむ。

「……いや、待った。一度、みんな落ち着こう」

　俺は気まずくなりかけた空気を取とり払はらおうと声を上げた。

「まずは何が起こったのかを冷静に考えよう。触媒を使って地球に戻るかどうかは、そのあとでも遅くないだろ？」

「そうだな。烈れつ火かの言う通りだ」

　リアが俺の意見に同意してくれる。

　どんな時でもまずはしっかり考える――これまで様々な『物語』に巻き込まれながら、何とかかんとか俺が生き延びてこられたのは、ギリギリまで思考を止めなかったからだ。

　こちらの姿勢が伝わったのか、ハリッサやつみきも徐じよ々じよに落ち着きを取り戻していく。澪はまだ不安そうに俺の腰にしがみついているが、それは仕方がない。

「最初に大事な確認なんだけど、ハリッサ」

「は、はい！」

「さっきの縁辿りの魔術、ハリッサは本当に失敗したのか？」

「え？」

　あまりにも根本的すぎて逆に予想外の質問だったのか、ハリッサは目を丸くした。

「えっと、その……でも、実際に違う異世界に来てしまいましたし……」

「確かに目的とは違う異世界に来てしまったけど――それは必ずしもハリッサの魔術が失敗だったからとは限らないだろ」

「どういうこと？」

　横からつみきが疑問を挟む。

「たとえば車が事故を起こしたとして、それはドライバーのミスかもしれないし、車の故障かもしれないし、信号の不具合があったのかもしれないし、別の車の事故に巻き込まれたのかもしれないだろ？　結果的には全部『車の事故』だけど、何でそうなったのかっていう理由はドライバー本人の責任じゃないこともある」

「あー、なるほどね」

　こちらの喩たとえに納得したらしく、つみきは頷く。

「俺は何度か異世界に行ったことがあるけど、世界の境界を越える時は毎回、無重力状態って言えばいいのか？　とにかく変な感覚がするんだ。今回もその感覚はあった。ハリッサも空気が違うって言うし、少なくとも縁辿りの魔術は正常に発動したと思うんだ」

　目を閉じてジェットコースターに乗ったとしても、感覚で自分が右へ曲がっているのか左へ曲がっているのかそれとも急降下しているのか、そういう判断は充分にできるのと同じ理り屈くつだ。

「リモコンを使った実験だって上う手まく行ったって、ハリッサは言ってただろ？　その時と比べて、何か違った部分はあったか？」

「……それは、その……なかったと思います」

　まだ何とも言えないのか、ハリッサは迷いながら言葉を紡つむぐ。

「ハリッサにも魔術自体にも問題がなかったんなら、アブラアムに行けなかったのは別の要因があったってことだ」

「別の要因、ですか？」

　ハリッサが自信なさげに呟く。

「別の要因って何よ？」とつみき。

「それは……これから調べる。まずはここがどこなのか正確に調べないことには、結論も何も出せないだろ？」

　というわけで。

「とりあえず、奥の部屋へ行ってみよう。そっちはまだ調べてないしな」

　この部屋には二ヶか所しよに扉とびらがある。まぁどっちが手前で奥なのか正確には分からないが、とりあえず俺から見て正面の側にある扉を指して、全員でそちらへ移動した。

　扉もまた岩からくり貫ぬいたとしか思えない板でできていて、見る限り取っ手も何もない……え？　どうやって開けるんだ？

「どうする？　私が壊こわそうか？」

　そう言ってリアは腕うでをぐるんっと回してみせる。

　彼かの女じよならただの岩ぐらい簡単に壊せるだろうが――その時、ハリッサが一歩前に出た。

「ちょっと待ってください。これって……――ルゴール・アリエ」

　彼女は扉の前に立って杖を掲かかげると、急にガガガと音がして、石扉が横へスライドしていく。

「どうやったんだ？」

　俺はハリッサに尋たずねる。

「いえ、以前アブラアムの古代神しん殿でんへ行ったことがあるのですが、そこにあった魔術で開けるタイプの石扉に似ていたので、同じことができるかなと思って」

　ふむ……やっぱり、アブラアムとまったく無関係な場所じゃないってことか？　でなけりゃ同じような文化というかシステムの扉があるとは思えない。

　若干の期待を感じながら、俺たちが奥の部屋に入ると――全然予想もしていなかった物が視界に飛び込んできた。

「―――」

　それは、裸ら身しんの少女。

「何で裸はだか!?」とまずツッコミたいが、ツッコミどころはほかにもある。

　彼女はその白い手足を、地面と一体化した石のオブジェによって拘こう束そくされていた。ともすれば石の拘束器に磔はりつけにされた女め神がみ像ぞうにも見える……けど、拘束器はともかく少女自身はどう見ても生身で……何と言うか……長い髪かみが少女の大事な部分を隠してくれているので助かるが、正直直視しづらい。

「烈火さん。よく見てください、あれが女の子ですよ」

「アンタはあんまり見るんじゃないわよ」

　アールとつみきから真逆のことをそれぞれ言われ……言うまでもなく、俺はつみきの方に従う。アール舌打ちすんな。

「……眠ねむっているのか？」

　この場の誰だれもが思ったであろう疑問を、リアが口にする。

　少女は身じろぎひとつしないため、ここからでは眠っているのか――それとも死んでいるのか、よく分からなかった。

　ただ彼女を拘束している拘束器は台座の部分が淡あわく光っている。それは皐さ月つきやハリッサが魔ま法ほうや魔術を使う時に見える魔力の粒りゆう子しの輝かがやきに似ていた。おそらく、同じ原理で動いている物なのだろう。

「ハリッサ、リア、何か分かるか？」

　俺はそっち方面に強いふたりに尋ねる。

「……おそらく、封ふう印いんの類たぐいの魔術かと思いますが……」

「そうだな。私がいた封印の間とはまた違うが、そんな感じがする」

　ふたりから返ってきたのは、だいたい予想通りの答えだった。

　さて、どうするか？

　おそらく魔法や魔術の類なら、『勇者の剣』で破は壊かいすることができるはずだが……。

　俺はみんなの意見を聞く。

「かわいそうじゃない、助けてあげなさいよ」

　つみきは言いながら封印されている少女を指差す。

　彼女がそう思うのももっともで、ここから見る限り少女は普ふ通つうの人間のようだった。

　だが。

「どんな事情があるのかは分からないが、封印されている以上、そうされる理由があるということだろう？　おいそれと封印を解くのは危険かもしれないぞ」

　こちらはリアの意見だ。

『背神の怪かい物ぶつ』と呼ばれたバハムートを一度解き放ってしまったことのある彼女は、封印を解くことに関して慎しん重ちようにならざるを得ないのだろう。

　ハリッサは意見を保留。澪は特に口を挟むことなく、ずっと俺にしがみついている。

　今のところ全体の意見は拮きつ抗こうしていた。

「……」

　おそらく地下にある謎なぞの石室。

　魔法的な物で封印された少女。

「……？」

　ふと、俺はある〝可能性〟に気づいて、アールへと視線を送った。俺がいつもとあるシチュエーションに出会った時、「もしかして？」と思って送る物と同じ視線だ。

　ところが、アールは俺の方をまったく見ておらず、いつものようにこちらの視線を察して答えてくれなかった。

　仕方なく、俺はみんなに気づかれないよう苦労しながら未来人の袖そでを引く。

　ようやくこちらを振ふり向むいた彼女は妙みように不満そうな顔をして、

「もう、何をするんですか？　本官はただいまベストポジションを探している最中なのですが」

　何のポジションだよ……とツッコミかけて、気づく。なんかアールの動きが、封印されている少女の髪で隠れた向こう側を覗のぞこうとしているように見える――というか、まさにその通りであることに。

　ベストポジションって覗きのポイントかよッ！

　やめろという意味を込めて、今度はやや強めにアールの袖を引っ張る。

「ああもう何ですか？」

「……」

　感情が芽生えてきたのはいいことだと思うけど、もっとマシな成長の仕方はなかったのだろうか？

　微び妙みようにやるせない気分になりつつ、俺はさっきと同じ視線をアールに送った。

　すると、彼女は、

「ええ、『ヒロイン』さんみたいですね」

　もうホントに何て言うか全身から「そんな分かりきったこといちいち聞かないでください」という感じの声こわ音ねで答え、またベストポジション探しに戻っていった。

　あー、うん……アールにはいろいろと言いたいことがあるけど、ひとまず置いといて。

　この娘こも俺おれの『ヒロイン』か……。

　てことはやっぱり、彼女も俺の助けを求めているのか？

　その場合、彼女の『物語』と解決法はこの上なく明白な気がする。つまり、封印からの解放。いわゆる囚とらわれのお姫ひめ様さま的なポジションの『ヒロイン』なのではなかろうか？

　謎だらけの『澪の物語』に比べ、実に単純明快な『物語』だ。

「……よし、助けよう」

　俺は結論を出した。

　念のため、ハリッサたちは後ろに下がってもらう。なかなか俺から離れてくれなかった澪のことはリアに任せた。

「……」

　久しぶりに構えた『勇者の剣』は、やっぱり俺の手に馴な染じまなかった。以前は必死に振り回まわして戦ったが、元々俺の手に剣など似合わないようだ。

　それでも振り上げて、まっすぐに振り下おろすことくらいならできる……ッ！

「っ、せいッ！」

　俺は台座の光っている部分めがけて、『勇者の剣』の刃やいばを振り下ろす。

　バリンッ

　甲かん高だかい音を立てて、台座が砕くだけ散ちった。おそらく少女の手を拘束していた方の拘束器も壊れただろう。

　次の瞬間、何かが上から落ちてきた。

「んっ……？　どわああああああ!?」

　というか、石のオブジェに磔にされていた少女が降ってきた。

「そりゃまぁ封印解いたら落ちてきますよね」

　まったくもってアールの言う通りだった。今いま更さら気づいても遅い。

「痛ててて……」

　人の下した敷じきになるのもこれで何度目かな……？

　無意識に俺は上に載のっている少女をどかそうとして……むにんっ、と何かを掴つかんでしまった……何度か鷲わし掴づかみにしたことのあるこの感触は!?

「アンタは何やってんのよーッ!?」

「フギャゥッ!?」

　速そつ攻こうでつみきに額を踏み潰つぶされて頭ず蓋がい骨こつの中身がぐわんぐわんする。頭が割れ……。

「アンタはしばらく顔上げちゃダメよ」

「……はい」

　地味に理り不ふ尽じんな気がしたが、おとなしく従っておく。

　やがて、「もういいわよ」というつみきの声が聞こえ、俺はゆっくりと立ち上がる。そうしたら澪がすぐに駆かけ寄よってきて、また腰にしがみついてきた。

「……」

　つみきが持ってきた着替えを着た少女は、リアの膝ひざの上に頭を載せて眠っている。幸い、台座から落ちた時にケガなどはしなかったようだ。

「……っ」

　やがて少女はかすかにみじろぎして……段々とまぶたが持ち上がり、ルビー色の瞳ひとみが現れた。

「貴様らは……？」

　少女はぼんやりとした目で俺たちを見回し、尋ねてくる。

　それはこちらの名前というより、「お前たちは何者だ？」という意味なのだろうけど、

「えーっと、迷子？」

「……？」

　さすがにこの答えは予想していなかったのか、少女は怪け訝げんな顔をする。

　だが生あい憎にくと今の俺たちを表すのにこれ以上適切な答えは思いつかなかった。

「―――」

　不意に、少女の目がとある一点――俺が手に持つ『勇者の剣』に留められる。

「その剣は……なぜそれを貴様が持っている？」

「？　この剣を知ってるのか？」

　少女の問い方は『勇者の剣』を以前から知っているような口くち振ぶりだった。

　アブラアムに伝わる『勇者の剣』を彼女が知っているということは、やはりここはアブラアムなのか？

「なぁ教えてくれ。だったらここは――」

「その前に今一度問う。貴様らは何者で、なぜその剣を持っている？」

　こちらの声を遮さえぎるようにして、少女は先程と同じ問いを投げかけてくる。

　その目は真しん剣けんそのもので、こちらが答えない限り向こうも答えてくれそうになかった。

「俺の名前は波なみ乱だれ烈火。この剣は以前、こっちにいるアブラアムの魔導師であるハリッサに召しよう喚かんされて俺が魔ま王おうを倒たおした時、いろいろと事情があって持ち帰ったものなんだ」

　アブラアムという単語を出したら何か反応が返ってこないかと期待して、俺は『勇者の剣』を手に入れた経けい緯いを話した。

「なるほど。事情は分かった」
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　少女はそう言うと、リアの膝から頭を離した。まだ顔色も悪く体力も回復していなさそうだったが、それでも彼女は自力で立ち上がった。

「我わが名はコロナ。まずは封印を解いてくれたことには礼を言おう、異世界の少年よ」

　少女――コロナは俺たちに向かって礼を述べる。

　その仕草のひとつひとつに妙な威い厳げんが感じられた。

「そ、それでさっきの質問だけど」

「慌てるな。先程の問いの答えならば、知っている、だ」

「本当か!?」

　思わず問い返してしまった俺に対し、コロナはひとつ頷うなずく。

「もっとも『知っている』などという言い方よりも、もっと正確な言い方があるがな」

「え？」

「その剣は元々我の物だ」

「「ええぇ!?」」

　今度は俺とハリッサが同時に驚おどろく。

　だって、それって要するに――

「――あの世界を救った勇者、いや、貴様が現勇者だとすれば、我は元勇者と言った方がよいかな、後輩」

「いやいやいや、そんな」

　そういう呼ばれ方はなんだか恐おそれ多おおい気がして、首をぶんぶんと横に振ってしまう。

　だって、勇者だぞ？　それも俺みたいな紛まがい物ものじゃない、本物の勇者。それが彼女だと言うのだ。驚きもする。

「は、はあぁぅ……」

　ハリッサなんてもうきょどりまくりだ。わけもなくわたわたと両手を振り、驚きを表現しようとしている。

「……ところで、貴様」

「はっはひっ!?」

　突とつ然ぜんコロナに声をかけられ、ハリッサはピンっと硬こう直ちよくしてしまう。

「貴様の名は何と言う？」

「ハ、ハハハリッサ・ホウプででです。ゆっ……えっと、コロナ様」

　ハリッサは一瞬チラリとこちらに視線を向けて、途と中ちゆうまで出かかった言葉を言い直した。

「……ふむ。そうか」

　コロナは特に相手の態度を気に留とめるでもなく、何か考えに没ぼつ頭とうしているようだった。

　ハリッサの名前がどうかしたのだろうか？

　気にならなかったと言えばウソになるが、とはいえ今はほかに尋ねるべきことがある。

「なぁ、コロナ。ここはいったいどこなんだ？　やっぱりアブラアムじゃないのか？」

「残念ながらここはアブラアムではない。この世界の名前は精せい霊れい界という」

「精霊界!?」

　この世界の名前を聞いてハリッサが驚きの声を上げる。

「ハリッサ。知ってるのか？」

「知ってるも何も……本来、ウチが扱あつかう召喚術で召喚する精霊が住む世界が精霊界です」

　やや唖あ然ぜんとした表情でハリッサは「ここが精霊界……」と呟く。

「じゃ、じゃあコロナさんは精霊なんですか？」

「ん……まぁ、そんなものだな」

「コロナさんが精霊……」

　今度は神しん妙みような顔つきになって、ハリッサは若じやつ干かん俯うつむいた。

　コロナが精霊だったからってなぜそんな顔をするのか分からなかったが、ひとまず今は置いておくことにした。

「次の質問なんだけど、この建物は何なんだ？　地下みたいだけど」

「ここは地下に造られた大迷宮の最下層だ。確か、『覇は王おうのダンジョン』と呼ばれているはずだが……」

「大迷宮？　しかも最下層……？」

「何も知らぬのか？　貴様らは『覇王のダンジョン』を攻略して我が許もとへ辿たどり着ついたのではないのか？」

「それは……」

　俺はこの世界に来た経緯を話す。

　それを聞いたコロナは、

「また難なん儀ぎな話だな」

　とだけ感想を漏らした。

「ていうか、何でこんなところにコロナは封印されてたんだ？」

「……」

　その問いにコロナは答えなかった。

　封印を解く前、リアは「封印されるにはそれ相応の理由がある」と言っていた。

　元勇者が封印されなければならない理由っていったい？

　いや、それも気になるが、ほかにも聞かなきゃならないことはごまんとある。そう、特に――

「ところで、コロナは何かアブラアム由来の品を持っていないか？　それもできれば、あっちの世界と強い縁えんで結ばれた品がいいんだが……」

「先程言っていた縁辿りの魔ま術じゆつとかいう奴やつか」

「そうなんだ」

　ひとまず、なぜ縁辿りの魔術で俺たちがこの『覇王のダンジョン』に来てしまったのか、その理由はさっき分かった――『勇者の剣』を、縁を結ぶためのアイテムに選んだからだ。

　縁辿りの魔術で辿る物の縁は場所よりも人との縁が優先されるのはあらかじめ分かっていたことだ――が、まさか俺もハリッサも剣の持ち主であるコロナがまだ生きていたなんて考えていなかった。

　だが、裏を返せば縁辿りの魔術はやはり成功していたのだ。

　ならあとは縁を辿るためのアイテム選びに失敗しなければ、今度こそアブラアムへ渡わたれるはずである。

　もっともその肝かん心じんのアイテムをコロナが持っていなかったら、せっかく見えかけた光明も再び閉ざされてしまうのだが……。

　はたして、彼女の答えは――

「――あることは、ある」

「よっしゃ！」

　思わずガッツポーズ。これで可能性が見えてきた――が。

「あることにはあるが、生憎と今は持っておらぬ」

「……だよなぁ」

　コロナは今の今まで封印されていたのだ。それも、は……裸で。つまり私物のひとつも持っていない状態だ。彼女の手元にその「アブアラム由来の品」があるはずもなかった。

「な、ならすぐに取りに行こう。それで少しばかり貸して欲しい。必ず返しに来るから！」

「それは構わぬが……」

　必死な俺に対して、コロナは冷静に天てん井じようを指差し、

「この地下迷宮をどうやって脱だつ出しゆつするつもりだ？」

「……あっ」

　言われて、はたと俺は今自分たちがいる場所を思い出す。

『覇王のダンジョン』と呼ばれる地下に造られた大迷宮……の最下層。全てコロナからの又また聞ぎきによる情報だが、彼女にウソをつく理由がない以上本当のことだろう。

　そして、わざわざ「脱出」という言葉を使う以上、彼女の持っていた「アブラアム由来の品」は迷宮の外にあるわけで。

　この最下層から脱出しない限り、アブラアムへは行けないということだ。

　冷ひや汗あせを流す俺の頭上で、アールが暇ひまそうにでんぐり返しをする。

「今度は迷めい宮きゆう攻こう略りやくですか。烈火さんには迷宮の出口で糸を持っていてくれるお姫様もいませんが、果たしてクリアできますかね？」

　……どうしよう。実はＲＰＧゲームってそこまで得意ってわけでもないんだよな、俺。




　　　　　▽




「うぎゃああああああああああああああああ！」

　俺たちは『覇王のダンジョン』の廊ろう下かを全力疾しつ走そうしていた。

　なぜなら。

　ゴロゴロゴロゴロゴロ

「大岩が転がってくるとか古風すぎんだろ！」

「アンタが変なボタン押おすからでしょ！」とつみき。

「すみませんすみません！　ウチが変なボタン見つけたせいで！」とハリッサ。

「いいからみんな急げ！」と澪を抱かかえたリア。

　とはいえ、このままじゃどこかの行き止まりでペシャンコに――!?

「そこの部屋に入るのだ！」

　コロナが少し先に扉を見つける。

　そこまで死ぬ気で辿り着くと、ハリッサが即そく座ざに石扉の開かい錠じようを始めた。

「は、早く！」

　つみきが叫さけぶ。

「ルゴール・アリエ！」

　ハリッサがほとんど悲鳴のように呪じゆ文もんを唱えると、石扉がガガガと開き――ってホントマジで早く早く早くぅッ！

「のわああああああ！」

　壁と石扉の隙すき間まから体をねじ込むようにして、俺たちは部屋の中に転がり込んだ。

　背後で大岩が転がっていく音が駆け抜ぬける。

　だが、休む間もなく――

「ゴゴゴゴゴ」

「は？」

　岩と岩が擦こすれ合うような声が聞こえたかと思って顔を上げると、部屋の中にいた岩の巨きよ人じんがその巨きよ体たいに見合った大剣を振り上あげていた。

「ゴーレムですねぇ」

「このダンジョンにはやさしさってもんがねぇのか！」

　アールものんびり解説してんじゃねぇ！

「ゴゴゴゴゴ」

　ゴーレムが大剣を振るう。

　俺たちをまとめて薙なぎ払う気だ！

「ムンッ！」

　うなりを上げて迫せまった石の刃をリアが素す手でで受け止める。

「リアッ！」

「なかなかの重さだが――」

　バキンッ、

　リアの握あく力りよくで大剣が半ばから砕ける。

「――あの吸きゆう血けつ鬼きの拳こぶしよりは軽いな」

　続けて放った彼女の蹴撃がゴーレムの手足を根元から破壊した。

「ゴゴゴ……」

　身動きが取れなくなり、やがてゴーレムは完全に沈ちん黙もくする。

「ふぅ……」

　この部屋のトラップはこいつだけだったのか、ほかには何も起こらない。ようやく俺たちはひと息をつくことができた。

「つーか、まぁダンジョンとか言うくらいだし予想はしてたけど……罠わな多すぎだろ」

　コロナが封印されていた部屋から出て以来、俺たちを襲おそった罠の数は軽く三十を超こえる。

　というか、こういう地下ダンジョンって潜もぐれば潜るほど難しくなるのがセオリーだよな？　つまり俺たちは冒ぼう険けん初心者なのにいきなり最高難易度の階層に挑ちよう戦せんしてるわけで……ダメだ。これ以上考えると余計に疲ひ労ろうがたまる。

　リアはともかくとして、そのほかのメンバーはそろそろ限界だ。澪はずっとリアに担かついでもらっていたから体力はいいとして、先行きの見えぬ不安のためか表情が暗いままだ。そろそろ精神的な消しよう耗もうも無視できなくなってきた。

「この先もずっとこんなのが続くのか……コロナ？」

「……ん？」

　こちらの言葉に何テンポも遅おくれて、コロナが顔を上げる。

　……彼女もだいぶ消耗しているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん……ああ、問題ないぞ」

　口では平気そうにしているが、明らかにツラそうだ。

　やはり封印され続けていた影えい響きようだろうか？

「……」

　そういえば、いつからコロナはここに封印されていたんだ？

　彼女がアブラアムを救ったのは……確か、数百年も前のはず。

　ということは見た目こそ俺たちと変わらないが、彼女はその頃ころにはもう生きていたことになる。精霊というのはそれだけ生きるのか？　それとも封印されている間は歳としを取らなかったとか？

　様々な疑問が湧わき上がったが、それを今問とい詰つめるのは彼女の体力的にも不可能だろう。

　だから、今は目の前の問題――迷めい宮きゆう脱だつ出しゆつのための話を聞くことにした。

「コロナ。この『覇王のダンジョン』は何階層くらいあるんだ？」

　こちらの問いに、彼女はしばし記き憶おくを巡めぐらせ、

「百、だったはずだ」

　と答えた。

　百。未いまだに階段のひとつも見つけられていない俺たちには途と方ほうもない数だ。

　反チ則ー技トで囚われのお姫様を助けたのに、反チ則ー技トのせいでダンジョンから脱出できないなんて笑い話にもならない。

「まぁ、泣き言を言ってても始まらないか」

　このままバカ正直に百階上って地上へ出るのは非現実的だ。

　なら、考えるべき手段はひとつ――ショートカットだ。

「何とか罠もモンスターも全部スルーする手段を考えよう」

　相変わらず正統派主人公からはほど遠いが、その辺は気にしない。

「そう言われてもねぇ……」

　つみきが難しい顔をする。

　実際、俺の言ってることは無む茶ちや苦く茶ちやだ。

「とりあえず、現時点でこの迷宮について分かっていることを並べてみよう」

　多数の罠を備えた大迷宮――

　地下百階に及およぶ階層――

　罠や仕し掛かけにはおおむね魔ま力りよくが用いられている――

「――こんなところか」

「気が遠くなりそうね」

「はい……」

　つみきとハリッサが揃そろってため息をつく。

　俺はコロナへ視線を向けた。

「コロナはこのダンジョンの構造について、どれくらい知ってる？」

「……む？」

　まだ顔色の悪い……というよりも、先さき程ほどよりさらに悪くなっているコロナは、ややボーッとした表情で俺の声に反応した。

「……本当に大丈夫か？　何か食べるか？」

「悪いが、今はノドを通らぬ……」

　背せ負おったリュックサックを下ろしかける俺をコロナは制止する。

「このダンジョンの構造だったな……生憎、詳くわしい構造は分からぬ。実際に造ったのは我ではないのでな」

「そうか……」

　まぁ、コロナがここの構造に詳しかったら罠になんてかからないよな……。

「う～ん」

　俺が頭をひねっていると。

「烈火」

「リア？　何だ？」

「ひとつだけ案がないこともないのだが」

「ホントか!?」

「ああ」

　そう言ってリアは天井を指差す。

「私がリヴァイアサンの姿になってみんなを背に乗せ、天井を突つき破やぶって地上まで出るという方法だ」

「む――！」

　なるほど。縦に一直線に直進できれば、普通に攻こう略りやくするよりもはるかに早くダンジョンを攻略できる。

「ただ、何しろこのダンジョンは百階もある。強度や構造も分からないし、ヘタに壊しすぎれば上階が崩ほう落らくして生いき埋うめになる可能性もなくはない」

「……生き埋めは嫌いやだなぁ」

「充じゆう分ぶんなエネルギーがあれば魔法でみんなを護まもることもできると思うが、今の状態では少々足りないかもしれない」

「それだったら――」

　俺はつみきの方を見た。

　彼女が料理に失敗した時にできる暗黒物質ダークマターは、リアにとって最高のエネルギー源になる。保存食ばかりだが食材もないことはないし、すぐにでも調理を――

「いや、あの……私、調理器具とか持ってきてないんだけど……」

　――できなかった。

「何で持ってきてないんだよ!?」

「必要になるようならアブラアムのお城で調理場を借りようと思ってたのよ。着き替がえとかで荷物がかさばるし」

　そういえばつみきには手ぶらの澪の分の服も持ってくるよう頼たのんでいた。

　まさかそんなことが裏目に出るとは……。

「どうする、烈火？　天井を突とつ破ぱするにしても、ひたすら慎重に進めば危険は少ないかもしれない。ただ崩落させないように行くとなると、時間がどれだけかかるか……」

「ほかに手はないか……」

『エリシアの物語』もある以上、可能なら早く地上まで行き、コロナからアブラアム由来の品を受け取りたいが、みんなの身の安全を犠ぎ牲せいにするのは……。

　俺がリアの案に同意しようとした――その時、

「ウ……」

　バタリと、コロナが床ゆかの上に倒れた。

「コロナっ!?」

「ハァ……ハァ……」

　コロナは荒あらい息を吐はきながら、激しく胸を上下させていた。

　封印が解けた直後に無理をさせすぎたのか？――後こう悔かいするが、今いま更さら遅おそい。

　ハリッサに回復魔術をかけてもらい、少々苦しそうだったが携けい帯たい食しよくもいくらか食べさせた……だが、彼女の状態はいっこうによくならない。

「う、ぐ……」

「……ダメです。ウチの魔術で痛みは多少やわらげていますが、根本的な原因が取とり除けていません」

「根本的って言うと、澪みたいに衰すい弱じやくしてるだけじゃないのか？」

　俺は不安そうに腰こしにしがみついている澪の頭を撫なでながらハリッサに尋ねる。

「ウチは医い療りよう魔導師ではないのでハッキリとしたことは言えませんが……おそらく、何かの病気かと思われます」

「……病気？　何の？」

「そこまではさすがに……」

　ハリッサは眉まゆ尻じりを下げ、一いつ緒しよに視線も下げる。

「いや、分かった。ありがとう、ハリッサ」

　縁えん辿たどりの魔術に欠けつ陥かんはなかったと分かっても、それでもまだハリッサは俺たちを見知らぬ世界に連れてきてしまったことを悔くやんでいる。俺は不必要に彼女が落ち込まないように、お礼を言っていったん会話を閉じた。

　不意に、澪が裾すそを引っ張る。

「烈火……どうするの？」

「……」

　コロナがハリッサの言う通り病気ならば、早く医者に診みせる必要がある。

　とはいえ医者がいるのは地上だろうし、地上に行くには今のところ強きよう攻こう策さくしかない。それには多大な危険を伴ともない、慎重に行こうとすれば時間がかかる。

　時間が経たちすぎればコロナの病状は悪化してしまうかもしれない……。

　急ごうとすれば危険が増す。

　――あるいは、アブラアムへ行くのを諦あきらめ地球へ戻もどるか？

　いや、地球の医者にコロナが治せるとは限らない……。

　結局のところ彼かの女じよを助けるには地上へ行くしかない。だが取れる手段があまりにも危険すぎて、それにみんなを伴わせることに躊ちゆ躇うちよが生まれる。

　俺は壁かべに背中を預け、天井を睨にらむ。

　何か……あの天井を壊こわさずに済む手段があれば、おそらく危険度はグッと減る。

　そう、たとえばあの時のエリシアのように――

「あの天井を『通とおり抜けられれば』」

　――そう思わず口にした瞬しゆん間かんだった。

　急に俺の背中を支えていた感かん触しよくがなくなり、体が後ろへ傾かしぐ。

　視界も唐とう突とつに真っ暗になった――かと思えばまた光が戻り、直後に後頭部に衝しよう撃げき！

「イデッ!?」

　わけが分からず頭を押さえる。涙なみだが出た。

「……あれ？」

　みんなの姿がない。声も聞こえない。

　どこに行ったんだ？

　周りが石造りの壁というのは変わらない……いや、変だ。

　何で柱が壁から横向きに生えてるんだ？

　それに顔と床が異常に近い。おまけにこの背中の感触……これは。

　そこで俺はようやく自分が床に仰あお向むけに倒れていることに気がついた。

「何で――」

　疑問を口にしようとした時。

　ゴロゴロゴロゴロゴロ

　なんか聞き覚えのある音がしたと思ったら――

「え？」

　――巨きよ大だいな大岩が横から俺めがけて転がってきていた。

「うわあああああああああああ！」

　慌あわてて体を起こす――と、また視界が暗くなった。

　えっ？　えっ？　どうなってるんだ？

　視界が暗くなる一いつ瞬しゆん前。とっさのことで混乱していたが。

「俺、壁に向かって突っ込まなかったか？」

　そのように思えた。

「あれ？」

　今、俺は口を動かしたよな？

　なのに何で自分の声が聞こえないんだ？

　まるで障害物に声を阻はばまれているみたいに。

　その時、誰だれかが俺の足首を掴む感触がしたかと思うと、一気に体がそちらの方へ引っ張られた。

「―――わわわ……わ？」

　自分の悲鳴がちゃんと耳に届く。

　恐る恐る目を開けると、みんなが心配そうな顔で俺のことを見ていた。

「烈火！　大丈夫か？」

「え？　俺、どうなってたんだ？」

　リアに強い口調で問われ、思わずしどろもどろになる。

「アンタ、いきなり壁の向こうに倒れたのよ」

「は？」

　つみきの説明によるとこうだった。

　壁に背中を預けていた俺はいきなり壁を『突き抜けて』倒れたらしい。壁よりこちら側に残ったのは足首だけで、全身のほとんどが壁に埋まってしまったそうだ。急な事態にパニックになりながら、リアが残った足首を引っ張って俺を壁から引きずり出だしてくれた、とのことだ。

「まったく、無事でよかったぞ。引っ張ってみて、もしも壁から烈火の足首だけ取れてしまったらどうしようかと」

「怖ッ！　想像したくない！」

　まぁそれは置いといて。

　起こった出来事を整理して考えてみると……今のって、俺の全身が壁を『通り抜けて』倒れ、壁の向こう側――つまり廊下に頭が突き抜けたってことでいいんだよな？　だってあの大岩はさっき俺たちを潰そうとした大岩だったし。

　これってまさしく、今さっき俺が頭に思おもい浮うかべた――『壁かべ抜ぬけ』の能力だ。

「……エリシア？」

　彼女と同じ超ちよう能のう力りよくがなぜか俺にも使えるようになってる？

　偶ぐう然ぜんなはずがない。そこには原因があるはずだ。

「……」

　俺はエリシアと会った時にあったことを振ふり返かえる。

　…………そういえばあの時、彼女はヤンに追われてると話しながら急に抱だき着いてきた。

　事情を教えてくれるのは分かる。けど、何で抱き着いてきたんだ？

　明らかに不自然な動作だ。

　彼女は俺に抱き着く前に――確か、髪かみをかきあげて……。

「―――」

　俺は自分の体をまさぐってみた。

「レッカ様？」

「烈火、何してるんだ？」

　みんなが怪訝な顔をしているが、構わずあちこちに手をやり――ズボンの後ろのポケットに違い和わ感かんを見つけた。

「何それ？　ピアス？」

　ポケットの中から俺おれが取り出した物を見て、つみきが首を傾げる。何でこんな物を俺が持っているのか疑問なのだろう。

　そりゃそうだ。これは俺の物じゃない――エリシアの物だ。

　あの時、彼女は髪をかきあげるフリをして耳からこのピアスをはずし、俺に抱き着きながらポケットにこっそり忍しのばせたに違ちがいない。

　彼女はなぜそんなことをしたのか……まぁ、俺に『壁抜け』の能力を分わけ与あたえたかったわけじゃないだろう。おそらく、彼女はこのピアスをヤンに渡したくなかったのだ。だから通りすがりの俺に託たくし、万が一自分が捕つかまっても大丈夫なようにした……。

　このピアスにどんな力があるのか？　詳しよう細さいは分からないが、これが俺に『壁抜け』の能力を与えているのは間ま違ちがいないだろう。

　おそらくこれは『エリシアの物語』の重要アイテムに違いない――そして、同時に俺たちの現状を打破するキーアイテムにもなり得る。

「リア。聞いてくれ」




　　　　　▽




　その後いくつか『壁抜け』を試ためして、この能力の制限などを確かめた。

　まずこの力は能動的な物らしく、『壁を通り抜けるイメージ』を頭に思い浮かべないと発動しない。

　次にどうやら地面を『通り抜ける』ことはできないようだ。そのため下方向には床の厚さ分だけ足が沈しずむだけで、地面に足裏が着くと止まってしまう。

　最後に重要なのは能力の適用範はん囲い。

　これはピアスを持つ人と、その人が触ふれている人と物まで。

　たとえば俺とハリッサが手をつなぎ、ハリッサがつみきと手をつないで『壁抜け』を行うと、俺とハリッサは『通り抜けられる』がつみきは『通り抜けられない』。

　となると飛行魔ま法ほうを使うリアがピアスを持ち、全員が彼女に捕まるという格好で行くのが一番いいということになるのだが……。

「では行くか」

「お、おう」

　俺は女性体のままのリアにしがみつきながら、若じやつ干かん照れた声で答えた。

　最初はリヴァイアサン化した彼女に全員で乗るつもりだったのだが、意識を失ったコロナの問題があった。何しろ進行方向は真上なため、どうしても飛んでいる最中に彼女が落っこちてしまう危険性がある。

　なのでリアは変身せずに背中にコロナをおんぶし、残りのみんなは彼女の体のどこかに掴つかまるということになったのだが……。

「烈火。もっと遠えん慮りよせずギュっとしろ。私はコロナを背負っているから、もし烈火が落ちてしまってもすぐに手が伸のばせないぞ」

「えっと、ああ、うん」

　確かにリアの言う通りなんだけど。

「「……」」

　つみきとハリッサの視線が凄すごく冷たい。

　それでもさすがに命が大事なので、覚かく悟ごを決めてギュっと……おおぅ、メチャクチャやわらかい。それに何と言うか、掴みやすいでっぱりもたくさんあるけど……たぶん、そこに手を伸ばしたら俺も医者が必要な状態にさせられる。主につみきに。

「よし。つみきとハリッサ、澪もいいか？」

「「はい」」「……はい」

　澪だけ少々遅れて返事をしたが、その腕うではしっかりとリアの下半身に回されていた。

　なんだか今のリアは「人のなる木」みたいだ。

「では――飛ぶぞ」

　リアが宣言すると同時に足が床から浮き上がる。

「……ッ」

　浮き上がった彼女の体が天井に激げき突とつする瞬間、思わず目を閉じそうになったが――その前に『壁抜け』の能力が発動し、俺たちは無事に天井を『通り抜けた』。

　リアのスピードはぐんぐん上がるが、下へ引っ張られるような感覚はない。飛行魔法は重力から俺たちを完全に解き放ってくれるので、リアから手さえ離はなさなければ落ちることは決してないのだ。

　やがて、横目に通りすぎた階数が百を数え――

「うおぅっ！」

　――強きよう烈れつな太陽の光に出で迎むかえられ、俺たちは地上に出た。







サイドストーリー　―響ひびきサイド―　〈七月二十日〉







　響たちエリシア救出チームは彼女を追って電車で隣となりの市にやってきていた。

（ひたすら人の多い……いや、建物の多い場所へと逃にげているのか？　『壁抜け』は建物が多ければ多いほど有効な能力だからな）

　駅から出た響はケータイで皐さ月つきに電話をかける。

「今電車を降りた。エリシアはどこにいる？」

『ちょっと待って…………』

　森羅の大魔法は便利な力だがそれなりに魔力を消費する。皐月はそこまで魔力量が多いわけでもないので、延々と使い続けることはできない。

　そのため響はこうして必要なタイミングでのみ彼女に魔法を使ってもらっていた。エリシアの行方を追う手段は彼女の魔法しかないのだ。肝心な時にガス欠になられては元も子もない。

『駅から三百メートル西へ、これは…………デパートの中ね。ヤンはまだデパートに入ってないけど、近くにいるみたい』

「分かった。着いたらまた連れん絡らくする」

　ピッとケータイを切り、響は仲間を振り返る。

「西にあるデパートにいるらしい。行くぞ」

「……」

「どうしたロザリンド？」

「お主に言われてもやる気が出ないのう」

「……悪かったな、烈れつ火かじゃなくて」

　こめかみを押さえながら響は嘆たん息そくする。よく見れば、ロザリンドだけでなくイリスも似たような顔をしていた。ニュートラルなのはスズランだけだ。

（シャーリーたちは超能力対策の道具と資料を取りにべラノ行き……皐月は森羅の大魔法で追つい跡せき、テトラは彼女のフォロー。ボクら四人は直接エリシアを保護する役……役割分担に間違いはなかったと思いたいけど……）

　なんとなく自分の判断に自信が持てなくなる響だった。

　もしかしたらシャーリーからガーネットを貸してもらった方がよかったかもしれない。彼女はアンドロイドだし、自分の役目はキッチリこなす。やる気のないふたりより役に立ったかもしれない。

　とはいえ、彼女は今いま頃ごろ主人のシャーリーと一緒に宇宙だ。ない物ねだりをしても始まらない。

「あー……烈火が異世界から戻る前にエリシアを保護できれば、彼かれに褒ほめてもらえるかもしれないぞ？」

「何をしておる響、さっさと行くぞ！」

「おー！　行くわよー！」

（……本当に「烈火」の名前は効果大だな）

　ここに来るまでの間も同じ手を響は何度か使っているが、イリスとロザリンドのふたりには驚おどろくほど有効だ。

　内心で驚きよう愕がくしつつ、響は先に走り出してしまったふたりを必死に追う。全力を出されてしまうと今度は逆に彼女の足の方が遅おそい。

「響様。平気ですか？」

　響と並走しているスズランが尋たずねてくる。彼女も元ホムンクルスだが今は人間なので、スペック的には響と同等だ。

「別に息は切れていないが」

「そうではなく、ご主人様はあまり人からの指示を聞きませんので」

「……まぁ、そうだな」

　どうやら体力ではなく心労の方を心配されたらしい。

　実際のところ、響はあまり人に指示を出すのに不慣れだ。烈火と同じように数多くの『物語』に巻き込まれてはいるものの、彼のように誰かを頼たよりとした経験が不足しているからだ。

（そういう意味で烈火はある種の才能があるのかもな）

　あのロザリンドも烈火の言うことなら多少は聞くだろう。その根底にあるのは好意だろうが、つまるところ彼は人を頼ると同時に、人から頼りにされているということだ。

　人を頼り、人に頼られる才能を波なみ乱だれ烈火という少年は持っている。

（烈火なら何とかしてくれるんじゃないか……いつの間にかボクもそう思ってる）

　それがいいことなのか悪いことなのか、今はまだ分からない。

　だが、ある種の懸け念ねんを響は抱いていた。

（もしどうあがいても解決できない『物語』に直面した時、烈火はどうなる……？）

『波乱』と『万ばん丈じよう』は『物語』の最終安全装置的な役割を持っている。

　だから逆に言えば『波乱』と『万丈』はまだハッピーエンドになる余地のある『物語』にしか巻き込まれないはずだ。

　それならば響の懸念はただの杞き憂ゆうかもしれない……。

　けれど、たとえば今この状じよう況きようはどうだ？

　烈火は今異世界にいて、彼の『ヒロイン』であるエリシアは地球でヤンという男に追いかけられている。

　もちろん、彼が異世界に澪みおを匿かくまおうと考えたのは、響たちにエリシアを保護するのを任せられたからだろう。それができなかったなら、また別の手を考えていたかもしれない。

　でも、それでも――波乱烈火は結局のところ普ふ通つうの一高校生、ただの人間に過ぎず、手足は二本ずつ、体はひとつ、特とく殊しゆ能力なんて一いつ切さいない。彼が一度にできることには必ず限界があるのだ。

　ならば、いつか……。

（……いや、仮定の話を考えても仕方ないか）

　今のは長い間ひとりでやってきた響の頭の隅すみにいつもあった懸念に過ぎない。

　烈火にはこうしてちゃんと仲間がいるのだ。

　その中には響も含ふくまれる。

（なら、全て杞憂で終わるように、ボクがその懸念の芽を摘つんでしまえばいい）

　そのためには異世界にいる烈火の代わりに、響たちがエリシアを助け出さなければ。

　そうこうしている内にデパートに着いた。

「イリスもロザリンドもいないな……」

「先に入ったのでしょうか？」

　どうやらそのようだ。

　響はため息をひとつ吐いてから、ケータイで皐月に電話をかける。

「着いた。エリシアはまだデパートにいるか？」

『…………いるわ。五階ね』

「分かった。ここからはケータイをつなぎっぱなしにするから、エリシアの行動を逐ちく一いち教えてくれ。魔力は大丈夫か？」

『あと三十分くらいなら』

「充分だ。ヤンは？」

『待って…………マズいわ。ヤンもデパートの中にいる…………二階、階段を上ってる』

　敵が目標に近づいていることを聞くと、響は素す早ばやく動き出した。

「スズラン。行くぞ！」

「はい」

　ふたりは一目散にデパートのドアをくぐる。

　夏休み初日なだけあってデパートはなかなかに混こんでいた。人ひと混ごみの中をスルスルと避さけて走りながら、響は考える。

（ヤンは周囲の人間の心を読みながらエリシアの足あし跡あとを追っている……なら、ボクらも不用意に近づかない方がいい。なら）

　響は階段やエレベーターを無視し、スズランとともにエスカレーターを駆かけ上がる。

　イリスやロザリンドは何階にいるのだろうか？　勢いに任せてデパート中を走り回っているのかもしれないが、捜している暇ひまはない。

（まずはエリシアと接せつ触しよくすることだ……！）

　五階に着いた響はケータイを手に取る。

「エリシアは？」

『まだ五階よ。響さんから見て左、遊具エリア』

　皐月の指示通り、ふたりは遊具エリアへ向けて走り出す。

　おもちゃや人形が並ぶコーナーには子供が多い。誤ってぶつかったら危ないので、さすがに響も走るスピードを落とした。

　そして、事前に聞かされていたエリシアの容姿と一いつ致ちする女性を発見する。

「エリシア・オットーか？」

「誰!?」

　目元に紫むらさきの風車のワンポイントがある女性――エリシアは警けい戒かい心しん剥むき出しの表情で響たちの方を振り返る。

　彼女からすれば見知らぬ人間から突とつ然ぜんフルネームを呼ばれたのだ。驚くのも無理はない。

「落ち着いてくれ。波乱烈火という名前に聞き覚えはないか？」

「……烈火君？」

　少し虚きよを突かれたのか、エリシアは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「ボクらは彼からキミが追われているという話を聞いて助けに来たんだ」

「ワタシを助けに？」

「そうだ」

「……仮にそうだとして、どうしてワタシのフルネームを知ってるの？」

「ッ！」

（しまった。烈火が聞いていたのはファーストネームだけだったのか）

　迂う闊かつなミスに響は舌打ちしたくなるのを抑おさえ、素早く思考を巡らせる。

　エリシアは超ちよう能のう力りよく者しやだ。ならば、少々突とつ飛ぴな話でも信じてくれるかもしれない。

「……信じて欲ほしいとしか言えないんだが、キミの居場所と名前は魔法で知ったんだ」

「魔法!?　あなたたち、マーガレット家の追手!?」

「マーガレット……？」

　エリシアの口から飛び出た家名に響は心当たりがあった。

　魔法に関連するマーガレット家――響の頭に浮かんだのは、以前自分が関かかわった『物語』の少女の顔だ。

（チェルシー……彼女も確かファミリーネームはマーガレットだったはず）

　ただしチェルシー本人は幼い頃に家を出ているため、彼女との会話の中であまり「マーガレット家」に関する話題は出て来なかった。ただ魔ま法ほう使つかいの世界の中ではそれなりに強い力を持った一族らしい、という程度のことは聞いていた。

（エリシアはヤンと『組織』から逃げているんじゃなかったのか……？　なぜ魔法使いのマーガレット家の追手を警けい戒かいする？）

　何かまだ響たちの掴んでいない因いん縁ねんがあるのかもしれない。

　それを皐月に調べてもらおうとケータイに耳を当てようとして、

『響さん！　後ろ！』

　その時、切せつ羽ぱ詰つまった声が響の耳じ朶だを打った。

「ッ!?」

　響は即そく座ざに体を前へ投げ出す。

　後頭部のすぐ後ろを何かが横切った。

　床の上で前転してから背後を振り返ると、そこに黒ずくめの男と――その男の拳こぶしを躱かわすスズランの姿が目に映った。

「―――ッ！」

　拳を躱しざま、スズランは男のアゴに掌底を打ち込んで昏こん倒とうさせようとする。

　しかし。

「スズラン！　ダメだッ！」

　反射的に響は叫さけんだが、間に合わなかった。

「……」

　男はまるでその攻こう撃げきが来ることが分かっていたかのように、最小限の動きで掌底を受け流し、カウンターでスズランの鳩みぞ尾おちに拳をめり込ませる。

「うッ……！」

　体を「く」の字に折りながらスズランはサッと後退して距きよ離りを取った。

　突然暴れ始めた男女を見て、周囲で子供たちの悲鳴が上がり、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

「ヤン！」

　エリシアが黒ずくめの男の名を叫ぶ。

（マズいッ！　奴やつは心を読む。近接戦せん闘とうじゃ勝ち目がない……）

　そう考えた瞬間、エリシアを睨んでいたヤンの視線が響へと向けられる。

「なぜお前がそれを知っている？」

「チィッ！」

　状況の不利を悟さとった響はとっさに反転し、エリシアの手を取って駆け出した。

「ちょっ、ちょっと！」

「いいから逃げるぞ！　捕まりたくないんだろ!?」

　怒ど鳴なり返しながら、響は肩かた越ごしに背後を振り返る。ヤンは倒たおれているスズランを置いてこちらを追うことを優先したらしい。

（スズランなら大だい丈じよう夫ぶだ。問題はボクらが逃げ切きれるかどうか？）

「エリシア！　『壁抜け』は床に対しても有効なのか!?」

「だから、何であなたがそれを知ってるのよ!?」

「できるならやってくれ！」
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「……ッ！」

　瞬間、響の足元がガクンッと床に落ちる。

　唐突な浮ふ遊ゆう感。視界が一気に下に落ち、床を抜ぬけ、四階の天てん井じようから体が落下する。

「このッ！」

　響は受け身を取って床に転がった。

「エリシア！」

「……あなた、本気でワタシを逃がすつもりなの？」

「まだ疑ってるのか！　ボクがマーガレット家の関係者なら、どうして『波乱烈火』の名前が真っ先に出てくる!?」

　響と烈火はチェルシーと個人的に知り合ってはいるが、マーガレット家そのものとはまるで縁えんがない。

「むしろキミとマーガレット家に何の関係だか因縁があるのか、逆にこっちが聞きたいくらいだ！」

「……そんな質問が出てくるってことは、本当に無関係みたいね」

「分かってくれたなら何よりだ。だけど今はとにかくあの男から逃げ……」

　そう言って、響がまた走り出そうとした時だった。

「行―――ッ!?」

（何だ？　体が動かない!?）

　まるで金かな縛しばりにあっているかのようだ……。

「スタンっ!?　あなたも来てたのね……」

　隣で響と同じように身動きが取れなくなっている様子のエリシアが、エスカレーターを上ってきたフードの男を見て叫ぶ。

（『念動力サイキツク』とかいう超能力か？　見えない力で物を動かしたり止めたりする能力。『組織』の新手……ヤンがエリシアを見つけたから、このデパートに集まってきた？）

　そこへ突然、響の見知らぬ女性がヤンとともに、何もないところからパッと目の前に現れる。まるでイリスのワープウォッチでも使ったみたいに一瞬で。

（いや、こちらは宇宙の科学技術なんかじゃない、天然物の『空間跳躍テレポート』か。だが、そんな能力があるならもっと早くエリシアに追いつけたはず……ワープウォッチと同じく、移動距離に制限があるのか……？）

　次々と更こう新しんされる状況を響の頭は追い続けるが、体の方はピクリとも動かない。

「ルーシー……」

「エリシア。やっと追いついた」

　ルーシーと呼ばれた女性はエリシアを見て、安あん堵どするような、困ったような、複雑な表情を浮かべる。

「エリシア……どうして『組織』から逃げ出したりしたの？」

「……ヤンの計画を止めるためよ」

　エリシアの口から漏もれた「計画」という単語に響は反応する。

（ヤンの計画……それがエリシアの逃げている理由か？）

　響が頭を回している間にも超能力者たちの会話は続く。

「ルーシーもスタンも、どうしてあんな計画に賛成してるの？　本当に計画を実行したら、世界がメチャクチャになってしまうのよ？」

「……」

　エリシアの問いにスタンと呼ばれたフードの男は答えなかった。

「……いいから、一度『組織』に帰りましょう。ちゃんと話をすればエリシアも分かってくれるはずよ」

　ルーシーは少し悲しげな表情を浮かべながらヤンを振り仰あおぐ。

「ヤン」

「いや待て。その前に、そちらの娘むすめが何者なのか『読み取る』」

　ヤンはそう言うと、響の頭の上に手を置いた。

『読み取る』という言い回しに、響は物もの凄すごく嫌いやな予感を覚える。

　ヤンの『精神感応』は人の『思考』や『記き憶おく』を『読み取る』――

「――『万丈』？　それに『波乱』？　何なんだお前たちは」

「……人の記憶を勝手に読むな」

　悪態を吐いてみせるが、その強がりも相手に読まれているだろう。

（だがわざわざ頭に手を載のせたということは、『思考』は能力の有効射程にいれば読めるが、『記憶』は接触しないと読めないということか……）

「頭は回るようだな、娘」

　ヤンが拳を固める。

『万丈』や『波乱』がどういう存在か知った彼は、女子供だからと油断せずに、確実にここで響を排はい除じよするつもりなのだろう。

「……クッ!?」

　響の体は未いまだにスタンの『念動力』で縛しばられている。防ぼう御ぎよが取れない――と、その時彼女の瞳ひとみにエスカレーターの上段から身を躍おどらせた影かげが映った。

　いや、映ってしまったと言うべきか……そのためヤンにその思考を読まれ、結果イリスとロザリンドの不意打ちは回かい避ひされてしまった。

「あれっ？」

「チィッ！」

　飛とび蹴げりを躱されたイリスとロザリンドは空中で体をひねって着地する。

「響ッ！」

　さらにイリスは飛びずさりながら響の体を背せ負おい、ヤンたちから距離を取った。ロザリンドもそれに続く。

「……『念動力』も決して万ばん能のうではないらしいな。外部から力を加えれば破ることも可能なのか」

　あるいは地球人の何倍もの腕わん力りよくを持つイリスだからできた芸当かもしれないが……ともあれ自由になれたことを幸いに、響は固められていた手足を軽くほぐす。

　意図的ではなかったにせよ、偶然にも響たちと『組織』のメンバーが対たい峙じする構図となった。

（マズいのはエリシアの身み柄がらを押おさえられてしまった上に、向こうに『空間跳躍能力者テレポーター』がいることだが……）

　こちらにも皐月とイリスがいる。

　それに加えて。

「ロザリンド。『魅了チヤーム』は？」

「……そのまま使うのは厳しいかのう。『魅了チヤーム』は数秒相手の目を見つめなければならぬ。だがそのタイミングが相手にバレバレとあってはのう……」

「そうか」

　だがロザリンドの『魅了チヤーム』は気絶させた相手になら無条件でかけることができる。ひとりずつでも行動不能にできるなら、それを中心に戦術を組み立てる価値がある。

　これだけ手札が揃そろっているなら、そう簡単に逃げ切られることもないはずだ――

「……」

　――という響の思考を読んでいるであろうヤンは、この場で彼女たちを潰つぶしておくかどうか思案しているようだ。




　だが状況はさらに変化を重ねる――




「「―――!?」」

　――唐とう突とつに、ロザリンドとヤンのふたりが激しく〝何か〟に反応した。

「何じゃ、これは？」

「ロザリンド。どうし……」

　仲間のただならぬ様子を見て、響は彼かの女じよの視線の先を追う。

　廊ろう下かの先から現れたのは真しん紅くの少女だった。

「……ふむ。やっと追いついたか？」

　赤しやく銅どう色いろの髪に、真っ赤なドレス。今は閉じられているが、同じく赤い色をした日ひ傘がさを手に持ち、少女はニヤニヤとした笑えみを浮かべてヤンと響たちを見回した。

　彼女は背格好だけで言ったら、子供のようだったが、本物の子供たちは――大人たちも――とっくにこの辺りから逃げ出してしまっている。

　こんな日中のデパートで戦うような連中に、わざわざ近づいてくるのはよっぽどの物好きか警察、警備員……あるいは〝関係者〟以外にいない。

「ルーシー！」

「ええ！」

　ヤンの判断は早かった。

『空間跳躍能力者テレポーター』が彼の声に応こたえると、まばたきの間に『組織』のメンバー、そしてエリシアが視界から消える。

「あっ！　いなくなっちゃったわよ響！　どうするの!?」

　イリスが慌あわてた声を上げるが、響は判断に迷っていた。

　単純に考えればヤンたちを追うべきだ。

　しかし……

「むむ？　またいなくなってしまったか」

　……目の前にいるこの真紅の少女を放っておいてもいいのだろうか？

（まず間違いなく彼女はこの『エリシアの物語』の関係者だ。それにヤンたちとエリシアの関係は、思ったほど切羽詰まった物じゃない。彼らに捕まる、即すなわちバッドエンドとまでは行かないだろう……）

　それよりもエリシアの言っていた「ヤンの計画」――「世界がメチャクチャになる」という『組織』の目的を知っておく必要がありそうだった。

　そのためにはエリシアを追う前に、一度『外側』から『組織』の情報を得た方がいい。

　つまり。

「そこのキミ」

「む？」

　真紅の少女が響の呼びかけに小首を傾かしげる。先さき程ほど「追いついた」と言っていた相手が再びいなくなったというのに、まったく慌てた様子がない。

　それがまた少し不気味だと思いながら、響は緊きん張ちようを取るために一度息を吸った。

「……キミはマーガレット家の関係者か？」

「そうだが？　妾わらわの名はナルテシア・マーガレットである……お前らこそ、あの『組織』の者どもと関係がありそうだなあ」

　少女――ナルテシアは尊大に答え、口くちの端をいやらしく吊つり上あげた。







第三章　不死者の谷　〈七月二十日―二十一日〉







　地下迷めい宮きゆうを脱だつ出しゆつした俺たちは人里と医者を求めて移動した。だが思ったより早く陽が暮れてしまい、やむなく俺たちは川の近くで野営することにした。

　ハリッサが魔ま術じゆつで火を熾おこし、みんなでその周りを囲む。

「コロナの具合はどうだ？」

　携けい帯たい食しよくをかじりながら、俺はハリッサに尋ねる。

「まだお目覚めになりません……」

「そうか」

　脱出後もコロナの意い識しきは朦もう朧ろうとしたままだ。

　なるべく早く人里を見つけて医者に診みせないと……。

「それじゃあ、今日はもう休むか。最初の見張りは俺がするよ」

「おやすみなさいませ、レッカ様」

「おやすみ」

「二時間後に起こしてくれ」

　ハリッサ・つみき・リアがそれぞれひと声かけてから床とこにつく。みんな持ってきた着き替がえを布ふ団とんと枕まくら替がわりにしていた。

　リアの水魔法で洗せん濯たくが簡単にできるのが幸いだったな……。

　不潔な格好をしていると気分も滅め入いってしまう。男の俺はまだ平気だが、女じよ性せい陣じんにはツラいに違いない。

「澪みおもおやすみ」

「……はい」

　見た目的にはハリッサと同じか、あるいはそれよりも年下に見える少女は俺の傍そばまで来てから就しゆう寝しんの体勢に入った。

「……」

　そうしてみんなが寝ね入いるのを見届けたあとは、パチパチとはぜる炎ほのおを眺ながめながら考え事を始めた。

　一日中、リヴァイアサン化したリアの背に乗って移動したはずだが、未だに人里らしい物は見つけられない。ここがどういう世界なのか今のコロナには聞けないし、そもそも長いこと封ふう印いんされていた彼女には分からない可能性もある。

　とはいえ、数時間の空の旅でこの世界について多少知ることができた。

　まず、とんでもなく自然が豊かだということ。

　ほとんど人の手が入っていない山河や森がどこまでも広がっている。

　おかげで食べ物は何とか調達できるのだが、逆に近くに誰だれかが住んでいるかどうかの目安になる人工物が全然ないので、よいか悪いかでいえば半々といったところだ。

　次に、これだけ自然が溢あふれているにもかかわらず、野生動物の姿がまったくない。

　食糧を取るために何度か森や川に入ったが、獣けものや魚を一度も見かけないのでおそらく間ま違ちがいないだろう。

　夜中に獣に襲おそわれる心配が少ないのはいいことだが、リアは逆に肉が食べられないことをちょっぴり嘆なげいていた。これもよいか悪いかで言えば半々……より、「よい」の方がちょっと上か。

　問題はいつになったら地球に帰れるかということだ。

「響ひびきたちは大丈夫かな？」

　地球よりずっと綺き麗れいな星空を見上げながら、俺おれは独り言を呟つぶやく。

「んん……」

　隣で澪が眠ねむりながら身をよじった。

　体を丸めるその寝ね方かたはまるで小動物のようだ。

「……」

　思えば、澪が一番大変かもしれない。

『澪の物語』がどんな物か未だ不明だが、彼女自身はフツーの人間だ。

　それが突然、こんな異世界で迷子になってしまって――というか、それは俺のせいなんだが――とにかく不安で仕方ないはずだ。

　こっちの世界に来てから、すっかり無口になっちまったしなぁ……。

　少なくともテレビで観みる「ＭＩＯミオ」は饒じよう舌ぜつで、とても明るく笑うアイドルだった。プロとして唄うたっている彼女の姿は、ある意味で大人びてすらいたかもしれない。

　しかし、今隣で眠っている澪は見た目相応の小さな女の子だ。それもどちらかと言えば内向的な。それは記き憶おく喪そう失しつ以上に、ストレスや不安の蓄ちく積せきが原因かもしれない。

　おかげで彼女は四六時中俺に引っ付きっぱなしだ。

　今もこうして俺の隣に来なければ眠れないほどで……。

「……ん」

　むくり、と澪が起きた。

「眠れないのか？」

「……はい」

　澪は頭を小さく縦に振ふる。

　そのまま彼女は俺の方にすり寄ってきて、ピタリと体をくっつけてきた。

　さすがはアイドルというか、舞ぶ台たい衣装を着ていなくても彼女はとびきりかわいかったが、その体格と仕草のせいか、同年代なのにとても幼い子供に見えて、あんまりこういう接触も気にならない。つみきやハリッサは不ふ機き嫌げんになるけど。

「むぅ、烈れつ火かさんにはロリコンのケがあると思っていたんですが……これがいわゆる『父性』という奴でしょうか？」

　そこの未来人、口を閉じろ。これは命令だ。

　青筋立てた笑え顔がおをアールに送りながら、俺は自分の膝ひざにかけていた上着を澪の肩かたにかけてやる。

「「……」」

　ふたりして黙だまりながら、しばらくたき火を眺めていた。

「あの、烈火……」

「ん？」

　澪の声に俺は振り向むく。

「私って、アイドルだったんですよね？」

　彼女は困ったような口調でそう尋ねてきた。

「ああ。ていうか、『だった』とか過去形じゃなくて、思いっきり現げん役えきだぞ」

「そう、なんですか。実感、なくて」

「かもなぁ」

　澪に彼女自身がアイドルの「ＭＩＯ」であることは、すでに話してある。

「アイドル活動している時の記憶とかは、まったく思い出せないのか？」

「えっと、薄うっすらとですけど、唄っていたような記憶は、あるような、ないような」

　澪は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　俺の名前を聞いて「屋上から突つき落おとされた」という記憶を思い出だしたように、何かしら記憶のトリガーのような物を刺し激げきすると記き憶おく封ふうじが解けるのは確かく認にんしている。

　空の旅をしている間、つみきに「ＭＩＯ」のことをいくらか話してもらっていたので、彼女は断だん片ぺん的てきにではあるが自分がアイドルであることを思い出してきていた。

「アイドルって、やっぱり大変なのか？」

　眠る前の何気ない会話ではあるが、少しでも澪の記憶が戻もどることを期待して俺は尋ねる。

「……大変だった、と思います。稽けい古こに、歌に、収録に、取材に、毎日忙いそがしかった……と思います。まだほとんど思い出せていないんですけど」

「そうか」

「でも……ひとつだけ、『思い出した』ことがあるんです」

「？」

　澪は話のトーンをいくらか下げた。

　それはまるで自分とは関係のない「気分の悪くなる話」をする時のような、そんな声に聞こえた。

「私は、ＭＩＯは……アイドルを辞めたいと思っていました」

「えっ？」

　それはあまりに寝ね耳みみに水みずな話だった。

　人気絶頂のアイドル「ＭＩＯ」。歌番組に雑誌にＣＭ、町中で聞くケータイの着信音――一日に最低でも一度か二度、彼女に関わる情報を耳にする。

　彼女はそういうレベルのアイドルだ。

　その当人が「アイドルを辞めたい」だって？

「……何で辞めたくなったのかとか、覚えてるか？」

「……いいえ」

　澪は首を横に振る。

「ただ、もうどうしようもなくアイドルをやっているのが嫌になったことは『思い出しました』。その前後のこととか、理由とかは、全然分からないですけど」

　……何だ？　この感覚……。

　俺の直感は「それ」こそが『澪の物語』の核かく心しんだと言っている。

　だが人気絶頂のアイドルがその仕事を辞めたい……それは確かに大きな事件だが、あくまで常識の範はん囲い内ないだ。

　それなのに……。

　彼女が初対面の俺の名前を知っていたこと。

　屋上から突き落とされたのに無傷であるという彼女自身の証言の矛む盾じゆん。

　森羅の大魔ま法ほうでも分からない「謎なぞ」が、どうしてそんな『澪の物語』の中で生まれるのか？

　彼女がアイドルを辞めたくなった理由や記憶喪失がそこに絡からんでくるのか……今のところは何とも言えなかった。

「唄うのが嫌になったわけじゃ、ないと思うんですが……」

「そうなのか？」

「はい。唄うのは、今でも好き、だと思います」

　そう言うと、澪は小さく歌い出した。

　子こ守もり唄うただ。

　やさしいメロディに思わず心が安らぐ。

　確かに、唄うことそのものが嫌になった人間には出せない声だと思った。

「……」

　そのメロディが聞こえたのか、コロナがほんの少しまぶたを持ち上げる。

　彼女の目は特に焦しよう点てんが定まっておらず、俺たちのことを見ているわけではなさそうだったが、かすかに「～～～♪」とハミングする声が聞こえてきた。

　朦もう朧ろうした意識の中で、聞こえてきたリズムに合わせて唄っているのだろう。

　……歌ってのは世界の壁かべも超こえるんだな。

「～～～♪」

　俺もコロナに倣って、澪の音程に合わせて鼻はな唄うたを唄う。

　そうしている内にずっと寝ね苦ぐるしそうだったみんなの寝ね息いきも落ち着いた物になっていって、気がつけばコロナもぐっすりと眠っていた。

　もはや「さすが……」としか言いようがなかった。

「いえ、そんなたいしたことないです」

「なんていうか、綺麗な声だったよ。いつもＣＭとかで聞いてるＭＩＯの歌とはちょっと感じが違ちがったけど、うん、凄すごくいい歌だった」

「あ、ありがとうございます」

　恥はずかしそうに澪は身を縮こまらせる。

　アイドルの「ＭＩＯ」といえば流は行やりの、幼い容姿に似合った曲ばかり出しているイメージがあったが、どんな歌でも唄いこなす実力の持ち主だったようだ……ともすれば失礼な印象を抱いだいていたことになってしまうので、こんなこと本人には言えないが。

「なんだか、子守唄を唄って自分で眠くなってきたみたいです」

　そう言う澪のまぶたは重そうに半分閉じかかっていた。

「明日もずっと移動だろうから、できるだけ寝ておいた方がいいって。ちゃんと見張っておくから、安心して寝ろよ」

「はい。おやすみなさい」

　澪は上着を丸めた枕まくらに頭を載せると、再び体を丸めて横になる。

　彼女が寝息を立て始めるのを聞きながら、俺はたき火に新しい枯かれ木きをくべた。
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　一夜が明け、地球では七月二十一日になる朝――迷宮からずっと意識朦朧としていたコロナがついに目を覚ました。

「ん……む……」

「コロナ。体の方はどうだ？」

「……まだ重いな。気分はだいぶよくなったが」

　それでも話の受け答えはしっかりしている。昨日に比べればかなりよくなったと言えるだろう。

「ほら、質問はあとにしてアンタはあっち行ってなさいよ。少しでも動けるなら自分で体拭ふいてもらったり、いろいろあるんだから」

「わ、分かったって」

　つみきとハリッサに急せかされるように立たされ、俺は一度彼女たちから離はなれる。ふたりはコロナに肩を貸して川の方へ向かった。

　リアはといえば少し前に今後の進路を決めるため、空を飛んで周囲の様子を見に行ってしまった。

　ひとりでボケっとしていてもなんなので、どこかその辺りを散策しようかと思った時。

「烈火」

　野営場所を離れようとした俺の方へ澪が寄ってきて、ここのところ定位置となってきた腰こしにしがみついた。

「散歩でもするか」

　澪は無言で頷く。

　それから彼女と一いつ緒しよにその辺を文字通りぶらぶらとした。

　試ためしに森の方へ近づいてみたが、やはり動物の気配らしき物はまるでない。

　それにしても獣どころか虫一匹ぴきすら見かけないとは……変な世界だ。

「……ん？」

　そこでふと気づく。思おもい浮うかんだのは、小学校の理科で習った基本的な自然界の仕組みだ――

　――虫が一匹もいないのに花はどうやって受粉しているのか？

　確か花は虫に花粉を運んでもらって受粉するはずだ。

　だが、この世界に虫は存在しない。

　だったら、俺の前の前にあるこの木々はどうやって実をつけたのか？

　……いやまぁ虫に頼たよらない実の結び方もいろいろあるんだろうけどさ。

　しかし、ひとつのことを疑問に思うと、次々と芋いもづる式しきに別の疑問が発生してくる。

　そう、たとえば食物連れん鎖さ。

　食物連鎖のピラミッドでいえば、植物はかなり下の方だけれど、一番下ではない。

　一番下は「死体」だ。

　死んだ虫や動物の体が大地の養分になって植物を育てる。

　それが少なくとも地球での常識だ。

　……いやまぁ枯かれ葉はとかも養分になるような気がしたし、これだって絶対にそうだとまでは言い切れないんだけど。

　学校の勉強もちゃんとやっていれば、こういう時ハッキリと断言できたりするんだろうけど……今回の騒そう動どうが全部終わったら俺も夏休みの宿題早めにやるかな？

　まぁともかく。

　この世界の植物は「何」から栄養を得ているのだろうか？

　もちろんここは異世界だし、前提となる俺の知識も曖昧だし、あんまり拘こう泥でいしても仕方のないことなのかもしれないけれど。

「頭の隅すみに留とどめておくくらいはしておくか」

「……？」

　俺の独り言に、澪が小さく首を傾げる。

　その時、空飛ぶリアが風に赤髪をたなびかせて戻ってくるのが見えた。

「リアーーッ！」

　大声を上げて手を振ると、リアも振り返かえしてくる。

　そろそろコロナの体も拭き終おわってる頃ころかな？

「戻るか」

「はい」

　俺と澪は野営場所に戻るため森に背を向けた。
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「谷底の町？」

「まぁ町というよりは村程度の大きさだが、誰かが住んでいる気配はあったぞ」

「なら、行ってみるか」

　意識が戻ったとはいえ、コロナはまだ本調子とは言えない。今ならアブラアム由来の品について詳しよう細さいを尋たずねられるが、それは彼女を医者に診てもらってからでいいだろう。

　最悪、その町だか村だかに医者がいなくても、医者のいる場所くらいは聞けるはず――その谷へ向かうことにみんな異存はなかった。

「ムッ……！」

　俺たちを背に乗せて飛ぶためにリヴァイアサン化したリアを見て、コロナは目を見開く。そういえばずっと意識朦朧としていて、しっかりと彼女の変身した姿を見るのははじめてだっけ。

「危なくないから、そんな警けい戒かいしなくても大丈夫だぞ？」と俺。

「別に我は怯おびえなどしないが――」

「？」

　何か言いたそうな顔をしたので、俺は首を傾げて先を促うながす。

「――ほかの者はおそらくこの威い容ように怯えてしまうだろう。村に入るつもりなら、このまま直接行くべきではないな」

「なるほど」

　もっともな意見だったので、俺たちは村から見えない谷の縁までリアに運んでもらい、そこからは徒歩で谷底まで降りることにした。
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　谷そのものはそんなに深くもなかった。

　縁から下り、谷底に辿たどり着つくのに三十分少々――見えてきたのは、村と言っても家屋が数すう軒けん立ち並ぶだけの極きわめて小さな集落だった。

　だった、のだが……。

「村、だな」

「着いた、わね」

「誰もいない、ですね」

　俺・つみき・ハリッサの三人は、村を見ればひと目で分かることをそれぞれ口にしながら、揃って肩を落とした。

　まさか無人の村だったとは……。

「すまない。ぬか喜びさせてしまって」

「いや、リアが悪いわけじゃないって。何て言うか、キャンプ場にある森の中のコテージって感じだもんな」

　要するに、建物こそあるものの、広場とか、畑とか、そういった物がいっさいないのだ。家もほとんど木と木の間にひっそりと建っている感じで、上空からでは屋根くらいしか確認できないに違いない。

　今もそよ風が吹ふいて葉がかさかさと音を立てたり、コテージの屋根を撫なでたりしている。

「降りてくる時も思ったけど、風がずっと吹いているな」

　お椀わん型の谷の縁から底へ向けてひっきりなしに風が吹き込んで、中央で混じり合った空気が上じよう昇しよう気流となっているようだ。見ていると枝から落ちた葉っぱが上空へとさらわれていく。

「風がやまない谷か……」

　無人でもコテージがあるなら寝ね床どこくらいあるだろうということで、コロナを休ませるためにも少しお邪じや魔まさせてもらうことにした。コテージの中は少々埃ほこりっぽかったが、窓を開けて換かん気きをすれば問題というほどではなかった。

「思ったより綺麗でよかったな」

「そうですね……少し綺麗すぎる気もしますけど」

　普ふ段だん我わが家やの掃そう除じをしてくれているハリッサは違い和わ感かんを口にする。

「埃は積もってますが、そこまでヒドくはありません。この村……少なくともこの家が無人になったのは、ごく最近という気がします」

　人がいなくなったのはそんなに昔のことじゃない？

「……」

　そもそもこの村から住民がいなくなったのはなぜだ？

　この不在は一時的なものなのか、それとも恒こう久きゆう的てきなものなのか？

「それになんだか、この村に着いてから肌はだで感じる違和感が強くなったような……」

「この世界に来た時に言ってた『空気の違い』って奴やつか？」

「はい」

　ハリッサはコクリと頷く。

　彼女が精せい霊れい界に来て最初に感じた違和感が増した……この谷の異変と関係があるのか？

「どうやら、そう簡単にひと息つけるわけでもないようだな」

　リアはわずかにため息をつき、腰を上げる。

「少し周辺を見回りしてこよう。もしかしたら住民がいなくなった原因が見つかるかもしれない」

「あっ、じゃあリアさん一緒に行きましょ。今日の分の洗濯もしたいし」

「なら確か貯水池みたいな物があったはずだ。そちらへ行こう」

　そんな会話をしながら、リアとつみきは洗せん濯たく物ものを抱かかえてコテージから出て行った。

　あとに残った俺たちはコロナの看病だ。

「コロナさん。歩いて、どこか痛くなったところはありますか？」

「いや……体は相変わらず重いがな」

　コロナが眠るベッドの脇わきに椅い子すを持ってきてハリッサが座すわり、彼女の具合を質問していく。俺と澪はもう片方のベッドに腰かけてそれを聞いていた。

「おそらくですが、コロナさんは病気にかかっていると思います。何か心当たりはありますか？」

「……どうだったかな。封印される前の我は病びよう魔まごときに屈くつしたことなどなかったが」

「つまり、心当たりはないと？」

「似たような症しよう状じようにかかった奴なら見た気がするが、生あい憎にくと詳くわしく覚えてなどおらぬ。何百年も前のことだからな」

「そ、そうですか」

　問もん診しんしていたハリッサが困ったように目を泳がせる。

　元々、彼女は医者というわけではないのだ。病人当人から聞き出せる以上の情報を「診しん察さつ」という形で得る手段など持ち合わせるはずもない。

　当然のことながら、俺もそんな知識持っていない。

　できることがあるとすれば――実際に目で見た出来事の中から、ほんのわずかでも取とっ掛かかりを探すことぐらいだ。

「コロナ」

「何だ？」

「コロナは昨日まで随ずい分ぶん苦しがってたけど、今日になってだいぶよくなったよな。何か理由とか思いつかないか？」

「理由か」

　しばしコロナは目を伏ふせて考え……。

「そういえば、歌が聞こえたな」

「歌？」

「そうだ。意識が朦朧とする中、痛みの隙すき間まからするりと心に届いたような、心ここ地ちよい音色だった」

　それって……。

　俺は隣となりに座る澪を見やる。彼女もこちらを見返していた。

「私の、子守唄ですか？」

　まず間違いなくそうだと思うが、澪は自信なさげに呟く。

　確かに歌で病状が回復するなんてほとんど「奇き跡せき」の領分だが……でも。

「澪。もう一回、あの子守唄を唄ってくれるか？」

「え？　あの、でも……」

「頼たのむ」

「けど、私の歌なんかで、病気が治るとはとても……」

「まぁフツーに考えればそう考えるのも当然なんだけど――」

　そこでセリフをひと区切り。

「――ここは異世界なんだ。地球とは全然違う法則が働いてもおかしくない。だったら、歌で病気が快復したっていいじゃないか」

「え？　え？」

「な？　何よりコロナ自身が心当たりは『歌それ』だって言ってる。試してみるだけの価値はあると思うんだ」

「あ、あの、あのぅ……」

　澪は困ったようにあうあうと口を動かした。

　それでも俺が何度も頼むと、最後には「分かりました」と了りよう承しようしてくれた。

「じゃ、じゃあ……」

　スーハ―と深呼吸を何回もしながら、澪はチラリとハリッサとコロナに視線をやる。その頬ほおは若じやつ干かん赤くなっていた。

　……もしかして渋しぶっていたのは恥ずかしかったからなんだろうか？　昨日は俺が聞いていても平気で唄っていたのに、このふたりの前だと特別恥ずかしい理由でもあるのか？

「澪さんの場合、事情が事情ですが、信しん頼らいされているというか依い存そんされているというか、どちらにせよ相変わらず烈火さんは烈火さんですねぇ」

　アールはコロナのお腹なかの上で頭をゴロゴロさせながら、そんなことを言っていた。

「……いきます」

　お気楽未来人もオーディエンスに交えつつ、小さなソロコンサートが始まった。

「透すき通とおるような」という形容詞がピッタリ合う澪の歌声がコテージを満たす。

　知らず知らずの内に強こわ張ばっていた肩から力が抜ぬける。彼女の歌を聞いてリラックスしたのだろう。見れば、コロナとハリッサも同じような表情をしていた。

「えっと、子守唄はこれで終わりですけど」

「もっと聞かせてくれ」

「は、はい。それじゃあ、その……」

　コロナにせがまれ、澪は次の曲を唄い始める。

　気がつけば全員が彼女のリズムを追って、鼻唄や、口の中で小さく歌詞を呟いていた。

　どれも落ち着いた雰ふん囲い気きの温かみのある曲だ。記き憶おくがなくても……いや、唄おうとすれば自然と歌詞が出てくるのか、彼女はよどみなく唄い続ける。

「あっ……！」

　その歌声が不意に途と切ぎれた。

「どうした？」

「いえ、あの唄っていたら……」

「もしかして、何か思い出したのか？」

「はい……」

　歌を唄うことで記憶が刺激されたのかもしれない。

「何を思い出したんだ？」

「……自由に唄えなかったことを」

「自由に？」

　いまいちピンとこなくて、ついおうむ返しに尋ねる。

「私、アイドルになったら本当はもっとたくさん、いろんな歌を唄いたかったんです。でも、見た目がこれですから、この容姿に合った歌しか唄わせてもらえなくて……」

　澪はちょっと俯うつむいて事情を話す。

　なるほど。「自由に」って、そういうことか。

　確かに彼かの女じよはバスとか電車に子供料金で乗っても咎とがめられないような容姿をしている。実際、俺が聞いたことのある「ＭＩＯ」の歌といえば「ロリータ系アイドルＮｏ．１」という世間の評価からズレない物ばかりだった。

　だけどこうして聞く限り、彼女にはそれこそどんな曲だって極めて高いレベルで唄いこなす実力があるように思える。

　唄えるのに、唄わせてもらえない……それは相当なストレスだっただろう。

「もしかして、それがアイドルを辞めたくなった原因……？」

「それは分からないですけど……」

　まだハッキリとしたことは分からないか。

　仮に好きな歌が唄えなくてアイドルを辞めたいと思ったのだとしても、はたしてそれが屋上から突き落とされたという事件とどう関かかわってくるのか？

　まぁ、あるいはそのふたつの間には何の因果関係もない――なんて可能性もあるが。

「澪とやら。もしや、唄い疲つかれてしまったか？」

　俺たちの会話が途切れたところで、ベッドの上のコロナがこちらを見つめてくる。

　その眼まな差ざしは心なしかもっと澪に唄って欲ほしいと訴うつたえているようだ。

「えっ、いいえ。大だい丈じよう夫ぶです。じゃあ次の曲を……」

　そう言って、澪が再び唄い出そうとした時だった。

　バンッ！

　コテージのドアが乱暴に開けられる。

　驚おどろいて入り口の方を振り返ると、そこには肩で息をするつみきと、切せつ羽ぱ詰つまった表情のリアがいて――

「烈火。マズいことになった」

　――新たなトラブルの到とう来らいを告げた。
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「何があったんだ？」

「ああ――」

　俺の問いに答える前にまずリアは今入ってきたドアを閉めた。

　まるで〝招かれざる客〟の侵しん入にゆうを警戒するように。

　彼女は換気のため開けていた窓に寄るとカギをかけ、ついでに外の様子を確かめる。そして小さく舌打ちし、俺を手招いて外を見るように促した。

「いったい……!?」

　あとの言葉は声にならなかった。

　自分の目に映った物が信じられず、数回まばたきして……まだ目の前の光景に変化が現れないので、まぶたを閉じて頭と心を落ち着かせる。

　これって俺の人生の中で何番目くらいにショッキングな光景だろう……。

　まぁ、そんな軽い現実逃とう避ひを終えて、もう一度窓の外の現実に目を向ける。

　こういう状じよう況きようをひと言で言い表す言葉を俺は知っていた。

「…………ゾンビ映画？」

「しかもファンタジーな世界観のね」

　つみきが補足する。

　ファンタジーゾンビ映画って、怖こわいんだかメルヘンなんだか……その辺は判断がつかないが、今まさに俺たちを取り囲む状況はおおむねそんな感じだった。

「アーアー」

「ウーアー」

「……ガ……ガ」

　明らかに正気を失ったゾンビたちが――たぶん、ゲームとかなら妖よう精せいって呼ばれる感じの羽の生えた小人や小動物が――このコテージを取り囲んでいた。猫ねこタイプの妖精が爪つめでコテージの壁を引ひっ掻かいたりしている。

　わりと本気でシュールな光景だ。

　怖かわいい（？）その仕草を半ば唖あ然ぜんとしながら眺めていると、コテージのドアがドンドンと叩たたかれ始めた。

　ヤバい。絵面に騙だまされて呆あつ気けに取られてる場合じゃない。

「いったい何があったんだ？」

　俺はつみきとリアの方を振り返って尋ねる。

「分からないわよ。洗濯してたら急に襲われたの」

「このコテージからそんなに離れた場所じゃなかった。歌が聞こえ始めてからしばらくして、あいつらが集まってきたんだ」

　あいつら――ゾンビフェアリーとでも呼ぼうか――は元々この谷のあちこちにいたのだろうか？　それが澪の歌声を聞いて集まってきた……？

「うっ……！」

　コテージの周囲に群がるゾンビフェアリーを見て、澪が頭を抱えてしゃがみ込む。

「大丈夫か？」

「頭が……痛いです」

　見ていて気分がよくなる光景でもないしな。気持ち悪くなってしまったのかもしれない。

　バシンッ！

「ッ！」

　大きな音で思考が寸断され、俺はとっさに身構える。

　どうやらゾンビフェアリーのひとり（一匹？）が窓を叩いたようだ。

「アーアー」

「烈火……ッ！」

　窓から室内を覗のぞき込んでくるゾンビフェアリーを見て、澪が怯えたように俺の腰にしがみつく。

　一方、同じ光景を見たコロナは、片方の眉まゆを吊つり上あげてフンっと鼻を鳴らした。

「風シ妖ル精フか」

「知ってるのか、コロナ？」

「元が何なのかはな。文字通り風を好む妖精だ。精霊界では珍めずらしくもない」

「てことはやっぱりこの谷に住んでたのはこいつらだったのか」

　第一村人発見……なんて暢のん気きに思ってる場合じゃない。

「風シ妖ル精フって元からこんななのか？」

「いいや。妖精は総じて陽気な奴らだ。こんな化け物じみてない」

　つまりこの谷で「何か」あったのか。

　よりにもよって偶ぐう然ぜん訪おとずれた異世界で最初に訪おとずれた村がそんなことになってるなんて、俺おれはとことんツイていないようだ。

「まぁ、何にせよこの谷を脱だつ出しゆつせねばなるまい」

　言いながら、コロナはベッドから立ち上がる。

「体は大丈夫なのか？」

「フンっ。何百年も同じポーズで眠っていたせいで寝ね起おきの気だるさが抜けなかっただけだ。もう目は覚めた」

　強がりにも聞こえるが、足元はしっかりとしているし、問題はなさそうだ。

　となれば、コロナの言う通りこの谷からの脱出について考えるべきか。戦うという選せん択たく肢しもあるが、得体の知れない相手と無む闇やみに交戦するのは避さけたい。

　まずはこのコテージを出る必要がある。

　しかし、もうとっくに周囲はゾンビフェアリーたちに囲まれてしまっている。ドアから出ようが窓から出ようが、あっという間に襲おそわれてしまいそうだ。

　だったら――。

「――上しかないよな」

「だろうな」

　俺の考えていることを読み取ったようにリアが頷く。

　見たところ風シ妖ル精フというのは地面からせいぜい一メートル程度しか浮けないようだ。ならば屋根から出てしまえば襲われることはない。

　ただまぁ……またリアの体にしがみつくのは勘かん弁べん願いたかった。今度はコロナも起きていることだし、リヴァイアサン化した彼女の背に乗って脱出することになった。

「少し離れてくれ」

　そう言うと、リアは部屋の中央に立って変身する。コテージはあまり広くなかったが、とりあえず俺たち全員を乗せられる程度の大きさになることはできた。

「澪。しっかり掴まってろよ」

「……」

　緊きん張ちようした様子の澪は、俺の腰にしがみつく時よりもさらに力を込めて白い大蛇の胴体に腕うでを回した。

「よし……いいぞ、リア！」

　俺の合図を聞いて、リアは鎌首をもたげて天てん井じようを見上げる。

　同時に、ボーリング玉大の水球が五つ、六つと生まれ――彼女の水魔法が炸裂し、コテージの天井に大穴が開いた。

　リアはみんなが滑り落ちないように螺旋を描いて上昇し、天井の穴から外へと脱出する。

「アーウー」

「ウーウー」

　ゾンビフェアリーたちが両手をこちらへ伸のばして追いかけようとするが、ここまで追ってこられずどんどん姿が小さくなっていった。

「アー……」

　やがてその声も届かなくなり、ひとまず俺たちは危機を脱したことを安あん堵どする。

「ふぅ……何だったんだあいつら？」

「さぁな」

　コロナは素っ気なく答える。

　この世界の住人なのに、随分と興味がないんだな？

　ちょっと疑問に思ったが――すぐにそれどころではない事態が発生した。

「ギャウゥ……！」

　空を駆ける白蛇の口から悲鳴が上がった。

「―――ッ!?」

　特に確信があったわけじゃない。俺は反射的に背後を振ふり返り――〝誰だれか〟がリヴァイアサンの尾に噛みついているのを目もく撃げきした。

　ゾンビフェアリー？　いや、それにしても体が大きい……。

「チッ！　風精霊シルフイードもいたのか!?」

　コロナが吐はき捨すてる。

　風精霊シルフイード？　風シ妖ル精フとは別物なのか？

　なんて、考えている間もない。

「ギャッ、ウグッ……！」

　風精霊シルフイードは何人もいた。

　すでに三人もの風精霊シルフイードがリアの胴体に噛みついている。

「グギャアアアアア!!」

「リアッ！」

　俺のほかにも何人かがリアの名前を呼んだかもしれない。

　彼女は俺たちを振り落としてしまう可能性を懸け念ねんしてか、体を揺さぶって風精霊シルフイードを振り払ったりしなかった。逆に俺たちも彼女の体にしがみつくのに精いっぱいで、助けるどころではない。

「グルルルル！」

　リアは水魔法でまとわりつく風精霊シルフイードたちを次々撃ち落とすが、何度攻こう撃げきしても相手はしつこく追ってきた。しかも風の精霊と言うだけあってか、リアよりも飛ぶのが速い！

　おまけに……！

「ダメだッ！　あいつら全然ダメージを受けてない！　完全にゾンビと一緒だ」

　ゾンビ映画の恐きよう怖ふといえば、何をしても復活して襲いかかってくるゾンビの群れだ。今まさにそれと同じ窮地に俺たちは立たされていた。

「リアッ！　いったん下に降りよう。このままじゃ谷から出る前にやられちまう！」

「……ッ！」

　もう返事をする余裕もないのか、リアは即そく座ざに急降下を開始した。

　当然、風精霊シルフイードたちも追ってくるが、水魔ま法ほうで生み出だされた巨きよ大だいなシールドが奴らの行く手を阻み、何とか俺たちは地上へ避難することができた。

　地上へ下りると同時に、女性の姿のリアが白蛇の口から吐き出される。

「クッ、かハッ……！」

「……？」

　白蛇から女性の姿に戻もどるのではなく吐き出されたということは――「核」と彼女が蓄えていた「エネルギー」を切り離した？　なぜ？

「奴らに……っ、噛まれた瞬しゆん間かん、何かが私の中に入ってきた」

　ゲホッゲホッとせきをしながらリアは理由を告げる。

「危ないと思って念のために何かに侵された部分を切り離したが、だいぶエネルギーを失ってしまった」

「いや、正しい判断だと思う」

　ゾンビ映画の恐怖といえばもうひとつある。

　それは――感かん染せん。ゾンビに噛まれた者もゾンビになり、つい先さき程ほどまで仲間だった人間ですら襲う。映画のセオリーをこの場に持ち込んでいいのかは分からないが、用心するに越したことはない。

　風精霊シルフイードたちはなぜか森の中まで俺たちを追ってこなかった。あの速さだ、木々が密集している森の中はむしろ苦手なのかもしれない。

　だけど、一難去ってまた一難。

「レッカ様！」

　ハリッサの切羽詰まった声。

　続いて現れるゾンビフェアリーたち。

「逃にげるぞ！　リア、立てるかっ!?」

「大丈夫だ……」

　頭を振りながらリアは立ち上がる。

　幸いと言うべきなのかは分からないが、追ってきたゾンビフェアリーの内の何割かはリアが切り離した白蛇の体の方に関心を示した。彼かれらは動かない肉に噛みつく。

「レッカ様。ウチの魔ま術じゆつで、みなさんを透明にしましょうか？」

「ああ、頼む！」

「エアリム・ネクラム！」

　素す早ばやくハリッサが呪じゆ文もんを唱え、透とう明めい化かの魔術が俺たちにかけられる。

　しかし――

「何だ!?　こいつら見えてるのか!?」

　――ゾンビフェアリーたちは迷わず俺たちのあとを追ってきた。

　ここは森の中で、下は土だ。もしかしたら足あし跡あとや土を蹴る音で追つい跡せきされているのかもしれない。

　どちらにせよ、これでは透明になっている意味がない。俺はハリッサに魔術を解かせる。

　空を飛べば風精霊シルフイードたちに襲われるため、俺たちは必死に森の中を駆け回った。

　そして、激しく後こう悔かいすることになる。

　ここは谷底なのだから、抜け出すには坂を駆け登ればいいはず。

　そう思って上を目指すのだが、ゾンビフェアリーたちはいたるところから現れた。そのため何度も登ったり下りたりをくり返す羽目になり、そうしている内に完全に迷子になってしまったのだ。

　迷子と言うか、遭難と言うか。

「ハァ、ハァ……」

　谷、谷と言ってるが、出るために坂を登る労力は山道と一緒だ。当然、鍛えてもいない人間がずっと山の中を逃げ続けられるわけもないわけで……いい加減、限界が近かった。

　それなのにゾンビフェアリーには情け容よう赦しやというものが欠片もなく。

「また来たぞ！」

「……ッ」

　リアの叫びで、俺たちは再び走り始める。

　とうの昔に限界を迎むかえた澪は青い顔でリアに背負われているが、俺・つみき・ハリッサは走るしかない。コロナは病み上がりとは思えないくらい元気だが、さすがに少し息が上がり始めている。

　そう思った矢先。

「キャッ！」

「つみき！」

　木の根に足を取られて悲鳴を上げたつみきが、そのまま二、三メートルほど斜面を転がり落ちる。

「クッ！」

　慌あわてて俺はつみきを助け起こしにいく。

「大丈夫か？」

「う、うん。足はひねってないみたい」

　幸い彼女にケガはなかったようだが――

「アーアー」

　――落ちた分、ゾンビフェアリーの群れが間近に迫せまっていた！

「烈火！」

　澪を背せ負おって先頭を走っていたリアがこちらに気づいて振り返るが、間に合わない。

　俺は刃やいばに布を巻いて運んでいた『勇者の剣けん』の柄に手をかける。

　相手は小さいし動きが遅おそい。俺の素人剣術でも倒せるか!?

　とはいえゾンビフェアリーは軽く七、八人もいる。リアが澪を下ろしてこちらへ駆けつけるまで時間を稼げるか――瞬時に思考と覚かく悟ごが交錯するが、

　スッ――

　……素す通どおり？

　なぜかあれほど執拗に追ってきたゾンビフェアリーたちは、俺とつみきをスルーした。

　理由は分からなかったが、何にせよ運がいいには違ちがいない。

　俺たちは急いで起き上がり、リアたちを追いかける。途と中ちゆう、鈍足のゾンビフェアリーたちを追い抜いたが、やはり襲ってくることはなかった。

　何か襲ってくる条件みたいな物があるのか？

　だが少なくともリアには襲いかかってくるわけで、それなら結局逃げるしかない。

　だけど、このままじゃ打開策を考える余裕ができる前に潰れちまう……ッ！

　絶望的な未来が頭をよぎって、それを必死に振り払おうとした時――




「こっちよ！」




　――突とつ然ぜん、誰かの声が俺たちを呼んだ。

　何事かと思って声の方を振り向むくと、そこには地面から生えた生首が――

「早く！　風シ妖ル精フたちに見られる前に入って！」

　――ではなく、地面に開いた穴から顔を出した少女が俺たちを呼んでいるようだった。

　要点だけ告げた少女は穴の奥おくへと顔を引っ込める――「入れ！」ということだろう。

「みんなっ！」

　なんて、俺がいちいち言うまでもなかった。

　俺たちはほとんど転がり落ちるようにして、少女がいる穴の中へと飛び込んでいった。




　　　　　▽




　地面に開いた洞穴は意外と広い空間だった。俺の家のリビングくらいはある。思ったより高さもあったので飛び込んだ時に地面に頭をぶつけそうになったが、先に着地していたリアが受け止めてくれたおかげで助かった。

　全員が穴の中に入ったところで、先さき程ほど俺おれたちを呼んだあの少女が穴にふたをしてカモフラージュを施す。

「……」

　そのまましばらく彼女はふたに耳を当てていたが、やがてホッと息を吐いて耳を離はなした。

「大丈夫。もう行ったわ」

　少女の言葉に俺たちはホッとため息をつく。どうやら危機は去ったらしい。

「ありがとう。助かった」

「いいのよ。たぶん、お互い様だから」

「？」

　こちらが首を傾かしげると、少女は微笑ほほえんで。

「あたしもさっき食べ物を探しに外に出た時に見つかっちゃって追われてたんだけど、あなたたちがみんなの気を引いてくれたおかげで逃げられたの」

「なるほど。それで『お互い様』か」

　事情を説明され、さっきの言葉の意味を理解した。

「あたしはリュン。あなたたちは？」

「俺は波なみ乱だれ烈火」

「ナミダ、レ……？　随分長い名前ね。覚えづらいからナミーって呼ぶわ」

「ちょ」

　なにそのやたら女の子っぽいあだ名。

　つみき辺りがプッと噴ふき出していたが、リアは「それもアリか？」みたいな顔でうなっていた。頼むからやめてくれ。

　やや遠回しに「ナミー」という呼び方に抗こう議ぎなどしてみたが、どうもこの世界では名前に四文字以上使うのは一般的ではないようだった。

「へぇー、ナミーたちはチキュウっていうところから来たの」

　……そんなわけで、俺の抗議むなしく呼び名は「ナミー」で固定されてしまう。

　まぁ、つみきやリアや澪やコロナはすんなりと覚えてもらえたようだったが。

　最後に、ハリッサの番になって。

「あの……ウチはハリッサ・ホウプです。アブラアムの、魔導師で……」

「アブラアムの？」

　リュンは「アブラアム」という単語にピクンと反応した。

「？　リュンはアブラアムのこと知ってるのか？」

「……」

　こちらの問いにリュンは答えず、しばしハリッサをジロジロと見たあとでそっぽを向いた。

「……」

　な、何だろう。急に空気が悪くなったような……。

　俺は別の話題を振ろうとして、リュンの頭の上に不思議な輪っかが浮ういているのに気がついた。

「なあ、その頭のって……？」

「え？　何？」

　リュンは俺の質問の意図が分からなかったらしい。

「――それは風精霊シルフイードが風の流れを読むのに使うリングだ、後こう輩はい」

　横からコロナが俺の質問に答えてくれる。

　……待てよ。リュンが風精霊シルフイードってことは。

「お前はこの谷の生き残りか？」

　俺より先にコロナがリュンに尋たずねる。

「……みんなが死んじゃったみたいに言わないで」

　リュンはコロナの言い回しに嫌いやそうに答えた。

「ここは風ふう歌かの谷。風精霊シルフイードと風シ妖ル精フが住む村よ……二日前、この村を幽ゆう鬼き病びようが襲ったの」

「幽鬼病？」

「そう」

　幽鬼病……聞くからに恐おそろしい名前だ。

　俺がその病の詳しよう細さいを聞こうとした時――リュンのお腹がかわいらしくきゅるると鳴った。

「あ……」

　リュンは恥はずかしそうにお腹を押おさえる。頬が少し赤らんでいた。

　そういえばさっき「食べ物を探しに外に出た」と言ってたっけ。お腹が空いているのか。

「ちょっと待ってくれ」

　俺はリュックから携けい帯たい食しよくを取り出し、リュンに手渡す。

「これは何？」

「食べ物。よかったら食べてくれ」

「ふぅん……」

　不思議そうに包装紙を解いて、リュンはひと口かじりつき……顔を顰めて、ぺっぺっと吐き出した。

「なにこれ!?　全然〝マナ〟が含まれてない！」

「〝マナ〟？」

　聞き慣れない単語だった。

「マナというのは、貴様らの世界で言うところの魔ま力りよくのことだ」

『マナ＝魔力』ということか。

　精せい霊れい界では魔マ力ナの泉と呼ばれるところから絶えず魔力が生成され、大気や大地に満ちているらしい。木々や花々も魔力によって成長し、精霊や妖精はそうしてできたマナの実を食べ、魔力を体内に取り入れているそうだ。

「精霊の体というのはマテリアル体とアストラル体というふたつの要素で造られている。貴様ら人間風に言うならマテリアル体が『肉体』でアストラル体が『精神』もしくは『魂たましい』に等しい。特にアストラル体の維持にはマナが使われていて、マナの枯渇は精霊にとって致命的なのだ」

「ふむ……」

　ハリッサのような魔導師も精霊も同じく魔力を持っているようだが、その重要度はだいぶ違うようだ。

　魔導師――つまり人間――の場合、『魔力』は外付けバッテリーのような物で、魔術を使う場合に使用するが、仮になくなったとしてもガス欠になるだけ。

　対して精霊は『魂（＝アストラル体）』の主成分――という言い方が適切なのかは分からない――が『魔力』であり、『魔力』がなくなるというのは即すなわち、魂の消滅につながる。

「幽鬼病のウイルスはあたしたちの体内に入ると、マナを介してアストラル体を侵すの。病状が進むと自分で考えることができなくなって、次第に周りのみんなを襲うようになるわ」

　アストラル体――つまり精霊の魂を乗っ取り、さらに周囲を襲うことで感染を広げる……完全にゾンビ映画だ。

「そういえば、どうしてリュンは大丈夫だったんだ？」

　リュンも風歌の谷の住人だ。ほかのみんながゾンビ化してしまったのに、なぜ彼女だけ無事だったのだろう？

「あたしはこの谷で唯ゆい一いつの上級精霊だった。だから体内のマナ保有量が多かったのよ」

　本来、幽鬼病にかかった時の対策は非常に簡単で、〝ウイルスに侵された魔力〟をアストラル体から切り離せばいいらしい。人間で言えば悪くなった部位を切り取る外科手術のようなものだ。もっともアストラル体の切り離しは、人間の手術よりずっと簡単に、しかも自分の意思で行うことが可能らしい。

　そういえばリアも幽鬼病の風精霊シルフイードに噛まれたが、核以外の部分を捨てたおかげで無事だった。やはりあの時の彼女の判断は正しかったようだ。

「つまり、あたしはその切り離す部分がみんなより多かったってわけ」

　とはいえ、さすがに無限に切り離すことができるわけではない。アストラル体が維持できなくなるほど魔力が乏しくなってしまうと、もうこの方法は使えなくなる。

　だからリュンはこんな絶好の隠れ家を見つけながら、危険を冒してまでマナの実を探しに外に出なければならなかったらしい。

「……でも、そもそもどうして幽鬼病が谷中に蔓延したんだ？　体内のマナ保有量だっけ？　それが多かろうが少なかろうが、ウイルスにかかったアストラル体の切り離しは誰にだってできたんだろ？」

　話を聞く限りでは病気と言いつつ、対処には医者すらいらないように思える。

　魔力だってマナの実さえ食べていれば常に補給できるようだし、魔力の泉から絶えず魔力が生成される精霊界において、幽鬼病が谷ひとつ壊かい滅めつさせる可能性なんてゼロに等しいのでは？

　そんな俺の疑問に、リュンは……

「……谷にあった魔力の泉が枯れたの」

　苦しそうに、そう答えた。

　マナの実や大気中に満ちる魔力は、全すべて魔力の泉から湧き出る――その大事な泉が枯れ果てたということは……。

「最初に気づいたのは森で新しいマナの実がならなくなってからで、その時にはもう遅くて……精せい霊れい王おうのいる王都へはここからだと遠いし、風シ妖ル精フがドンドン倒たおれていって……必死に看病したんだけど、二日前に幽鬼病を発症した子に風精霊シルフイードがひとり噛まれて、そこからはもう、あっという間……」

　幽鬼病はアストラル体を侵すと同時に、マテリアル体にもダメージを与え、ダルさや高熱を伴うそうだ。意識が残っている間はそうして動けなくして、じわじわと精神を乗っ取っていく……ただのウイルスとは思えないほど狡猾なやり口だな。

　そうして風歌の谷に幽鬼病が広まったのが二日前……俺たちが精霊界に来る前日か。俺たちが迷めい宮きゆうに悪戦苦闘している間も、彼女はずっと谷中を逃げ続けていたのだろう。

　ゾンビの溢れる谷底の村にただひとり残されたリュン。

　疑いようもなく、彼女も『ヒロイン』だろう。

『物語』の内容は「ゾンビ溢れる谷からの生還」といったところか。

　分かりやすいが、その分危険度が高い『物語』だな……。

　かといってここに隠れ続けるわけにもいかなかった。俺たちの手持ちの食糧も心こころ許もとないし、マナが補給できていないリュンはもっと危ない。

　早急に谷から脱出する方法が必要だった。

「リア。俺たちを守りながら空を飛んで逃げる自信は？」

「……難しいな。さっきまでなら何とかなったかもしれないが、あの時の不意打ちが痛かった。あれで蓄えていたエネルギーの大半を捨てる羽目になってしまったから、風精霊シルフイードを振りきれるほどの速力も出せないだろう」

　コテージから脱出したあとも警けい戒かいを怠おこたらなければ……今いま更さら後悔しても遅おそい。

　空はダメ。だが歩いて谷を出ようにも、ゾンビフェアリーがうじゃうじゃいる。あれを全て振り切るのは極きわめて困難だ。

　誰もが打開策を思いつけずに黙っていると、




「――手ならなくもないぞ」




　唐とう突とつにコロナが呟つぶやくような声でそう言った。

「コロナにはあの囲みを突とつ破ぱするアテがあるのか？」

「あるぞ――それだ」

　みんながコロナの言葉に期待を寄せる中、彼女が指差したのは俺の持つ『勇者の剣』だった。

「精霊や妖精のアストラル体が魔力でできているのはさっき話したな？」

「……まさか」

「おそらく貴様の想像している通りだ、後輩。『勇者の剣』は魔力に関するものに対しては無類の強さを発揮する。それを使えば、谷からの脱出など容易い」

　嫌な予感が的中して、思わず呻くような声が漏もれる。

『勇者の剣』は魔法や魔術を切り裂く力を持つ――魔法や魔術の源が魔力なら、精霊や妖精のアストラル体の源も魔力だ。起源は同じ。同様に斬れないはずがない。

「ちょっと！　まさかみんなを殺すつもりなの!?　やめてよそんなの！」

　こちらの会話を聞いていたリュンが悲鳴を上げる。

「ああ……そんなことしないさ」

　今は幽鬼病に侵されている風精霊シルフイードや風シ妖ル精フも、魔力さえ戻れば元に戻るのだ。それを殺すなんてとんでもない。
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　かといって、別にコロナだって悪意があって策を提案したわけではないだろう。俺たちが生きてこの谷を脱出するには、幽鬼病にかかった彼らをどうにかしなければならない。

　問題は彼らをどう傷つけずに突破するか……あるいは『覇は王おうのダンジョン』を攻こう略りやくした時のように障害を『通とおり抜ぬけられれば』…………ん？

　障害を、通り抜ける？

　そういえば――

「――リュン。聞きたいことがあるんだけど」

「何？」

「幽鬼病にかかった精霊や妖精って、どういう条件で俺たちに襲いかかるんだ？」

「え？　条件？」

　リュンはキョトンとした顔になる。

「条件なんて言われても……幽鬼病になると、友達だって親だって、何の見境もなく襲うようになっちゃうけど」

「でも、俺とつみきは襲われなかったんだ」

　俺はこの洞穴に逃げ込む直前のことを思い出す。

　あの時、転んだつみきとそれを助けにいった俺をゾンビフェアリーたちは無視した。

　俺とつみきが異世界人だから？　だが、それならリアだって異世界から来た。けど彼かの女じよは襲われ、ウイルスに感染させられそうになっていた。

　このふたつの出来事の違いは――俺とつみき、リアとリュンの違いは……

「……魔力の有う無むだ」

「え？」

「俺とつみきは普ふ通つうの人間だから魔力を持ってない。けどリアとリュンは持ってる」

　そうだ。幽鬼病のウイルスは精霊や妖精のアストラル体――魔力の塊――に感染する。つまりこのウイルスが感かん染せん範はん囲いを広げるためには、「魔力を持つ生き物」を探さなければならない。

　そう考えるとこのウイルスが幽鬼病者に「生き物の持つ魔力を感知して、それを襲う」という風に操るのは理に適った話だ。

「なるほどな。精霊や妖精はアストラル体という形で魔力を必ず持っているのだから、むしろそうした特性をそのウイルスが備えているのは必然か」

「そうなるな」

　加えて言えばそういった特性にリュンが気づかなかったのも仕方がない。なぜなら精霊や妖精にとって魔力を持っているというのは当たり前すぎることなのだから。

「……けど、それが分かって、どうするんですか？」

　腰こしにしがみついている澪が俺を見上げて、肝かん心じんなところを尋ねてくる。

　幽鬼病者の「魔力を持つ者を襲う」という特性は分かった。

　だが、俺たちの中にはハリッサ、リア、コロナ、リュンと魔力を持つメンバーが多い。特性が分かったところで狙われることには変わりないのだ。

　しかし、相手の行動パターンが分かったなら、方法はある。

「……ちょっとだけ、澪に頑張って欲ほしいんだけど」

「？」

　俺は膝ひざ立ちになって澪と視線の高さを合わせ、これまでの逃とう避ひ行の中で拾い集めた情報から組み立てた作戦を彼女と、そしてみんなに伝えた。




　　　　　▽




　俺は澪とつみきを連れて谷底の村にまで戻ってきていた。

　ちなみに『勇者の剣』は持ってきていない。単純に身軽になりたかったというのもあるが、俺があの剣を持って別行動を取るとリュンが不安になるからだ。そのため『勇者の剣』は現在コロナに預けてある。

　あとは『勇者の剣』の出番がなくなるよう、俺の作戦が上う手まくいくことを祈るだけだ。

「ここでいいか」

　さっき天井を壊こわしてしまった棟の隣となりのコテージに入り、窓を開放する。

　お椀わん型の小さな谷という地形のためか、ここで唄うたうと歌声が谷中によく響ひびく――それは澪の歌が逃走中のリュンにも聞こえたことで確かく認にん済だ。

「澪。唄ってくれるか？」

「……」

　澪は不安そうな表情で小さく頷うなずいて、すぅーと息を吸い、

「遠くにない　後ろにない　目の前にあるそれは――」

　唄い出す。

「『未来の前日』だ……」

　つみきが唄い出しの歌詞を聞いてぽつりと呟いた。

　澪がその『未来の前日』を唄う間、俺とつみきの役割は見張りだ。窓から見える木々の間やその奥、葉や茂みの音にまで気を配って、死角をなるべくなくすように気を配る。

　そうこうしている内に、茂みをガサガサとかきわけて最初の客――小人のゾンビフェアリーが姿を現した。

　その後も澪の歌声が谷中に響くほど、彼女の歌声に釣つられたゾンビフェアリーたちが続々と集まってくる。

　最初に俺たちが襲われた時と同じだ。

　生き物の魔力だけでなく音にも反応するのか、それとも澪の歌声がゾンビすらも魅了チヤームしてしまうのか――そのどちらなのか分からないが、今重要なのはこうして谷中に散っていたゾンビフェアリーたちがこうして一ヶか所しよに集まっていることだ。

　上空にいる風精霊シルフイードには歌が届いていないようだが……まぁそれは仕方がない。

「――っと！」

　窓から中に侵しん入にゆうしようとした奴やつがいたので慌てて叩き落とす。

「ちょっと！　もういいんじゃない？」

「だな！」

　そう言って、俺おれとつみきは同時に窓を左右から閉めた。

「アーウー」

「ウーウー」

「うへぇ……」

　窓の外にはそれはもううじゃうじゃとゾンビフェアリーが集まっていた。

「澪。もういいぞ」

「――はい」

　澪は俺の合図で唄うのをやめる。

　彼女はまた俺の腰にしがみつこうとしたが、思わずといった感じで窓の外を覗のぞき――

「――あうっ！」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……平気、です。少し頭痛がしただけですから」

「？」

　なぜ頭痛がこのタイミングで……と思ったが、それだけ女の子にはショッキングな光景だったのだろうと自分の中で納なつ得とくしておいた。

　ともあれ、作戦は今のところ上手くいってる。

　こうやって俺たち「魔力なしメンバー」がゾンビフェアリーたちを一ヶ所に誘き寄せ、その間にリアたち「魔力ありメンバー」がリュンの案内で谷の反対側から脱だつ出しゆつする。

　シンプルだが一番犠ぎ牲せいの出ない方法だ。

　そして、ゾンビフェアリーに囲まれた俺たち三人はというと。

「さて……行くか」

「これでアンタの言う通りじゃなかったら、一生恨むからね？」

「……」

　無言で澪が俺の腰にしがみつく。

　それから俺たちは――堂々と正面からコテージを出た。

「アーアー」

「ウーアー」

　当然、外はゾンビフェアリーだらけだが。

「ウー……」

　彼らは俺たちがすぐ傍そばを通りすぎても、何の関心も示さない。

　俺・つみき・澪――「魔力なしメンバー」は何の問題もなく、ゾンビフェアリーたちの囲みを通り抜けた。

「……あの真っ赤な目に囲まれながら歩くのは心臓に悪いわ」

「同意するよ」

　お互いに冷ひや汗あせをたらしながら、乾いた笑いを漏らした。

　澪の歌にはゾンビフェアリーを集める力がある――だが、唄うのをやめてしまえば、彼女も普通の女の子に過ぎない。

　つまり幽鬼病者たちに襲おそわれる理由がなくなるのだ。

　おおむね俺の予想通りにことが運んだが……思っていた以上に、ゾンビフェアリーたちがボーッと呆けていたような気もする。いや、目が真っ赤でどこを見ているか分からないからそう見えただけなのかもしれないけど。

　ともかく、上手くいった。

　俺は途中からつみきと交代で澪を背負い――たまに彼女に唄ってもらって散り始めたゾンビフェアリーの気を引き――風歌の谷を脱出する。

　谷を出て、一キロほど離れた場所で待つことしばし……俺たちとは反対側から谷を脱出したリアたちが谷の縁ふちを大きく迂う回かいしてきて合流した。

「烈火！」

「よかった。みんな無事だったか」

「それはこっちのセリフでもあるぞ」

　俺とリアは笑い合い、お互いの無事を喜ぶ。

「貴様もなかなかやるのだな、後輩」

　刃を布でくるんだままの『勇者の剣』を肩かたに担ぎ、コロナが褒め言葉を口にする。

「たまたまだって」

「いや、『覇』……あそこから脱出した時もそうだったが、貴様は様々な物事を直感的に結び付けるのが上手い。それを実行に移す度胸もある」

　そうまで褒められるとこそばゆい。

　俺は照れて何か意味のない反論を口にしようとするが――直後に視界に入った〝それ〟を見て、一気に血の気が引いた。

「風精霊シルフイードだッ！」

　反射的に叫さけんだ俺の大声に、全員が空を仰あおぎ見る。

「「「―――ッ！」」」

　風精霊シルフイードが一、二、三人――谷の方から追ってきたのか!?

「みんなっ！　森の中へ……！」

　とっさに遮蔽物となる木々が生い茂る森へ逃げる指示を出すが、猛然と迫る風精霊シルフイードたちが追いつく方が、俺たちが森の中へ逃げ込むよりも早いだろう。そんなスピードでもしハリッサやリュンが襲われたら……ッ！

　その時。

「フンっ。仕方ないな」

　独り言のように呟き、コロナが『勇者の剣』を構え直す。

「!?　ダメっ……！」

　仲間が斬られる――そう思ったらしいリュンが悲鳴を上げる。

「コロナっ！　やめるんだ！」

　俺も彼女と同じことを考えたが、

「いいから任せるがいい。先輩にもいいところを見せさせろ」

　そう言うと、コロナは『勇者の剣』を振ふるった――剣の刃が風精霊シルフイードたちに到底届かないようなタイミングで。

「ッ!?」

　それなのに俺には布を巻いたままの『勇者の剣』から、見えない斬撃が〝飛んだ〟ような気がして――直後、まるでそれを証明するかのように、上空の風精霊シルフイードたちが何かに薙ぎ払われたみたいに墜落した。

「みんなっ！」

「安心するがいい。殺してなどおらぬ」

　コロナはリュンにそう告げながら『勇者の剣』を再び肩に担ぎ直す。

　とはいえ、言葉だけではリュンが納得できるはずもなく、彼女は大地に倒れ伏した風精霊シルフイードたちに近づいて胸に耳を当て……ホッと息を吐はいた。

　どうやらコロナの言う通り、風精霊シルフイードたちは無傷で無力化させられたらしい。

「コロナ。今のは？」

「貴様はかなり変則的な勇者だったようだから知らぬだろうが、この剣の力は魔力を切り裂き無効化するだけではない。扱い方を極きわめれば、魔力を〝奪ったり〟〝反射したり〟〝封ふう印いんしたり〟と様々なことができるのだ」

　もう感かん嘆たんのため息しか出てこない。

　さすがは初代勇者様だ。

　俺は改めてそう思った。

「でも殺さずに無力化できるなら、もっと早くそうして欲しかった……」

「ただ斬るのに比べて、この『技わざ』は体力と魔力を使うからな。病み上がりであいつら全員を傷つけずに倒すのは難しかったのだ」

　コロナは肩の上で『勇者の剣』をクルクル回す。

「このあとはどうする？　行くアテはあるのか？」

「そうだな……リュンはどうするんだ？」

　谷からの脱出はできたが、この場でリュンを放り出だしていくことなどできない。

「とりあえず、王都に行くわ。精霊王に助力を請うて谷を救ってもらわないと……」

　気を失った風精霊シルフイードたちを丁寧に作った下草のベッドに寝ねかせながらリュンは答えた。

「ム……王都か」

「？　何かあるのかコロナ？」

「…………いや、何でもない」

「そうか？」

「ああ」

　コロナは気にするなとばかりに手を振る。

「それじゃあ、その王都ってとこへ行くか」

　そういえばまだコロナからアブラアム由来の品がどこにあるか聞いていなかったが、まずはリュンを王都へ送り届けてから……そのあとで話を聞こう。

　そう考え、俺たちは精霊界の首都――精霊王とやらが治める王都へと進路を決めた。







サイドストーリー２　―響ひびきサイド―　〈七月二十一日〉







　エリシアをヤンに連れていかれてから日付で一日、時間で言えば十五時間ほどが過ぎていた。

　あのあと響たちは一度皐さ月つき・テトラの待機組のところへ戻もどり、エリシアとナルテシアの話を彼女たちに聞かせたあと、状じよう況きようの確認を行った。

「……じゃあ、烈れつ火かたちは当初の予定と別の異世界に行ってしまったんだな？」

「ええ、そうみたい」

（何をやってるんだあいつは……）

　あまりにも帰りの遅い烈火たちを心配し森羅の大魔ま法ほうで調べた結果、烈火がまたトンデモない状況に巻き込まれていることが分かり、響たちは揃そろってため息をついた。

「……まぁ、異世界のことじゃボクらにはどうしようもない。今のところ無事だというなら、あとは帰りを待とう」

「……そうね」

　皐月はやや心配そうに頷いた。

（それにしても烈火の巻き込まれ具合はどうなっているんだ？　ボクと比べても異常な頻度で『物語』に遭遇してる気がするが）

　響はなんとなく引っかかりを覚えたが、今考えることではないと思い直して頭の隅すみに追いやった。

　烈火たちもそうだが、超ちよう能のう力りよくに対抗する手段を調べに行ったシャーリーたちもまだ戻ってきていない。それを待つのも手だが、エリシアを連れ去られた現状ではあまり得策とは言い難かった。

　そうなると必然、響にやれることは限られてくるわけだが……。

「問題は、相手がどこまで信用できるかだが」

　そう呟きながら、響は頭上を見上げる。

　見上げた先には、九階建ての建物――エリシアたちと追いかけっこをしたデパートのある市の駅前ホテルだ。近隣では最も高い建物になる。

　響たちはナルテシアに呼ばれてここへ来ていた。

『情報交換をしよう』

　昨日、ヤンたちに逃にげられたあと、ナルテシアにそう提案されたのだ。

「皐月はやっぱり待っていた方がよかったんじゃないか？」

　響は隣に立つ皐月に尋ねる。

　彼女の一族が受け継ぐ森羅の大魔法は他の魔ま法ほう使つかいたちの目に触れないように、厳重に秘匿され続けてきた。

　その事情を鑑みれば、無む闇やみにほかの魔法使いのいるところへ彼女を連れてきていいわけなかったのだが。

「この中で魔法に詳くわしい人間は私だけでしょう？　私は直接ナルテシアさんに会ったことはないからどんな人かは分からないけど、もし魔法で何かされたらみんなが危ないわ」

　そう頑なに主張し、皐月は響たちについてきた。テトラだけは烈火やシャーリーたちの帰還の可能性を考え、今も待機している。

（それにナルテシアが必ずしもボクらと対等な関係を望んでいるとは限らないしな。万が一の時にボクらの行方ゆくえを知っている人間がいてくれないと困る）

「よしっ。行くか」

　響は気合いを入れ直し、ホテルの自動ドアをくぐった。

　フロントでナルテシアの名前を告げると、すでに言付けされていたのか何の問題もなく部屋番号を教えられ、みんなでエレベーターに乗り込む。

「……しかし、何でこういう場合ってどいつもこいつも最上階に部屋を取ってるんだ？」

「え？」

「いや、何度か『物語』を進める過程でホテルに潜せん入にゆうしたことがあるんだが、毎回のように目的の人物は最上階に泊まってたんだ。謎なぞの法則でも働いてるのか？」

「バカと煙は何とやら、じゃ」

　エレベーターの箱が上じよう昇しようする間の暇ひまな時間をテキトーなお喋りで過ごし、全員で無事に最上階に辿たどり着つく。

　フロントで教えられた部屋へ行き、ノックをすると――中から響の見知った少女がドアを開けた。

「チェルシー！」

「あれ？　チェルシーも来てたの？」

　響の驚おどろきの声とイリスの疑ぎ問もん符ふが重なる。

　応対に出てきた少女――チェルシー・マーガレットは少しだけ苦く笑しようを浮かべ、

「当主様のお付きでね。私は仕し事ごと柄がら、日本の土地勘かんも多少あったから」

　と、手短に事情を説明する。

　家を出ていたチェルシーが弟の病気を治したあと、一度マーガレット家に帰るという話をしていたのは聞いていたが、もしかして絶縁していた家族と和解できたのだろうか？

　その辺の事情も気になったが、ここで私的な立ち話をしているわけにもいかなかった。

「当主というと、ナルテシアのことか？　彼女が当主なのか？」

「そう。あんまり怒らせないようにね。そんな簡単にキレるような人じゃないけど……怒らせたらタダじゃ済まないから」

「フンっ、それはワシに言ってるのか？」

「ええ、その通りよ吸きゆう血けつ鬼きさん」

　ロザリンドは不愉快そうに鼻を鳴らし、腰に手を当てる。チェルシーの忠告は逆効果だったようだ。

「……」

　念のため響はスズランに目配せし、静かなるメイドは小さく頷いた。もしもの時はふたりがかりでロザリンドを止めるつもりだ。

（万が一のことは考えているが、基本的にここへは喧嘩をしに来たわけじゃないんだ。『エリシアの物語』の足りない情報を得るために……少しでも烈火の助けにならなければ）

　深呼吸をひとつすると、響はチェルシーに招かれるままに部屋の中へと足を踏み入れた。

　ホテルの部屋というのは入ってすぐの部屋にベッドが置かれていることが多いが、ここはベッドルームとリビングが別になっているらしかった。響たちが通されたのは、ソファとテーブルにテレビが置かれたリビングだ。

「――おお、やっと来たか」

　件くだんの人物――ナルテシアはソファに腰かけ、響たちを見てティーカップをテーブルに置いたところだった。カップに入っているのはどうやら紅茶らしい。

　優雅な所作と真しん紅くのドレスをまとったお人形のような容姿からは、まるで絵に描いた深窓の令嬢を想像させるが、その眼光は恐ろしく鋭するどかった。

「どうも」

「まぁ座れ、と言いたいが思っていたより人数が多いな。チェルシー、ベッドルームのイスも持ってこい」

「はい」

　ナルテシアに言われ、チェルシーは寝室から丸椅い子すを三つ運んでくる。その中に彼女自身の分は含まれておらず、運び終えるとナルテシアの座すわるソファの後ろに立った。ちなみにナルテシアは三人掛けのソファをひとりで使っている。

「……早さつ速そく本題に入りたいんだが」

　それに思うところがなかったわけではないが、マーガレット家内部のことに外の人間が口出ししては、逆にチェルシーが肩身の狭せまいを思いをするかもしれない……響は言葉を呑み込み、話を切り出した。

「ボクらはとある事情でエリシアがあの男たちに追われているのを知って、彼女を助けようとしていた。その過程でマーガレット家も彼女らを追っているのを知ったんだが」

「事情なァ……」

　含み笑いをしつつ、ナルテシアは紅茶をもうひと口飲む。

「お前たちはあいつらの『組織』がどういった物かは知っているのか？」

「……超ちよう能のう力りよく者しやの集団だろう」

「ほう。こんな平和な国の学生が、何でそんなことを知っているんだ……とは聞かないでおくか。そこまで突っ込む気はない」

（……やりにくいな）

　響はなるべく自然になるように肩の力を抜こうとした。昨日、目の前でヤンたちがいなくなった時もそうだが、ナルテシアには焦りや不安といった物がまるでない。こちらばかりが緊きん張ちようした状態では不利なままだ。

「大事なのは妾わらわとお前たちの間にどんな利害関係があるかだ」

「……それにはまずお互いの目的をハッキリとさせなければ話にならないだろう。マーガレット家は何でエリシアを、いや、『組織』を追う？」
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「そちらから先に……と言いたいが、お前たちはチェルシーと親しいようだしな。妾が黙ったところで漏れるだろう。もっとも、そんなことすればタダじゃ済まさないが」

「……」

　どこかおもしろがる調子のナルテシアに対し、視線を向けられたチェルシーは黙して極力反応を示さなかった。

（……そもそもナルテシアとチェルシーの関係は何なんだ？　姉妹？　いや、チェルシーには弟しかいなかったはず。だが母親にしては若すぎるし、いったい……）

　響がついふたりの関係を推し量ろうとしてしまっていると、隣に座っていたロザリンドがイラ立たしげにテーブルを指で叩たたいた。

「おい、小娘」

「それは妾のことか？　嬉うれしいなぁ。妾もまだまだ若く見えるか」

　ナルテシアは呵カ々カッと笑う。

　その態度がまたロザリンドの癇に障ったようだ。

「結局、貴様らが『組織』を追う理由は話すのか？　話さんのか？　いい加減、ハッキリせよ」

「フフッ、話してやってもいいが、そうさなァ、何かおもしろい見世物でもしてもらえればよいぞ」

「……ほう、なら見せてやろう」

　底冷えする声でロザリンドが頷き――彼女の双眸が赫あかく輝く。

「!?」

（『魅了チヤーム』で無理やり話を聞き出すつもりか!?）

　ある意味手っ取り早い手段だが、まだそんな強引な手を使う段階じゃない。

　響とスズランはロザリンドを止めようとしたが、時はすでに遅おそかった。

『魅了チヤーム』の瞳ひとみがナルテシアを見つめ、彼女を操り人形に変えようとする。

　しかし。

「――ヒトではないと思ったが、これは種族特性としての精神干かん渉しよう能力か？　魔法ではなさそうだ」

「……耐えた？」

「さすがにそこまで舐められては困るなァ」

　ナルテシアは『魅了チヤーム』に支配された様子もなく、にやにやと笑う。

（マズいッ！）

　思ったと同時に、響はロザリンドの後頭部を殴り飛ばした。

　ゴンッと鈍にぶい音がして、金きん髪ぱつ幼女の額がテーブルに叩きつけられる。

「～～～ッ、何をするのじゃ!?」

「申し訳ない。こっちのバカが失礼なことをしました」

　ロザリンドを無視して響はナルテシアに頭を下げた。

「ワシがバカじゃと!?」

「今のはご主人様が悪いです」

　バカ呼ばわりされたロザリンドが喚くが、スズランが彼女を押おさえて廊ろう下かの方へと連れていった。

「……さて、確かにおもしろい見世物を見せてもらったな」

　それが『魅了チヤーム』のことなのか、テーブルにぶつけて額を真っ赤にしたロザリンドのことなのか、響には判断しかねた。

　ともかく、ナルテシアは上機嫌そうに笑い、彼女を操ろうとした件について不問にしてくれたようだ。

（チェルシーはそう簡単にキレる人物じゃないと言っていたが、その通りのようだ……だが、あんな真ま似ねをしても怒らないとは）

　度量があるのか寛容なのか。

　これが魔法使いの家の当主というものなのだろうか？

（しかし……となると逆に、キレた時はどうなるのか怖くもあるな）

　響は心の中でわずかに冷や汗を流す。

　そんな彼女の心情を見透かしているのかは分からないが、ナルテシアは「では約束通り妾の目的を話そう」と言った。

「『組織』はな、マーガレット家からとある秘宝を奪ったんだ」

「秘宝？」

「さすがに詳しくは話せんが……そうさな、使いようによっては世界中の主要都市を焦土にできる代しろ物ものだ」

「なっ!?」

　驚くほど軽い調子で告げられた途と方ほうもない内容に、響は思わず言葉に詰まる。

「それは本当なのか!?」

「ウソをついてどうする？　なァ、チェルシー？」

　響はチェルシーの方に視線を移す。

「ナルテシア様の言う通りよ」

「……そうか」

　気を取り直すように響は大きく息を吸って、吐く。

（落ち着け。ボクらが巻き込まれる『物語』はこんなのばかりじゃないか）

　それにしたってもう少し段階を踏ふんで欲しい部分もあるが、愚痴っていても仕方がない。

「――で、今度は妾が聞く番だな。お前らの目的は何だ？」

「ボクらは……」

　響はことの経けい緯いを説明した。無論、森羅の大魔法のことだけは伏ふせておいたが。

「要するにお前らはエリシアとかいう女を助けたいということか」

「そうなるな」

「なるほどなァ。いや、全然まったくこれっぽっちも気持ちは分からないが、ほとんど見ず知らずの女を助けるために超能力者どもの『組織』と戦うことすら辞さないと」

「……ああ」

　もちろん、できることならそうなるのは避さけたいが、烈火と響たちに『ヒロイン』を見捨てるという選せん択たく肢しはない。

「フフッ、まぁいいさ。妾は人に善意があることを疑うほどひねくれてない」

　ナルテシアは存分に笑ったあと、急に目を細めて、

「それで？　お前らの中にそのエリシアとかいう女の行方を捜せる奴はいるのか？」

「どういうことだ？」

「なぁに、話は簡単だ。まず、我々の利害は一いつ致ちしている。マーガレット家の目的は秘宝の奪還。お前らの目的はエリシアという女の救助。それらの目的を果たすためには『組織』とことを構える必要がある。先さき程ほどの金髪ツインテールも含ふくめて、お前らは戦力になるだろう。無論、我々も。お互いに協力して損はないと思うが？」

　ナルテシアは紅茶の最後のひと口を飲み、空になったカップを置く。

「……そうかもしれないな」

　慎しん重ちように、響は答えた。

「妾としては『組織』のリーダーであるヤンが我らの秘宝を持っていると睨にらんでいる。お前たちが捜している女も奴と一いつ緒しよにいるだろう。問題は、どうやってそれを見つけるかだ」

「そうだな」

「妾たちにも手段がないわけではないが、こちらのやり方では奴らを見つけるのに少々時間がかかる。無む駄だに時を費やせばどうなるかは、さっき説明したな？」

　マーガレット家の秘宝を使えば世界中の主要都市を焦土に化すこともできる。ナルテシアとチェルシーはそう言った。

「そこでだ、お前らは一度見失ったエリシアという女を再度発見し、追つい跡せきする術があるのだろう？　その力を少しばかり貸してもらえないか？」

「……」

　エリシアを追跡できたのは皐月の森羅の大魔法があったからだ。

　響は思わず皐月の方に視線をやり――ナルテシアは目敏くその目の動きを追った。

「お前にできるのか？」

「えっ!?　と、その……」

「どうなんだ？　ん？」

　問い詰められ、皐月は右往左往する。

　森羅の大魔法のことをナルテシアには話せない……と、そこでチェルシーが動いた。

「皐月は探知魔法が得意なんです、ナルテシア様」

「探知魔法？　ならその娘は魔法使いか」

「はい」

　チェルシーは頷く。

「皐月は探知魔法が得意」というのは、かつて響たちが『チェルシーの物語』に関かかわった時、最初はチェルシーに皐月が森羅の大魔法の使い手であることを隠かくすためについていたウソの設定だ。

　皐月がボロを出す前に、とっさにチェルシーはあの時のことを思い出して同じウソをナルテシアに教えたのだろう。

「ふむ……その探知魔法は、何の手がかりもナシにゼロから探し物を見つけられるのか？」

「え……ええ、まぁ」

「それは凄すごいな」

　一いつ瞬しゆん、ナルテシアの目がギラッと光った気がした。

「よければ、ぜひ妾にも見せてもらいたいものだ」

「す、すみません。それはちょっと……」

「む……もしや、お前の家の〝固有魔法〟なのか？」

「あっ！　はい。実はそうなんです」

「そうか。では、諦あきらめるしかないな」

　はじめの食いつきがウソのようにナルテシアはあっさりと引き下がる。

「？」

　急激な態度の変化に響は首を傾げそうになるが、わざわざ蒸し返して藪蛇をつつく意味もないので黙っていた。

　それから皐月は別室でヤンとエリシアの行方を調べてくることになり、一度ナルテシアたちのいる部屋をあとにする。

「皐月。〝固有魔法〟というのは何だ？」

　廊下を歩きながら、響は先程のやり取りの中で分からなかった単語を皐月に尋たずねる。

「力のある魔法使いの家系には、『その家系の魔法使いしか知らない・使えない魔法』というのがあるわ。その魔法を指して〝固有魔法〟と呼ぶの」

「秘伝とか、一子相伝とか、そういうことか？」

「そうね。そういうのができた経緯については、少し魔法社会の歴史を話す必要があるのだけれど……まぁ、要するに〝固有魔法〟の質が魔法社会における各家の『格』になると言っていいの」

「なるほど」

（つまり魔法使いが自分の〝固有魔法〟を人に教えるわけがない。ナルテシアがすぐに引き下がったのも、それを弁えていたからか）

　ナルテシアがすぐに手配した別階の部屋に辿り着いた響たちは、念のため森羅の大魔法を使うところを誰だれかに見られないように警けい戒かいしながら、彼かの女じよが調べ物を終えるのを待った。

「……しかし、本当に奴らと手を組むのか？」

　不服そうなロザリンドが睨むような視線を響に寄越す。

「エリシアがヤンと一緒にいるのかどうかにもよるが……本当に『組織』が世界中の主要都市を破は壊かいするつもりなら、ボクらも無関係ではいられないだろう」

　できればチェルシーからもっと話を聞きたかったが、彼女はどうやら立場上ナルテシアの傍を離はなれられないらしく、今すぐというわけにはいかなかった。

　だがナルテシアの言う通り利害が一致している間は、彼女たちと協力関係を結ぶのはお互いにメリットがある話だ。

　気になることがないわけではないが……。

（あのデパートでヤンたちに逃げられた時も、ナルテシアはさほど焦りを見せなかった。それでいて、早急に奴らを見つけたいからとボクらに協力を持ちかける。『組織』の持つ危険性を説きながら、まるで慌あわてた様子がない。その余裕はどこから来るんだ？）

　そもそもあの少女が「世界が危ないから」なんて使命感で動くタイプなのかどうか……。

「……とにかく、まずはエリシアの居所が分からないことには始まらない」

　そこで会話を打ち切ると、響は腕うで組みして黙った。

　やがて、皐月がまぶたを開け、

「…………エリシアはヤンたちと一緒に移動しているわ」

　彼女がそう告げると、ロザリンドは思いっきり舌打ちした。







第四章　かつての勇者と魔ま王おうとその戦い　〈七月二十一日―二十四日〉







　精せい霊れい界の王都アルバストを目指す空の旅は微び妙みようにぎくしゃくしていた。

　原因はいくつかある。

　たとえば、いい加減手持ちの食糧が心許もとなくなってきて、一日に食べる量を制限しなければならなくなったこととか。

　王都が近づくにつれ、コロナが段々ピリピリしてきたのもそうだろう。それとなく理由を尋ねてみても答えてもらえなかったが。

　特に故郷があんなことになってしまったリュンは沈みがちだった。

　谷からの脱出は果たしたが、王都で精せい霊れい王おうに会い、幽ゆう鬼き病びようにかかってしまった住民たちを元に戻すための医い療りよう隊なり何なりを出してもらわない限り、彼女の『物語』はハッピーエンドにはならない。

　ただひとつ救いがあったとすれば、リュンは澪みおとよくお喋りをしてくれた。悲しみを紛らわすためなのかもしれないが、よく彼女の世話を焼きたがった。

「ねぇ、ミオのそれって、なんていう遊びなの？」

　夕食後。みんなの暗い気分を晴らそうと澪が一曲唄うたってくれたあと、一番楽しそうにしていたリュンが彼女にそう尋ねた。

「これは、歌、ですけど。リュンさんは唄ったりしないんですか？」

「？　歌ってなぁに？」

　どうやら精霊界には「歌う」という文化がないらしかった。

「へぇ～、チキュウにはおもしろい文化があるのね」

　その後、澪は簡単な歌をいくつかリュンに教え、一緒に唄ったりしていた。唄っている間はリュンも元気になれるらしく、よく唄っていた。

　そんなこともあり、リュンは澪ととても仲良くなったし、異世界人である俺おれたち相手にも人見知りせず接してくれるのだけれど――唯ゆい一いつ、彼女はハリッサにだけ冷たかった。

「あの……リュンさん」

「……」

「その……」

「……」

　――という風に、ハリッサが話しかけてもリュンはプイッとそっぽを向いて、返事ひとつしようとしない。

　こちらもコロナと同じで理由を尋ねても教えてもらえず、仕方なくハリッサの方に何か心当たりがないか聞いてみると――

「それは、たぶんウチが『アブラアムの魔導師』だからです……」

　――と力なく答えるばかりだった。

　あまりにハリッサが沈痛な表情を浮うかべるので、それ以上聞くことができなかった。

　せめて温かい食事とベッドがあれば、みんなの気分も持ち直すのだろうか？

　そう思いながら飛ぶこと二日――ようやく俺たちは王都アルバストに辿り着いた。
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　王都アルバストに辿り着いた時にはもうすでに陽ひが暮れかけていた。

　赤い光に照らされたアルバストの街並みは、家屋は基本、土や木など自然物で造られており、二階建て以上の建物は宿を除けば非常に稀だった。

「あたしもアルバストに来たのははじめてだけど、ここには国中からいろんな精霊が集まるから、だいたい四つの区画に分かれてるって聞いたことがあるわ」

　なぜ四つなのかといえば、この世界にいる精霊はだいたい四つの属性に分けられるかららしい。

　即すなわち、火、水、風、土。

　いわゆる四元素という奴やつだ。ゲームで見たことがある。

　妖よう精せいも精霊も俺たち人間のような体（＝マテリアル体）を持っているが、妖精はほとんど自然の中で暮らすらしく、家を持たないそうだ。精霊にしても水精霊は川や湖の中で暮らし、家を建てるのは火・風・土の精霊だけらしい。その家も基本的に土と木だけで造った簡素な物が多い。

　とりあえず、精霊王に会う前に宿を取ろうという話になった。

　頑張ってくれてはいるが澪もハリッサもいい加減限界が近かったし、つみきだって口にはしないが疲ひ労ろうがたまってる。正直な話、俺もだ。

　エリシアや響ひびきたちのことが気になるとはいえ、無理しすぎて倒たおれたら意味がない。リュンを精霊王のいる施し政せい宮ぐうへ送り届けて風ふう歌かの谷へ医療団を派遣してもらう手筈を整えたら、ひと晩体を休めることにした。

　ただ問題なのは俺たちが精霊界の通貨を持っていなかったことなのだが――これはリュンが出すと言ってくれた。

「ただのお礼よ。あたしだって助けてもらったことはちゃんと感謝してるんだからね」

　とのことだ。カッコつけても仕方ないので、素す直なおに厚意に甘えることにした。

「ナミーたちの場合、宿なら風精霊シルフイードが経営してるところがいいでしょうね」

「そうだな」

　火精霊のところは熱そうだし、土精霊のところは土まみれになりそうだ。風精霊シルフイードが造る家は風歌の谷で見たようなコテージが多いそうで、ただの人間組には一番体に合ってそうだった。

　風精霊シルフイードの夫婦が運営する宿の二階に部屋を三つ取ったあと、一階の食堂で夕食にした。

「調味料とか使ってないのね。自然な味」

　つみきは白身魚のような見た目と食感の果物を食べながら、あれこれと感想を漏らす。

　宇宙に行った時もそうだけれど、異世界の料理にも興味津々のようだ。こういうところはホント食堂の娘という感じなんだが、もうちょっと実力に反映されてくれれば……。

「私はもう少し味がついている方が好みだな」

「リアさんはどっちかって言うと濃こい味が好きですもんね。あっ、そうだ。あとで調理場借りて何か作ってあげますね」

「それはいいな」

　リアはつみきの提案に相好を崩す。

　まぁリアにはちょっと一味足りなかったのかもしれないが、俺は結構好きな味だ。ほかのみんなにもおおむね好評のようだった。

　ただひとり、コロナの感想だけは聞けなかったが……。

「……」

　コロナは宿に着いた時から、自分に割り当てられた部屋に閉じこもって一度も外に出てきていない。同室のハリッサによると「疲つかれた」と言って早々に寝てしまったそうだ。

「なぁ、ホントに何も食わなくていいのか？」

　自分の分を食べ終えたあと、一度部屋の前まで行って聞いてみたのだが、

「いらない」

　そうひと言返事があっただけで、出てきてくれなかった。

　返事の声の感じからして寝ているようにも思えなかったのだが……無理に部屋から出すのもどうかと思ったので仕方なく放っておく。

「さて、それじゃあそろそろ施政宮に行くとするか」

「ええ」とリュン。

「みんなは宿で休んでてくれ」

　そう言い残し、俺とリュンはいったん宿をあとにした。
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　精霊王が政務を行う施政宮は厳密に言うと建物ではなかった。

　世界樹と呼ばれる五、六百メートル級の途方もない大樹の中身を一部くり貫き、政務に必要な機関や施設を置いている……まぁ、建材を使った建物ではないというだけで、機能としてはアブラアムの王城とかとさして変わらないのだろうけど。

　リュンが施政宮で働く水精霊に用件を告げると、相手は「少々お待ちを」とだけ言って別室へ行ってしまった。

　そう言われてしまうとおとなしく待つ以外に選択肢のない俺たちは、しばらく待合室のような場所で待ちぼうけを喰らわされた。

「……」

「……」

　待たされる時間っていうのはどこでも長く感じる……。

　特にリュンはよく我が慢まんしたと思う。故郷の危機を救えるかどうかの瀬戸際なのだ。俺なら「待て」と言われた瞬しゆん間かんに、さっきの水精霊に掴つかみかかっていたかもしれない。

　そう彼女に告げると。

「瀬戸際だからこそ、ヘタな真似をして失敗できないでしょ」

「……意外としっかりしてるんだな」

「意外とって何よ。失礼しちゃう」

「あ、いや、ワリィ」

　若葉色のワンピースを着ているせいか、はたまた精霊というファンタジー性ゆえか、どうにもリュンって幼く見えるんだよな。

　谷で会った時もほとんど取り乱してなかったし。

　あんな目に遭ったのに……。

　なんて言えばいいのか、彼女は凄い「使命感」を帯びているようだ。たぶん、それは「谷を救いたい」ってことなんだろうけど……。

「お待たせしました。こちらへどうぞ」

　先程の水精霊が戻ってきて、俺とリュンを奥おくの階段へと案内した。

　何階か上り、どこかの部署らしき大部屋を抜ぬけ、さらに奥へ。

　応接間のような部屋に通され、ようやく俺たちはそこで施政宮のお偉いさんっぽい精霊と面会することができた。

　そして――




「申し訳ないが、今すぐ君の谷へ医療団を派遣することはできない」




　――そう、告げられた。
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　俺たちが宿に戻もどった頃ころには、すでに真夜中になっていた。

「ダメだったって、どういうことですか？」

　施政宮での出来事を話すと、真っ先にハリッサが尋ねてきた。

　彼女は若じやつ干かん青い顔をしている。

「……魔ま力りよくの泉の枯渇は、風歌の谷だけの話じゃなかったんだ」

　つまるところ、問題は全すべてその一点に集約された。

　妖精や精霊の魂たましいの源とも呼べる魔力――その供給源である魔力の泉が、国内で相次いで枯れ果てているらしい。

　幽鬼病の治療には大量の魔力が必要になる。

　ウイルスによって侵されたアストラル体を切除し、切除した分の魔力を補給し、アストラル体を回復させるためだ。

　だが、当然のことながら健常者にもマナの実は必要だ。

　病人の体力を回復させるために栄養が必要だからといって、健康な人間の食事をゼロにするわけにはいかない。

　ある意味、精霊界はゆるやかな食糧危機を迎むかえていると言っても過言ではなかった。

　ゾンビを生むウイルス。

　食糧危機。

　ゾンビ映画でも食糧の確保に困るシーンが入ることはあるが、今回のこれは規模が違ちがいすぎた。

「「「「「「……」」」」」」

　あまりの事態の大きさに、全員が息を飲み、しばらく沈ちん黙もくが流れた。

「……思うんだけどさ。暗黒物質ダークマターで幽鬼病にかかった精霊とか妖精って治せたりしないかな？」

　沈黙に耐えかねたようにつみきが尋ねてくる。

「ほら、あたしの料理食べるとリアさんって凄いパワーアップするじゃない？　人の口にはちょっと合わないかもしれないけど、精霊なら……」

「……仮にそうだったとしても、幽鬼病を治すには〝ウイルスに侵された部分の魔力〟をアストラル体から切り離す必要がある。完全に幽鬼病が発症した精霊たちは自我がなくなるから、自力でアストラル体の切り離しができないんだ。そうなるともう専門の技術を持った医者が外科手術で切り離すしかないらしい」

　そう。魔力の泉の枯渇によるマナの実の不作のほかに、医師の不足も問題なんだ。

「……もしくは、発症前に暗黒物質ダークマターを食べさせていたら魔力を回復できたのかもしれないけど」

「そっか……」

　今度こそ誰も何も言えなくなってしまった。

「いちおう、コロナにも伝えてくるよ」

　俺は断わりを入れてから、コロナが閉じこもっている部屋へ向かった。

「コロナ。入っていいか？」

「……構わぬ」

　中からぶっきらぼうな声がして、俺は遠えん慮りよがちに扉とびらを開ける。

　コロナはベッドの上で片かた膝ひざを抱えるように座って、入ってきた俺を横目で見やった。

「何か用か？」

「まぁその、施政宮に行ってきたんだけど……」

　先程下でも話した内容をコロナに伝える。

「そうか……で？　どうするのだ？」

「どうって……？」

「貴様らはアブラアムに行き、そこから地球へ帰りたかったのではないのか？」

「それも確かにそうなんだよな……」

　こちらの世界に来てからすでに三日だ。地球では七月二十三日になっていて、それももうすぐ終わろうとしている頃だ。

　皐さ月つきたちがどうなったのかも気になるし、こうも帰還が遅れれば心配もされているだろう。なるべく早く帰るべきだとは思うが……。

「リュンのことも放っておけないしさ……。何か解決の糸口だけでも見つけたいっていうか……」

「――どうしてだ？」

「え？」

　コロナはいつの間にか顔をこちらに向け、まっすぐと俺のことを見ていた。

「なぜ貴様はそこまで他者を助けようとするのだ？　あの澪という娘も厄やつ介かい事を抱かかえているのであろう？　おまけに故郷の世界にも心配事を抱えて、挙句の果てに迷い込んだ異世界の問題にまで首を突っ込むなど、正気の沙汰とは思えん」

「ああ……そういえば、話す機会がなかったっけ」

　風歌の谷に着くまでの間コロナは意識が朦もう朧ろうとしていたし、谷を脱だつ出しゆつしてからの旅はあまり会話する余裕もなくて、『波なみ乱だれの血筋』について話していなかった。

　かいつまんで話しても少々長くなる話なので、俺は彼女のベッドに座らせてもらい、自身の体質について説明した。

「貴様も難なん儀ぎな宿業を背せ負おっておるな」

「前ほどじゃないさ。頼れる仲間もいるしな。だいいちコロナだってアブラアムで『勇者』をやってたんだろ？　たいして人のこと言えないじゃないか」

「どうだか……我は自ら進んで世界を救おうとしたわけではなかったからな」

　そう呟いてコロナは黙だまり込む。

　彼女の視線は部屋の隅すみに立てかけられた『勇者の剣けん』に注がれていた。

「でも、結局魔王を封ふう印いんしてアブラアムを救ったんだろ？」

「……まぁそうだな。最初は本当に嫌々だったのだが……我を召しよう喚かんしたパステルという召喚術師が、これまたヒドい奴でな。元の世界に帰せと言っても頑として首を縦に振らず、嫌がる我を杖つえで殴なぐるわ足で蹴るわで……そんな奴にあちこち連れ回されている内に、気がつけば世界をひとつ救っていたという有様であったな」

「お、おう……」

　何と言うか、苦労したんだな。初代勇者様は。

　けど、そのパステルという人のことを話すコロナは――

「まったく、今思い出だしても腹の立つ奴だったな」

　――どこか楽しそうに微び笑しようを浮かべていた。

　彼女は決してそのパステルという人のことを嫌きらいではなかったのだろう。

　あるいは俺がハリッサのためにそう決意したように、コロナもパステルのために魔王を倒したのかもしれなかった。

　彼女がかつて勇者だったことを疑う気持ちは微塵もない。

　けど、だからこそ気になっていることがあった。

「コロナ」

「何だ？」

「どうしてお前は――あの『覇は王おうのダンジョン』に封印されていたんだ？」

　それはコロナに出会った時からの疑問点。

　なぜ彼女があんな地下迷めい宮きゆうに、まるで〝二度と出て来られないように〟封印されなければならなかったのか？

「俺の『血』のことはさっき話したよな？」

「……」

「もし何か『コロナの物語』にまだ解決していない秘密があるなら、どうか話してくれないか？　それはきっと俺が力を貸さなきゃならないことだから……」

　まだコロナに抱えている問題があるなら、それもちゃんと解決したい。

　正気の沙汰じゃないと言われても、俺がこうしたいんだからこうする。

「……っ…………」

　コロナは一瞬何かを言いかけて、やっぱり呑み込んで、首を横に振ふった。

「秘密などない」

「コロナ」

「あの『覇王のダンジョン』に、我は自らの意思で封印されたのだ。だが――」

　俺の声を遮り、彼女は微笑む。

「――暗く冷たい地下にひとり封ふうじられる『孤独』は……想像を絶した。我にできることと言えば、ただ眠ねむり続けることのみ。過去を夢見、目覚め、落胆した回数など数え切れぬ。我の覚かく悟ごが足りなかったと言われればそれまでだが……あの地下迷宮から出してもらったことを、我は深く感謝しているのだ」

「……」

「我は間ま違ちがいなく救われているよ、後こう輩はい」

　そうまで言われてしまっては、これ以上問い詰めることなどできない。

「それじゃあ……俺は部屋に戻るよ。これからのこと考えないと」

「ああ」

　カタッ……

「？」

　部屋の外で何か聞こえた気がしたが、扉を開けても廊下には誰もいなかった。

　疑問に思ったが、俺はそのまま自分が泊まっている部屋に戻り、疲れた体をベッドに横たえながら何か考えようとしたが、想像以上に疲れがたまっていたのか、どんどん意識が遠ざかっていった……。




　　　　　▽




「……ハッ!?」

　しまった……寝ねちまってたか。

　元々今日は体を休める予定だったとはいえ、この状じよう況きようで寝オチしてしまうなんて……。

　部屋の中は真っ暗だ。照明器具ってどの辺にあったっけ？

「アール。今何時だ？」

「朝の五時くらいですかね」

　この部屋には男の俺しか泊まってないので、アールとも気兼ねなく会話できる。

　朝ってことは、もう七月二十四日か……。

「みんなはもう起きてるかな？」

　確か三つ取った内の残りのふた部屋に、『ハリッサ・リア・コロナ』と『つみき・リュン・澪』のグループに分かれているはずだが、起きてるかどうか確かめるため、こんな時間に女子だけの部屋を訪ねてもよいものかと俺が悩んでいると――突とつ然ぜん、部屋の扉が乱暴に開かれ、数人の精霊たちが押し入ってきた。

「なっ!?」

「おとなしくしろ！」

　とか言われても、そもそもなす術なく床ゆかに押し倒されてるんですが。

「いったい何なんだよお前ら!?」

　思わず大声で怒ど鳴なりつけるが、向こうはそれ以上の大声で、

「黙れ！　魔王の手先めが！」

　わけの分からないことを怒鳴り返してきた。

「は？　はぁ……？」

　まったく心当たりのない濡れ衣に、俺は目を白黒させるしかなかった。
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　精霊の兵士たちに捕つかまった俺たちは樹木と蔓草でできた檻に入れられ、施政宮へと連行された。蔓草で編まれた格子なんて見た目は簡単に破れそうだが、やはりこれも魔ま法ほうでできた檻らしく、簡単に脱出できそうになかった。

　俺たちは荷物も全て取り上げられ、さらに魔力錠という手枷を嵌められていた。この錠をかけられていると全身が強制的に虚脱状態にさせられ、せいぜいもぞもぞと這ったり、目や口を動かすことしかできなかった。

　だが、なぜかその檻の中にリュンと澪だけがいなくて。

「ふたりは……？」

「分かんない……」

　彼女たちと同室だったつみきに小声で尋ねてみるが、結局行方ゆくえは分からなかった。

　トイレか何かの用事で外に出ていて運よく逃にげられたのだろうか……気がかりだったが、この状況では自分たちの身の心配をした方がいいかもしれなかった。

　なにしろ周りを囲む兵士たちときたら、みなピリピリとしていて、まるで俺のことを親の仇とでも思っている風な視線を寄越してくる。もちろん彼かれらから恨みを買うような真ま似ねをした覚えはない。

　気になるのは「魔王の手先」というあの言葉……。

「むしろ魔王を倒した勇者なんだけどな……それもふたりも」

「……」

　軽い冗じよう談だんを言ってみたが、コロナは無言だった。空気を読まなすぎたかな……。

「ウチら……どうなるんでしょうか？」

「誤解が解ければ解放してもらえるだろうけど……まずは何でこうなったのか知らないことにはなぁ……」

　それにリュンと澪の行方が分からない。

　仮にこの場を無理やり脱出したとしても、その後王都内であのふたりを捜すのは難しくなるだろう。それではふたりの少女の『物語』を見捨てたも同然になってしまう。

　とにもかくにも、状況を把は握あくしなくちゃ始まらない。

　俺たちはおとなしく檻に入ったまま魔法で宙に浮かされ、施政宮――世界樹の登頂部付近の窓から直接室内へと運ばれた。

　そこは奥の部屋に通じるドアと上階へ向かう階段以外何もない殺風景で広い部屋だった。そんな部屋にいたのは俺たちをここまで運んだのよりさらに多くの兵士たちと、明らかにひとり発する雰ふん囲い気きの違う壮年の男性だった。

「王よ。連れて参りました」

「ご苦労」

　男はここまで檻を運んだ兵士たちを労って、彼らをその場から一歩下がらせた。

　兵士たちから「王」と呼ばれるこの男性は……。

「アンタが精霊王か？」

「いかにもそうだ」

　年月と威い厳げんを感じさせる態度で、精霊王は俺の問いに短く頷うなずいた。

　赤・青・黄・緑の四色に分かれる不思議な瞳ひとみが、俺たちに向けられる。いまいち「誰」を見ているのかは分からないが、たぶん俺たちの中の「誰か」を見ているんだろう。

「お前たちが魔王とその手先か？」

「違う」

　キッパリと否定する。

「……」

　真っ向から返されても特に慌てた様子もなく、精霊王は泰然としていた。

「誤ご魔ま化かしても無む駄だだ」

「何でそんなこと言えるんだよ……アンタたちが言う『魔王』ってのが誰のことかは知らないが、実際に見たことあんのか？」

　俺の知ってる魔王といえば何段階も変身するドラゴンだ。もちろんあんなのの親戚みたいな奴は俺たちの中には……まぁリヴァイアサン化したリアなんかは少しだけ似てるかもしれないが、当然魔王なんかじゃない。

「確かに……かつて魔界より精霊界に攻め入った魔王の逸話は多いが、容姿に関しては脚色がなされすぎてハッキリとは分からぬ」

「だったら、最初から全部勘かん違ちがいだ。こんなことする以上、何かあったのかもしれないけど、俺たちは関係ない」

「いや、それはない」

　今度はこちらが真っ向から否定された。

「魔王の容姿に関する正確な伝承はなくとも、ふたつ確実に伝わっていることがある」

　そう言うと精霊王は兵士たちを呼んで「ある物」を持ってこさせる。

　それは――

「ひとつはこれだ」

　――俺たちの部屋にあった『勇者の剣』だった。

「何でその剣が根拠になるんだよ？」

　俺の問いに、精霊王は『勇者の剣』を持つ手と逆の手から小さな炎ほのおの弾を生み出し、その刃やいば――すでに巻いていた布は取られていた――にぶつけてみせる。

　当然、『勇者の剣』によって火の玉は真っ二つに斬られ、霧散した。

「魔法を斬る剣。かつて魔王が振るい、精霊界を恐きよう怖ふの渦に落とし込んだと伝わる『魔ま剣けん』と同じ能力だ」

「――え？」

　その剣が魔法を――魔力に関するものを斬れることは知っていた。

　けど……『魔剣』だって？

「ちょっと待てよ！　それは『勇者の剣』って言って……」

「何をバカなことを。こちらのあらゆる精せい霊れい魔ま法ほうを無効化し、どれだけ防ぼう御ぎよを固めようとも我ら精霊のアストラル体を問答無用で絶つ恐るべき『魔剣』が、よりにもよって勇者の物だと？　そんなことがあるはずない」

　会話が噛み合わない……ッ！

　どうなってるんだいったい――俺は苦し紛まぎれにアールを見る。

「考えられる可能性はふたつでしょうか。ひとつは『勇者の剣』とまったく同一の能力を持った『魔剣』を、かつてこの世界を襲おそった魔王が使っていた。もうひとつは……そもそもそんなややこしい話などではなく」

　いつでも他人事の未来人は相変わらず無表情に、

「『勇者の剣』も『魔剣』も呼び方が違うだけで、どちらも『同じ剣』であるということ。そして」

　平坦な声で、

「その場合は『勇者』も『魔王』も『同一人物』である可能性が高いということです」

　一番考えたくない可能性を指し摘てきした。

　自然と、俺の視線は……ずっと無言を貫いているコロナへと向けられた。

「……」

　彼女は慌てて取り乱すような真似はしなかったが、顔を蒼白にしてジッと俯うつむいていた。

「魔王に関する伝承で、もうひとつ正確に伝わっていることがあると言ったな」

　まだ呆ぼう然ぜんとしている俺たちに向かって、さらに精霊王はつけ加える。

「『覇王のダンジョン』とはその魔王を封じるために、先代の精霊王がお造りになられたものだ。その『覇王のダンジョン』からお前たちが出てきたのだと、私に教えてくれた者がいた」

　そう精霊王が言うと、奥の部屋の扉が開き、ふたりの少女が出てくる。

「リュン……澪……」

「……」

「……烈れつ火か」

　俺の呼びかけにリュンは無言だったが、澪だけは気遣わしげな声でこちらの名前を呼んだ。彼かの女じよはなぜかリュンと同じような服装に着き替がえており、不安そうに体を震わせている。
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「この姉妹がお前たちのことを報告してくれたのだ」

「……？」

　確かにふたりとも同じ服を着ているし、リュンは頭の輪っかを引っ込めていて――イリスの尻尾みたいに出し入れ可能みたいだ――姉妹に見えなくもなかったが、もちろんそんなはずはなかった。だが、無意味に指摘して彼女たちまで捕まってしまっては状況がより最悪に近づいてしまう。俺は黙っていた。

「あたし、昨日聞いたんだから……あんたたちが『覇王のダンジョン』から出てきたって」

　リュンは喋りながら、俺たちに何かを訴えたそうにしている澪をその背に庇うように隠かくした。

「昨日聞いた」？　……って、もしかして昨日コロナの部屋の外でした音って、リュンが盗み聞きしていた音だったのか？

　こちらの沈黙を肯定と受け取られたらしく、精霊王の視線がさらに厳しいものになる。

「昨今、魔力の泉が立て続けに枯れ果てている件も、魔王とその手先の仕業だというなら納なつ得とくがいく」

「ッ!?　ちょっと待て！　コロナはつい最近まで『ダンジョン』にいたんだ。そんなことできるわけないだろ!?」

　今のはコロナが魔王だと認めてしまう発言だったかもしれないが、それでもあり得ない冤罪までかけられては抗弁するしかなかった。

「魔王たちの言い分などどこまで信用できる？　仮にそうだとしても、魔王の手先であるお前たちが魔王の指示でやったのだろう」

「俺たちは四日前にこの世界に来たばっかりでッ」

「確かに奇抜な衣装をしているな。魔族はそういった格好を好むのか」

　魔族……異世界は異世界でも、俺たちは魔界辺りから来たと思われているらしい。

　現状、精霊王たちから「魔王」と目されているコロナはつみきの服を借りているし、当然俺たちも地球産の服を着ている。コロナと俺たちは同じ集団――つまり魔王一行と見られているのだろう。

「ともかく、魔王には聞きたいことが山ほどある……。全員、牢につないでおけ。生きてここから出られるとは思わぬことだ」

　精霊王は兵士たちに俺たちを運ぶよう命令を下した。




　　　　　▽




　牢屋というと何となく地下のイメージがあったが、ここでは真逆で施政宮のてっぺん付近に設置されていた。しかもどうやらこの牢屋から下りられるのは、先さき程ほど精霊王と面会した部屋が限界で、それより下へ続く階段は存在しないらしい。

　なるほど。これでは空でも飛べない限り、脱走には窓から飛び降りるしか方法はない。だが魔力錠で拘こう束そくされている以上、リアや風精霊シルフイードでもそんなことは不可能だ。嫌いやになるほどよく考えられている。

　コロナと引き離はなされた俺たちは粗末な囚人服を着させられ、ひとりひとり別々の牢に入れられた。当然、魔力錠はかけられたままで、ロクに手足に力を入れられない状態で寝転がされている。

「はぁ……アンタと一いつ緒しよだととんでもない体験ができるわね」とつみき。

「すまん」

「別に謝って欲ほしいわけじゃないんだけど」

　その割には皮肉っぽく聞こえたんですが……。

「とはいえ、これからどうする？」

「どうするかな……？」

　隣となりの牢屋から壁かべ越しに問うてくるリアに、俺おれは若じやつ干かん途と方ほうに暮れた声を出す。

　考えるべきことは二点。ここからの脱出法とコロナのことだ。

　コロナがかつて魔ま王おうだった……もちろん衝しよう撃げきの事実だが、彼女を見つけた当時の状況的にも魔力の泉の枯渇に関かかわっているとは考えにくい。

　だからといって、あの精霊王や兵士たちの態度からして、そのことを訴うつたえても無駄だろう。証拠云々というよりも感情的に魔王が潔白だと信じてもらえそうにない。

　なら、彼女を助け出して逃げるか？

　今のところはそうするほか選せん択たく肢しがない気もするが……仮にここから逃げられたとして、この世界と『リュンの物語』のことはどうするのか？　思考が行き詰まる。

　その時、誰だれかが牢屋に入ってきた。

「リュンか……」

　俺は虚脱状態の頭を頑張って起こし、格子の向こうに立っているリュンを見上げる。彼女は侮蔑の目で俺のことを見下ろしていた。

「……」

　リュンに手を引かれた澪は不安そうな顔をしている。

「澪に自分の服を着せて姉妹だって言ったのは、彼女を牢屋に入れないためか？」

「……そうよ」

　確かく認にんを取ると、文句あるかと言わんばかりの顔をされた。

　別にそのことについて文句はないのだが……。

「リュン。どうしてこんなことをしたんだ？」

「魔王が復活したなんて事実を知ったんだから、それを精霊王に報告しただけよ」

　リュンはわずかに視線を逸らして答えた。

「……澪に聞いたら、あんたらが魔王の封印を解いたって言うじゃない。捕まって当然よ」

「俺たちは魔界出身でもないし、魔族でもない。澪と同じ世界から来たんだ……彼女から話を聞いたって言うんなら、それくらい知ってるだろ？」

「聞いたわよ……でも、澪は記き憶おく喪そう失しつなんでしょ？　だったらあんたらがウソを教えたって、この子には分からないじゃない。それにあんたらに異世界に渡る術があるんなら、魔界からチキュウへ行って、また戻ってきた可能性だってあるわ」

「そんなの……」

　リュンが言ってることは無む茶ちや苦く茶ちやな論理だったが、この場で完全に否定できる材料が思いつかなかった。

「……どちらにせよ、あの女が魔王なのは事実なんでしょ？　あんたらは魔王と本当に無関係なら、いずれ釈放されて……」

　疑いは捨てきれないが、完全に疑っているわけでもないのか、リュンはそんなことも言う。澪のことを誤魔化した辺りからも感じられるが、俺たちが本気で魔王の手先だとまでは思っていないようだ。

　ただし、コロナが魔王で、彼女が魔力の泉を枯らせ――風歌の谷に幽鬼病を蔓延させた遠因であることには確信を抱いだいているようだった。

「リュン」

「……なぁに？」

「コロナが魔王だとしても、彼女に魔力の泉を枯らすなんて不可能だ」

　俺は彼女が『覇王のダンジョン』に封印されていた時の状況を詳くわしく語った。

「……な？　コロナはあそこから出ることなんてできなかったし、封印を解いたあともすぐ倒たおれちまうくらい弱ってたんだ。魔力の泉を枯らすとか、そんな悪事を働く余裕なんてなかったはずだ」

「――ふざけないで」

　説得を続ける俺を、リュンは冷たい声で遮った。

「あの女は魔王なのよ？　どうして信じられるの？」

「……」

　魔王……魔王か。

　やっぱりそこがネックなんだよな。

『魔王』――悪の代名詞。コロナがかつて魔王であったという事実が、精霊王やリュンの印象を悪い方へと変えてしまう。

　俺だって何の前情報もナシに魔王という単語を聞かされれば、同様の印象を彼女に対して持っただろう。だが――

「――コロナは一度世界を救ってるんだ」

「？」

「ハリッサがアブラアムっていう国の魔導師だってことは知ってるだろ？」

　俺は横目でハリッサの入れられたはす向かいの牢を見やる。

「コロナはアブラアムの召喚術師に召喚されて、世界を救ったんだ。本当に根っからの悪のことを『魔王』と呼ぶなら、彼女は『魔王』なんかじゃない……『勇者』だ」

　確かにコロナはかつて精霊界を脅かした魔王だったのかもしれない。

　でも、勇者となった時にきっと彼女は変わったんだ。

　だって彼女はアブラアムを救ったあとこちらの世界に帰ってきているのに、世界を滅ぼさなかった。それに『覇王のダンジョン』に封印されたのは自分の意思だとも言っていた。もしもアブラアムに召喚されたのが精霊界へ侵攻している最中の出来事だったなら……その争いに終止符を打つためにそうしたんじゃないのか？

　半分は推測だ。だが、少なくとも――

「――俺が出会ったコロナは悪人じゃなかった。俺は見たままの、今の彼女の方を信じる」

「……じゃあ何のせいだって言うのよ!?」

　俺の反論に、リュンは激昂する。

「誰のせいでもないって言うの？　魔力の泉が枯れたのは自然なことなの？　だったら風歌の谷に幽鬼病が蔓延したのも当たり前のこと？　あたしの……ッ！」

　そこでリュンは言葉を詰つまらせ、目め尻じりを拭った。

　彼女が突然上げた悲鳴に俺は虚を突つかれたが……同時に、なぜ彼女も精霊王も「魔王が原因」だと決めつけるのか分かった気がした。

　生あい憎にくと、俺はこの世界の仕組みに詳しくない。だが、たとえば地球上の水は川から海へ流れ、海から蒸発して水蒸気になり、水蒸気は集まって雨雲となって地上に降り注ぎ、また川に戻って海へ還るという循環を繰り返している。

　しかし、この世界の魔力はそうでないとしたら？

　幽鬼病を治すには悪くなったアストラル体の魔力を「切り捨てる」と言っていた。

　魔法を使えば魔力は「消費するもの」と聞いている。

　ほかにも植物は魔力で育つらしいが、では植物は光合成のように魔力を生み出すのか？　植物は実をつけて、種をまく。その種もまた魔力で育つ。

　もしこの世界の魔力が循環するものではなく、泉から湧いてくる端から使い潰つぶしていくものだったとしたら？

　泉から無尽蔵に魔力が湧き続けていたなら問題なかった。

　だが、実際問題として魔力の泉は枯れた。

　もしそれが自然の成り行きとして、泉に貯蔵されていた魔力が全て尽きたという意味なら、精霊界はどうなる？

　そんなのは分かりきってる――滅びだ。

　この世界は泉から湧く魔力がなければ成り立たない。精霊のアストラル体もそうだし、食べ物だって魔力によって育つ。それらの根本がなくなるのだ。幽鬼病を治す云々どころの話ではない……待っているのは世界の終わり。

　だから、彼女たちには原因が必要なんだ。

　魔王が魔力の泉を枯らせた――ならば、魔王をどうにかすれば、また泉は甦る――という希望のために。

　それを身勝手だと言うのは容易いかもしれないけれど。

「……」

　俺はとっさに何も言えなかった。

「……これ以上あんたの話は聞きたくない」

　リュンは俺から目線を逸らし、澪の手を引っ張った。

「ほら、澪がどうしても会いたいっていうから連れてきたのよ。さっさと済ませて、早く宿に戻りましょ？」

「……うん」

　澪はおずおずと前に出ると、牢の前にしゃがみ込んで、ツルでできた格子を掴つかんで俺に顔をギリギリまで近づけた。

「……ごめんなさい。まさかこんなことになるなんて……私、聞かれて、コロナさんのこと話しちゃって……」

「いや、いいんだ。その時の澪にこうなることなんて分かるはずないし」

　俺は首を横に振って、気にするなと彼女に伝える。

「……」

　その時、澪は肩かた越ごしにリュンを振り返り……彼女がこちらを見ていないことを確認すると、こっそりと牢の格子の陰かげに隠すようにしてとある物を置いた。

　それは兵士たちに取り上げられたエリシアのピアスだった。

「―――！」

　あのピアスにはエリシアの超ちよう能のう力りよく『壁かべ抜ぬけ』が……！

「私のだって言って、返してもらいました」

　たとえ超能力が使えるようになるアイテムでも、見た目はただのピアスだ。澪が「俺に預けていた」とか何なら「盗られた」とでも言って必死に頼たのめば、返してもらうのは不可能ではないだろう。

「コロナさんは上に……荷物は下に……」

　リュンに聞こえないようにぼそぼそと最低限の情報を俺に伝え、澪は立ち上がった。

　話が終わったと見て取ると、リュンは彼女の手を取ってさっさと牢屋を出ていく。

「……！　……ッ！」

　俺は力の入らない四肢を叱しつ咤たしながら少しずつ這ってピアスに近づき、口にくわえた。

　これって手に持たなくても使えるのかな……まぁ、ポケットに入ってても使えたんだから、大丈夫か。

　さて、これを使えばとりあえずみんなを牢から出すことはできる。

　けどみんなで芋虫みたいに這っていったらすぐ捕まって連れ戻されちまうよなぁ……。

　逃げるにはこの全身を強制虚脱状態にする魔ま力りよく錠を何とかしないと。

　とはいえ手元の手札は『壁抜け』のカードだけで、力が入らなくてリヴァイアサン化もできないんじゃ、リアにだってこの錠は……ん？　『壁抜け』？

『覇王のダンジョン』で壁にもたれかかった時、俺は「足首を部屋に残して」「下半身は壁の中」「上半身は廊ろう下かに突き抜ぬけた」……つまり部分的には『壁抜け』をして、部分的には『壁抜け』をしていないことになる。

　それって『壁抜け』は体の一部分だけでも可能ということにならないだろうか？

　そして、俺たちは『覇王のダンジョン』の天てん井じよう（あるいは床）を『壁抜け』して攻こう略りやくした。語呂が言いから『壁抜け』と呼んでいたが、抜けられるのは『壁』に限らないということだ。

　つまり――『錠』を嵌められた『手首』を『抜けさせる』ことも……。

　ガチャンっ

　魔力錠が床に転がる。

「……可能でよかった」

　ホッとため息をつき、俺は手足に力が戻もどっていることを確かめて立ち上がった。

「……」

　魔法で造られたツルの格子も錠と同じく突とつ破ぱして隣のリアの牢へ行く。

「烈火？　どうやって……」

「しっ」

　牢屋の前にいる看守に気づかれないよう注意しながら全員の錠をはずし、澪がもたらしてくれた情報をみんなに伝える。

「そう、澪が……これからどうするの？」

「まぁいったんは逃げるしかないかな……」

　精霊王たちの疑いを晴らすのは容易じゃない。

「とにかく分からないことが多すぎる。どうして魔力の泉が枯れたのかとか、幽鬼病のこととか……でも、ここにいたんじゃそれを調べることすらできそうにない」

　ただ分かっているのは、『波乱』を引く俺は『物語』の安全装置、最後の希望だということ。

　俺が立ち止まってしまえば、『物語』はバッドエンドを迎むかえる――それだけは阻止しなければならない。どうすれば風歌の谷を、精霊界を救えるのか分からないけれど、とにかくこの牢屋でおとなしくしている時間はない。

　だから、ひとまず施政宮を脱出して、王都からも離れるしかないだろう。

　がむしゃらにでも前に進んで、『物語』を救う手立てを見つけるために。

　その前にするべきことは、ふたつ。いや、三つある。

「まずは取り上げられた荷物を取り返す。ハリッサの杖とかがないと縁えん辿たどりの魔ま術じゆつも使えない。その次にコロナを助けて……できれば、リュンと澪も連れていく」

　もしかしたらリュンの説得は難しいかもしれないが……。

「じゃあ、行くぞ」

　悩み続けている時間はない。

　俺たちは隠密に、行動を開始した。
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　部分的な『壁抜け』ってのは思いのほか便利だった。床に頭を突っ込んで、こそ～っと階下の状況を確認し、誰もいなければそのままみんなと一緒に床を突き抜けて下の階へ移動。部屋の外の状況も確認できるから誰かに見つからないように動けるし――何より不意打ちがしやすい。

　最初に俺たちが檻に入れられて連れてこられた部屋の奥おくの部屋。どうやら囚人から取り上げた証拠品や尋問に必要な道具を収める詰め所だったようだ。そこにいた兵士たちをリアが気絶させ、俺たちは自分たちの荷物を捜した。

「っと、あった」

　ハリッサの杖に、みんなの服……響の指ゆび貫ぬきグローブもある。これがないと地球に帰れない……ただ『勇者の剣けん』だけはここにはないようだ。

「絶対にこっち見るんじゃないわよ？」

「はい」

　状況的に別々の部屋で着替えというわけにもいかないので、同じ室内で囚人服から自分の服に着替える……つみきに言われるまでもなく後ろなんて振り返りませんよ？

「そこは振り返りましょうよ」

　黙れセクハラ二歳児。

　アールのブレなさは一度矯正が必要だと思う。

　ただでさえ衣擦れの音とかが心臓に悪……いや、聞き耳なんて立ててないよ？

　ともあれ荷物を取とり戻した俺たちは次にコロナを助けるべく、ハリッサの透とう明めい化かの魔術と『壁抜け』を駆使して、最上階を目指す。

　そうして誰にも見つかることなく――あるいは無力化し――、最上階にあるひと際厳重な牢屋の中にいるコロナを発見した。

「コロナッ！」

「……烈火？」

　透明化の魔術を解いたことで、コロナには俺たちが突然牢屋の中に現れたように見えたのだろう。彼女はやや呆あつ気けに取られた声を上げた。

「よく脱獄できたな」

「澪のおかげでな。コロナも早くここを出よう」

「……いや、我のことは置いていけ」

「よしっ、待ってろよ……って、『置いていけ』!?」

　思わず飛び出た素っ頓狂な声にみんなが「シィー！」と唇に指を当てた。

　慌あわてて口に手をやり……今度は小声で話すよう心がけながら、改めてコロナを見る。

「置いていけってどういうことだよ？」

「言葉通りの意味だ……これ以上迷惑はかけられん」

　コロナは俺の視線から逃げるように俯く。

「何言ってんだよ!?　迷惑なわけないだろ？」

「……我は魔王なのだ」

　小さな声で、彼女は呟つぶやいた。

「我が正体を隠していたせいで、お前たちにまで精霊王から嫌疑をかけられてしまった」

「……」

『覇は王おうのダンジョン』に封ふう印いんされていたこと。

『魔剣』の所有者。

　精霊王の話と、たった今コロナが口にした謝罪の言葉から、もう彼女が魔王であったことは疑いようのない事実と認めざるを得なかった。

「元勇者……の前は、元魔王。それが、コロナの抱かかえていた秘密だったんだな？」

「……そうだ」

「どうして言ってくれなかったんだ？」

　その問いは俺の意に反して、もしかしたら彼女を責める声に聞こえてしまったかもしれない。それでも彼女の真意を知るために聞いておきたかった。

「我の正体が知られて……怖がられたく、なかったのだ」

　コロナは懺悔するようにそう答えた。

　昨晩、彼女自身から聞いた話を思い出す。

「孤独だった地下の迷めい宮きゆうから出だしてくれて、自分は確かに救われた」――という、彼女の言葉を。

　元魔王らしい偉ぶった口調や態度の裏側に隠された脆いモノに、俺はようやく気がついた。

「……こうなるぐらいなら、王都へ行くと聞いた時に姿を消すべきだったな。別れを惜しんでついてきたばかりに、この有り様だ。我のせいで……」

「コロナのせいじゃねーよ」

　俺は彼女の声を遮り、否定する。

「コロナが元魔王だろうが元勇者だろうが、今この世界で起きてる悲劇とは何の関係もないんだろ？」

「それは……そうだが……だが、我の言うことなど誰が信じる？　我は魔王なのだぞ？」

「そんなもん関係ねぇ。俺はコロナの言うことを信じるよ」

「ッ！」

　逸らされていたコロナの視線が、こちらを向く。

「幽鬼病も魔力の泉が枯れた件も無関係なら、俺たちが捕まったことだってやっぱりコロナのせいじゃない。向こうの勘違いだ」

　無意味にあれもこれも全部自分のせいにすることはない。

　過去が何だろうが、少なくとも今回の件に関しては無実なのだから。

「……なぜ？」

「ん？」

「なぜ我を庇う？　我は魔王だぞ……後こう輩はいなら分かるだろう？　お前も魔王と戦った勇者なのだから……我が恐ろしくないのか？」

「まぁ、『魔王』っていや恐怖の代名詞だけどよ」

　実際アブラアムで戦った魔王はこの上なく恐ろしかった。反則的に勝利を収めこそしたものの、二度と会いたくない相手だ。

「でも別にコロナのことは怖くねーよ。コロナはコロナだからな」

「後輩……だが、魔王である我と逃げれば精霊王の追手も厳しさを増す。逆に我がここに残れば、『魔王』を見張るために精霊王は追手に多くの兵士を割けなくなるだろう。だから、やはり我を置いて……」

「いかねーよ」

　バカ言ってんな。

「俺の『血筋』のことはもう話しただろ？　ここでコロナを見捨てなんかしたら、お前の『物語』はバッドエンドになっちまう。そうはさせねーよ」

「言ったであろう？　我はもう救われた、あのダンジョンから出してもらった。だから、我の『物語』はもう終わって」

「……仮にそうだとしても――」

　俺は『壁抜け』で牢の格子を『通り抜け』、コロナの目の前へ手を差し伸べる。

「――今度はこの牢獄でコロナをまた〝孤独〟になんてできるか」

「……ッ！」
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「おい、看守が倒れているぞ！」

「牢はどうなってる!?」

「奴やつらの仕業か!?　魔力錠をどうやって!?」

「魔王たちが脱走したぞッ！」

　階下から兵士たちの怒声が聞こえてきた。気絶させた看守たちは廊下の陰とかに隠しておいたはずだが、どうやらそれが見つかったらしい。

「リアッ！」

「ああ、任せろ！」

　リアは力強く頷くと、水魔ま法ほうで施政宮の壁を撃ち抜いた。

　壁に開いた大穴を見て俺たちはお互いに目配せをすると小さく頷き合う。

「行ッけえェェェェ！」

　掛け声とともに、俺たちは壁の大穴から施政宮の外へと跳とんだ。

　もちろん、外は空中だ。それも、地上まで何百メートルも距きよ離りがあり、俺たちの体は重力に従って落下を始めるが、

「ギャオオオオオオオウ」

　十数メートル落ちた辺りでリアがリヴァイアサン化し、自由落下していた俺たちを背で受け止めた。

『追手が来る前に澪たちのいる宿へ行くぞ！』

　リアのテレパシーが俺たちの脳内に直接語りかける。

「頼む！」

　ここからはスピード勝負だ。精霊王からの追手を振ふり切りながら、澪とリュンを回収し――その後は『魔界の門』を抜けて、コロナの故郷である魔界へ向かう。

『アブラアム由来の品は魔界の我が居城にあるはずだ……まぁ、城がまだ残っていたらだが。どの道、精霊界にいる限り追手はどこまでも追ってくる。逃にげ切きるには魔界へ行くしかない』

　実際、ほかにアテもない。それにアブラアムへ渡る唯ゆい一いつの手段が魔界にあるかもしれないというなら是非もなかった。

　突如上空に現れた巨きよ大だいな白蛇の姿を見た精霊たちが地上で大騒ぎしているのが見える。中には果敢に魔法を撃ってくる者もいたが、リアは長い胴体を振って躱かわした。

　そうして目指すは風精霊シルフイードたちが住む区画――そこにある一軒の宿。

『降りるぞ』

「ああ」

　答えつつ、チラリと背後を振り返かえる。

　施政宮からは小さな影かげがチラホラと出てきていた。おそらく精霊の兵士たちだろうが、まだ統率された動きは見せていない。こちらには『魔王』がいるのだ。一般兵士が少数で特攻してくるようなことはないだろう。来る時は必ず軍隊として、精霊王の指揮の下追い立ててくるはずだ。

　だがその精霊王が出てくるまで、あと数分もないだろう。

　この王都をぐるりと兵士に囲まれてしまえば逃げ場はなくなる。

　あまり澪とリュンの説得にかけられる時間はない――そのことを頭に入れながら、俺は宿の前へと下りたリアの背から、直接二階の部屋へと『壁抜け』で乗り込んだ。

「たぶん、澪たちは元の部屋にいるよな……!?」

「ですねぇ。確か、通りの反対側、手前から二番目の部屋でしたよ」

「おう！　サンキュ！」

「……覚えてなかったんですか？　うわっ、間違って有益なアドバイスをしてしまいましたね。烈火さんのバカさ加減を侮ってました」

「たまに感謝したらこれだよ！」

　しかし、この際未来人のミスでも何でもいい。今は一分一秒無む駄だにできないんだ。部屋を探すのに十数秒ロスするのに比べれば、頭の出来を罵倒されることぐらい何でもない。

　俺はドアを開ける手間も惜しんで『壁抜け』し、澪とリュンのいる部屋へと入る。

「澪！　リュン！」

「烈火！」

「キャッ！　あ、あんたどうしてここに!?」

　現れた俺を見て澪はこちらへ駆かけ寄よってきてくれたが、リュンは悲鳴を上げてあとずさった。

　俺は駆け寄ってきた澪を抱き留め、リュンを見る。

「リュン！　頼むから俺と一緒に来てくれ！」

「……何でよ？　あたしがあんたと一緒に行かなきゃならない理由なんてないでしょ？」

「突とつ然ぜんこんなことになっていろいろと信じられないかもしれねーけどっ、でも！　よく考えてくれ！　コロナが何かリュンにしたのか？　幽鬼病にかかった風精霊シルフイードに襲われた時も、コロナは彼かれらを殺さなかっただろ？」

「……」

「それに詳しく話している時間はないけど……たぶん、リュンと風歌の谷のことを助けられるのは俺しかいないんだっ！　頼むから、もう一回俺たちを信じて来てくれないか!?」

「……それは、あんたの『血筋』がどうのこうのっていうのと、『物語』がどうこうっていう話のこと？」

「？」

　そういえば昨日リュンは部屋の外で俺とコロナの話を盗み聞きしていたのか。あの時、俺の『波乱の血筋』の話もしていた。

「胡散臭い話かもしれねーけど。あの時、リュンのところに俺が現れたのが『波乱の血筋』の証明だと思って欲しい。俺はリュンを助けたい！　頼むから、こっちに……」

　俺がさらに言い募ろうとした時、




「……あんたに何が救えるっていうの？」




　凍てつくようなリュンの声が全すべてを遮った。

「え……？」

　突然、俺とリュンの間に見えない〝壁〟が生まれた気がした。『壁抜け』でも越こえられない、〝拒絶〟という名の壁が……。

　リュンは絶望と怒りをない混ぜにした視線を俺に向けて。

「あたしの『物語』を救う……本当に救えるつもりでいるの？」

「あ、ああ！　まだ幽鬼病のこととか魔力の泉が枯れた原因とか、分からないことが多いけど、これから何とか調べて……」

「無意味よ」

　キッパリとリュンは言い切った。

　そりゃ、今はまだ何にも分かってないに等しい。彼女からすれば、俺のセリフは妄想か戯言にしか聞こえないのかもしれない……と、俺は次の説得の言葉を探ろうとして――

「だって、あたしの妹はもういないんだから」

「ン……なっ……」

　――ノドを握り潰されたみたいに声を詰まらせた。

　リュンの妹が……もう、いない？

「……あたしはあの谷で妹とふたりで暮らしていたの」

　俺たちと出会った時、リュンはひとりきりだった。

　それはつまり……そういうことで。

「か、噛まれて幽鬼病にかかったのか？　だったら、まだ……」

「違うわ。逃げる途と中ちゆう、斜面で足を滑らせて……木の幹に頭を強くぶつけたの」

「―――!?」

　それじゃあもうどうにもならないのか!?

　だ、だけど！　俺の『波乱の血筋』はバッドエンド直前の『物語』に巻き込まれるはずだろ!?

「妹さんがい……いなくなったのは、いつなんだ？」

「あんたが来る前の日よ。夜で、足元が見えなくて、妹は……」

　俺たちが風歌の谷に着く前日の夜……七月二十日の夜か。俺たちが『覇王のダンジョン』を脱だつ出しゆつして、ひと晩野営している間に……。

　でも、やっぱりおかしくないか!?

　俺が『リュンの物語』に巻き込まれたんなら、そして彼かの女じよの『物語』を救うのに妹を助けることが不可欠なら、それに俺は間に合うはずなんじゃないか!?　いや、もちろん絶対に間に合うとは限らないけれど、ほんのわずかにでも「助けられる可能性がある」からこそ、『波乱の血筋』は『物語』の安全装置として機能するんじゃないのか!?

「……どういうことなんだよッ!?　リュンは俺の『ヒロイン』なんじゃないのか!?」

　混乱して、俺は澪とリュンが聞いているのにも構わず、アールに――俺よりも俺の『血』に詳しい未来人に――怒ど鳴なりつけていた。そうせずにはいられなかった。

　それに対して、アールはやはり慌てず騒がず、

「簡単ですよ」

　と、解説を始める。

「そもそも『人生』とは『物語の連続』です。何か問題をひとつクリアしたら、そこでエンドロールが流れて幕が引かれるようなものではありません。それは様々な『物語』に巻き込まれ続けている烈火さんが一番ご存じなのでは？　まぁ、リュンさんの場合、烈火さんに比べたらはるかにスケールが落ちますが……」

　アールは一度言葉を切って。

「この場合『最初のリュンさんの物語』は『妹さんとともに谷を脱出する』というのがハッピーエンドの条件だったのでしょう。ですが、その『最初の物語』は妹さんが死んでバッドエンドに終わった――かといって、そこでリュンさんの『人生』が終わるわけではありません。なぜなら彼女は生きていて、ゾンビフェアリーたちに追われているという状じよう況きように変化はないからです。だから、『二番目のリュンさんの物語』が始まったんですよ。『自分が谷から脱出して生き残る』というハッピーエンドを目指す『物語』が。烈火さんが巻き込まれたのは、そちらです」

　つまり、俺が巻き込まれたのは『すでにひとりっきりになったリュンを谷から脱出させる物語』であって、『最初のリュンの物語』――彼女の妹を救える可能性が存在した『物語』は、その時とっくに終わっていたってことなのか？

「さすがの烈火さんでも――『波乱』でも――『終わってしまった物語』までは救えません。あまりにも当たり前すぎるお話ですが」

「救えない……」

　これまでも絶望的な状況に放り込まれたことはあった。何度もあった。

　だけど……諦あきらめなければ、頭を働かせ続ければ、何とかなる――そう思って、がむしゃらにやって、仲間と運に助けられて……救ってきた。

　なのに。

『終わってしまった物語』。

『絶対に救えない物語』。

　そんなモノがあるなんて……いや、アールの言う通り、それがあるのは「当たり前」のことかもしれないけど、だからって、そんな……！

「あんたがそんな変な『血』を引いてるんなら……どうして!?　何で間に合ってくれなかったの!?　あたしの妹を……ソフィを……なぜ助けてくれなかったのよぉぉぉ!?」

　茫然自失とする俺おれに、リュンの悲痛な声が叩きつけられる。

　その声に、魂たましいを全部吹ふき飛ばされてしまいそうだった。

　考えれば分かるはずのことなのに、考えもしなかった事態に、足が竦んで……手が……ブルブルと震えている。

　何をどうしたらいいのか分からなかった。

　リュンをどうやって説得しようかなんて、考えることすらできなかった。

『烈火！　もう追手が来た！　早く来いッ！』

　空っぽになった頭の中にリアのテレパシーが響く。

　追手が……来る……なら、逃げないと……誰だれと？

　俺はリュンを見る。

　リュンは俺を睨にらむ。

「あ、……」

　何かを言おうとして、何も言えなかった。

　それがすでに悲劇として終わってしまった『物語』が相手では、俺になす術はない。

『烈火！　早くしろ！』

　俺は……リアの声に背中を押されるように、それを言い訳にして、逃げるようにリュンの許もとから立ち去った。
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　俺が澪を連れてみんなの許へ戻ると、リアはすぐさま飛び立った。

「リュンは？」

「……」

「……そっか」

　つみきはそれ以上何も聞かないでいてくれた。

『兵士たちは私たちを遠巻きに囲むように展開しているようだ』

「おそらく、『魔ま王おう』の我を恐れているのだろう」

　コロナがリアの背から周囲に広がる兵士たちを見み渡わたし、そう俺に告げる。

「……」

「……後輩？」

『烈火。どうした？』

「レッカ様。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……え？　あっ、いや……ワリィ」

　みんなに立て続けに心配され、うわの空になっていた頭を何度か振る。

　リュンのことはショックだったけど、今はこの状況に集中しないといけない。

「コロナ。相手の狙ねらいは何だと思う？」

　完全に気持ちを切り替えられたわけではなかったが、ひとまず俺はコロナに質問した。

「こっちの力を恐れてるって言っても、俺たちを逃がすつもりはないんだろ？　でなきゃわざわざ追ってこない。何か俺たちを捕まえる、あるいは無力化する策が向こうにはあるはずなんだ」

「奴らが『魔王』をどこまで過大評価しているのかは分からぬが……そうだな。犠ぎ牲せいを厭わず数で攻めてくるわけでもないならば、おそらく向こうの最大戦力――精霊王が最大級の魔法で我々を無力化するつもりであろう。今はこちらの手元に『勇者の剣』もない」

『だが魔法ならば、私もそれなりに強力な水魔法が使えるぞ？　つみきの暗黒物質ダークマターも補給してもらったし、今ならそうそう簡単に撃ち負けたりは……』

「いや、そうじゃない――」

　――コロナがさらに何かを言おうとした時、俺たちの後方で巨大な光がまたたいた。

「なっ、何だ？」

「あれは！　まさか光魔術……!?」

　施政宮の頂点で集束していく光の奔流を見て、ハリッサが悲鳴を上げる。

　光魔術って、確かアブラアムの魔王を倒たおすために編み出されたっていう……!?　何でそれを精霊王が!?

『クッ……！　あんなもの私が！』

「無駄だ。やめておけ」

　リアが水魔法で巨大な水槍を造り出すが、コロナがそれを言葉で制した。

「火・水・土・風の四大元素を集束させて放つ極大魔法。四元素をその身に宿した精霊王にしか使えない究極の魔法だ。その厄やつ介かいさは威力よりも、その特性にある――」

　コロナはリアの背の上で立ち上がり、光魔術と相対する。

「――四種の属性全てを含んだあの魔法は、迎撃に放たれた相手の魔法をも吸収してしまう。こちらの魔法の威力は関係ない。たとえ単純な破は壊かい力で勝っていたとしても、火・水・土・風のいずれかの属性を持った魔法ならば、あの魔法は吸収して自分の威力に上乗せしてしまうのだ」

「マジかよ……」

　つまりリアがどんな威力の水魔法を使って迎撃しても、その魔法は精霊王の魔法に吸収され、挙句に向こうの魔法の威力を倍増させてしまうってことか。

　こちらの反撃を全て無効化し、一方的に攻こう撃げきを加えてくる――防ぼう御ぎよ不能の究極魔ま法ほう。おまけにあれほど巨大な光球から逃れる術などおそらくないだろう。

　唯一の対抗策である『勇者の剣』もあちらに奪われている。

　どう見ても絶体絶命のピンチなのだが……なぜかコロナはあの光を見て懐なつかしそうに苦く笑しようしていた。

「本来、精霊王にしか使えない極大魔法なのだが……自分を天才だと抜かすあの魔導師は、人間のクセに使いこなしていたな。『だって天才だし』とわけの分からぬことを言いながら……」

　そう呟いてから、コロナは表情を変える。

「後輩。お前は我が魔王でも構わないと言ってくれたな……」

「あ、ああ」

「ならば、我のこの姿をお前に見せよう」

　ざわり

　コロナの気配が変化した。

　それはまるで隠かくしていた力が解放されるように、彼女から感じる見えない圧力が増して――その体を黒い炎ほのおが包んだ。

「あっ、ああぁ――」

　闇の中からコロナの声が漏もれる。

　それはほんの数秒の出来事。

　闇が払われ、現れたコロナは魔王の姿を取り戻していた。

　まず、彼女の頭部の両側から生えた歪んだ角が目を引いた。次に先さき程ほどまで着ていたはずの囚人服がどこかへ消え、魔の女王に相応しい出で立ちになっている。さらに腰こしの辺りから先端の尖った尻尾が伸び、悪魔のように揺らめいていた。

　それは見る者に畏怖を与える――まさに『魔王』の姿そのものだが。

「――これが我の真の姿だ」

「……なんだよ、コロナのままじゃねーか」

　決して、彼女の中身が変わったわけじゃなかった。

「……フッ」

　俺の言葉にコロナは一いつ瞬しゆん笑い、施政宮の方を睨みつける。

　そこではもう精霊王の極大魔法――あるいは魔王を討つ光魔術――が完成しようとしていた。

「あの極大魔法に対抗する手段はふたつしか存在せぬ。ひとつは『魔ま剣けん』。もうひとつは――」

　コロナが言い終わるか言い終わらないかというタイミングで。

　轟ッ!!

　と、大気が震え、精霊王の極大魔法が俺たちめがけて放たれた。

「――魔王が持つ闇魔法だけだ！」

　まばゆい光の塊がリヴァイアサンの巨きよ体たいごと俺たちを呑み込みかけた時、コロナの両腕から〝闇〟が迸った。

　太陽と暗黒が正面から激げき突とつする。

「……ッ！」

　さっきコロナは「極大魔法は火・水・土・風のいずれかの属性魔法では迎撃できない」と言っていた。逆に吸収され、あちらの魔法の威力が増すだけだと。

　ならば彼女の「闇魔法」は四元素のどれにも属さない魔法なのだろう。となれば、あとは単純に魔法のパワー勝負ということになるが。

「ぐぅぅぅ……！」

　コロナの足がズズズと鱗の上を滑る。

　彼女は迷宮を脱して以来、快方に向かっているとはいえ全快とは言い難い。

　そんな状態で精霊王と張り合うのは、正直言って無む茶ちやだろう。

　それでも……彼女は戦ってくれているのに……俺は!?

「―――」

「……後輩？」

　気がつけば俺は、極大魔法に押されているコロナの体を後ろから支えていた。

　背中合わせになって俺も彼女と一緒に踏ん張りながら拳を握り締める。

「ワリィ。今の俺にはこれくらいしかできない……慢心してたつもりはないけど、頑張りゃ何でも何とかなるんじゃねぇかって心のどこかで思ってた。それが間違ってるって、さっき思い知らされた」

「……」

　俺が風歌の谷に辿たどり着ついた時、すでにリュンの妹は助けられなかったあとだった。

　所詮、俺の手足は二本ずつで、体はひとつで、俺の目は世界を見渡すことなんかできない。ありとあらゆる世界中の『物語』を救い切ることなんて、俺にはできない。

　でも。

「それでもあがくのをやめちゃいけねぇよな？　諦めれば全ておしまいだ。全部救えないからって、目の前のことも救えないなんて思っちゃいけねぇよな？　この上なく見苦しくたって俺は何とかなるまで何とかするのをやめたくない」

　たとえ絶望を突きつけられたって、俺は立ち止まらないって決めたんだ。

　この手が届く限り、この足が動く限り、俺は俺に救える『物語』を救ってみせる！

「リュンの妹を救えなかった……ッ！　けど、あいつはまだ俺の『ヒロイン』で、『リュンの物語』はまだ続いてる！　それを救えるのは俺だけだ！　感謝されたいから助けるわけじゃない！　澪も、コロナも、エリシアも！　まだ『物語』は終わってない！　だから、頼たのむ！　俺にもう一度あがくチャンスをくれ！　コロナ！」

「……任せろ！」
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　コロナは応え、さらに闇魔法の出力を上げる。

　互いの威力はギリギリのところで拮きつ抗こうしていた。

　あと一手……何かあればッ!?

「烈火！　ちょっと聞きなさい！」

　その時、つみきがリヴァイアサンの背から落ちないようにしながら、俺たちの許へと近づいてきて、背のリュックからタッパーを取り出す。

　彼女のそのフタを開けると――中からドス黒い物体が現れた。

「それっ、暗黒物質ダークマターか？」

　リアに食べさせた物の残りらしい。

「これでコロナの魔ま力りよくって回復できない？」

「はい？」

　突然のつみきの提案に、俺は驚きよう愕がくする。

「リアさんはいつもこれで力を回復させてたわ。人間じゃないコロナなら、もしかしたら……」

「いや、でも皐月は暗黒物質ダークマターのことを類たぐい稀なる呪毒物って言ってたぞ？」

「トリカブトって猛毒だけど、適正に使えば漢方薬にもなるのよ。〝強すぎるエネルギー〟っていうのも人体には有害なの。リアさんはエネルギーの許容量が途と方ほうもなく大きいから、これから摂取できるエネルギーも吸収できるのかもしれないじゃないッ！」

「……ッ！」

　それは考えてもみなかった物の見方だ。

　確かに病院でもらう薬にだって「用法・用量を守って正しくお使いください」って注意書きが必ずある。毒と薬は表裏一体なのかもしれない。

　だいいち、単なる毒物が何でリアのエネルギーを回復できるのか？――単に彼女がゲテモノ好きってだけじゃ答えにならないはずだ。そこにはどんなに突飛だろうが必ず「そうなる理り屈くつ」ってものがあって、なるべくしてそうなっているはずなんだ。

　それに今は拮抗しているが、コンディションを鑑みればどう考えたってコロナの方が不利だ。

　決断するなら今しかない……あとは。

「コロナ！」

「何だ!?」

「たぶんこれまでのお前の人生の中で最大級にショッキングな出来事が起こるけど、頼むから正気を失わずに耐えてくれ！」

「何のことだ!?」

「ていうか普ふ通つうそこまで言う!?」

　つみきが怒声を上げ、コロナの口に暗黒物質ダークマターを突っ込む。

　次の瞬しゆん間かん――

「ゴッハァァァァアァアァァァァァァァァァ!!」

　――この世の物とは思えないほどのコロナの悲鳴とともに、彼女の両手から極大の闇が爆発するように吹き荒れた。

　一瞬の視界の消失ののち――光も闇も吹き飛んだただの空が広がる。

「リアッ！　今の内だ！」

『応ッ！』

　精霊王とコロナが撃ち合っている間もリアは飛び続けていた。逆に兵士たちは極大魔法の射線に入らないように遠巻きに広がっていて、俺たちからかなり距離が離はなれたところにいる。

　その隙を全速力で駆け抜ぬけるリア。

　やがて精霊兵士たちが広がっていた陣形を崩くずし、俺たちを追ってくる。どうやら極大魔法で撃ち落とす予定が崩れ、普通に追い縋り捕らえる作戦に方向転換したようだ。

「兵士の中に風精霊シルフイードがいたら、やっぱり追いつかれるか？」

　スピードではリアより風精霊シルフイードの方が上のはず。

『だとしても普通の精霊なら私の水魔法で対抗できる。問題は精霊王だが』

　テレパシーでリアがそう懸け念ねんを話した時、暗黒物質ダークマターを食べたショックでブッ倒れていたコロナがずるずると体を起こした。

「……それもしばらくは心配しなくてよかろう。極大魔法は著しく魔力を消しよう耗もうする。魔力の泉の枯渇の件もある上、ここで精霊王が魔力を消費しすぎて幽鬼病にかかれば精霊界は崩壊するはず。無理はできぬ……はず……グッ、まだ舌の上に刺し激げき物が……！」

　極大魔法との撃ち合いと暗黒物質ダークマターを食べたダメージ……どちらの方が大きかったのだろう？　本当に悪いことをした。

「コロナ。ありがとう。助かった。そしてスマン」

「いや……運もよかった。精霊王も泉の枯渇の件を聞き出すため、我が死なないように多少は加減していたのであろう……もっとも、アレの味は死ぬかと思ったが」

　むしろ今までで一番表情が暗いんじゃってくらい顔を青くして、コロナは乾いた笑いを漏らす。やっぱりいきなり暗黒物質ダークマターを食わせたのはマズかったか、二重の意味で。

「何よもう……少しは褒ほめてくれたっていいのに」

「助かったって。ありがとな、つみき」

　今回はつみきの機転に助けられた。彼女の閃きがなかったらどうなっていたことか……。

　拗ねてしまった彼女に俺があれこれフォローを入れている――と、その時。

　突然、トンっ、と澪が苦しそうに俺に寄りかかってきた。

「たくさん……たくさんの人が……私を、追って……」

「ど、どうした澪!?」

「頭が……」

「また頭痛か？」

　そこでふと俺は思い当たる。

　澪が唐とう突とつな頭痛を訴えたことなら前にもあった――俺の名前を知らないかと彼女に尋ねた時だ。

　あの時、彼女は封ふう印いんされていた記き憶おくの一部を思い出だした。

　だが、記憶を思い出すというなら、つみきに「ＭＩＯミオ」のことを話してもらって、それで自分がアイドルであることを思い出す、ということもやっているはず。そこで頭が痛くなったなんて話は……。

　いや、待てよ……？

　俺の名前を聞いて彼女は自分がビルの屋上から突つき落おとされた記憶を思い出した。それはどう考えても不自然なことで、彼女の持つ『物語』の謎なぞを深めていた。

　逆に「言こと塚づか澪」がアイドルの「ＭＩＯ」であるというのは、そこまで機密性の高い情報じゃない。

　……もしかして、重要度の高い記憶を思い出す時ほど頭が痛くなるのか？

　澪の記き憶おく喪そう失しつはヤンによる人為的なものだ。ならば「どの記憶を重点的に封印するか」という作為が働いていても何も不思議はなくて……。

　つまり、彼女が今思い出そうとしているのは。

「うっ……あああぁぁああぁぁぁぁぁぁぁ！」

「澪！」

　両手で頭を抱え込んだ澪は、そのまま俺の背で気を失った。







サイドストーリー３　―皐さ月つきサイド―　〈七月二十四日〉







　ナルテシアたちと同盟を組んでからすでに三日が経過した。

　彼女の招きで皐月たちは外国にあるマーガレット家の屋敷に連れていかれ、そこでもてなしを受けていた。

　これから同盟を組むのだし、少しでも親睦を深めておくのも悪くない。

『組織』は超ちよう能のう力りよく者しやの集団だ。そこを攻めるというのだから、そのために準備が必要なのも分かる……だが。

「いったい奴らはいつまで待たせるつもりなのじゃ!?」

「ご主人様。落ち着いてください」

「これが落ち着いていられるかッ！　ここへ連れて来られてもう三日じゃぞ？　いつ『組織』に乗り込むのかと毎日尋たずねても、その度にのらりくらりと躱しよる！　ワシらを舐めておるとしか思えん！」

　スズランがなだめているが、ロザリンドなどはだいぶ我が慢まんの限界が来ているようだった。ソファに座すわり直したあとも、ブチブチとナルテシアに対する文句を言い続けている。

「もうワシらだけでエリシアを奪い返しに向かった方がいいのではないか!?」

「……今いま更さら先走ったりしたら、ヘタしたらマーガレット家も敵に回すぞ？　『組織』の超能力者に加えて魔ま法ほう使つかいの集団にまで狙われて、そんな状況下でエリシアを助けられるか？」

　響ひびきが嘆たん息そくしながらロザリンドの意見に反論した。ただ、彼女も組んだ腕を指でトントンと叩たたいている。イラ立っているのは同じのようだ。

（この家に連れて来られてから、あちこちに家のメイドや魔法使いの目があって、森羅の大魔ま法ほうが使えなくなってる……。ナルテシアも秘宝を『組織』から取り返したいんだし、私たちを裏切る理由はないはずだけど……）

　かといって、ジッと何もしないでいるのは落ち着かない。特に烈れつ火かと一いつ緒しよに『物語』に巻き込まれると休まる時もないのが常なのだ。こうして準備期間のために日が置かれることなど滅多にない。

　あるいはそっちの方が異常なのかもしれないが……世界の命運がかかったような『物語』なのだ。一日や二日で解決できなくたって、それも普通のことなのか……感覚が麻痺していて、皐月にはいまいち判別がつかなかった。

（烈火は今どうしているのかしら……？）

　皐月はここにいない幼おさな馴な染じみに思いを馳せる。

　彼が異世界へ行ってからすでに四日。未いまだに帰還していない。

（森羅の大魔法が使えないんじゃ異世界のことも分からない……。もしかしたらトラブルで響さんの指ゆび貫ぬきグローブをなくして、何か別の物で転移してくるかもしれないから、念のためにテトラさんには日本に残ってもらったけど……何の音沙汰もないし。シャーリーさんは明日帰ってくるみたいだけど……）

　結局、この日もマーガレット家は「準備」に終始し、皐月たちも良案を出すことができない内に夜が来た。

　仕方なく皐月たちはそれぞれに用意された客室へ戻もどり、明日こそは何か動きがあることを期待してベッドに入った。

「はぁ……」

　ベッドに横になりながら、皐月はため息をつく。

　部屋の扉とびらの前にはマーガレット家のメイドが控えていて、おそらく魔法の心得も多少はある。皐月が何か魔法を使おうとすれば、即そく座ざに対応されるか……あるいは透視なり何なりで、どんな魔法を使うか探られる。

（私もテトラさんと一緒に日本に残るべきだったかしら……。でも、たぶん一度家を出たチェルシーさんはここでは微び妙みような立場。おそらくナルテシアのすることを止められない。万が一彼女が悪意を持ったら、魔法の知識のないみんなが危険すぎる）

　皐月は自分の行動の意味を再確かく認にんする。最近は夜寝ねる前の日課となっていた。

　響たちを危険にさらさないために魔法使いの自分が同行する……その考えは間違っていないはずなのだが。

　何か選択を誤ってないか？

　別の選せん択たく肢しはなかったのか？

　そうした行き先のない疑問がどうしても頭の中をグルグルと巡ってしまう。

「烈火はいつもこんな風にあれこれ考えて……悩んでいるのかしら」

　その上、選択を誤れば悲劇が起き、彼自身も危険にさらされる可能性があるのだ。

　自分なんてたった数日頭を悩ませただけで睡眠不足になり、精神をこんなにすり減らしているというのに。

　幼馴染の肩かたにはいつもこんな重圧がかかっているのかと思うと……無意識の内に皐月は唇を噛んでいた。

「せめて、私にできる範はん囲いで烈火を助けてあげないと」

　決意を新たにするが、どうしても次の行動が思い浮うかばない。

　そうして今夜も彼女が悶々していると――不意に視界の端に人ひと影かげが現れた。

　その人物を実際に見るのははじめてだったが、彼女の左目の下にある紫むらさき色の風車のワンポイントのことを皐月は知っていた。

「エリシ……ッ！」

　思わず名前を叫びそうになり、慌あわてて皐月は自分の口を押える。

『組織』の一員であるエリシアにとってここは敵地。もちろん皐月たちの目的が彼女の保護であることをナルテシアには伝えてあるが、不用意に大声で名前を叫さけぶべきではないだろう。

　皐月は気持ち忍び足でベッドを下りてエリシアと思われる女性に近づく。

「あの……エリシアさん？」

「……そうよ」

「ああ、よかった。無事だったんですね」

　確証が得られ、皐月は大きく安あん堵どのため息をつく。

　様々な疑問はあったが、まずは響たちにこのことを伝えるべきだろう。

「とりあえず、この部屋に隠れていてもらえますか？　今響さんたちを呼んできますから」

「ううん。それはいいわ」

「え？」

　それはどういうことか――尋ねる間もなく、皐月はエリシアに手首を掴まれた。

「あなたが皐月ね」

「どうして……私の名前が？」

　皐月はエリシアのことを知っていたが、実際に会うのは今がはじめてだ。当然、それは相手も同じはず。仮に響が皐月のことを話していたとしても、容姿と名前を一いつ致ちさせることはできないはずだ。

「あなたの名前と姿はヤンのテレパシーで見せてもらったわ」

「え？」

「ヤンが響という娘の記憶を読んだから、ワタシがピアスを渡した烈火君とあなたが幼馴染同士というのも知ってる」

「あの……」

　次々と告げられる言葉に、皐月の頭が一瞬混乱する。

　エリシアはヤンから皐月の個人情報をもらったらしい――何のために？

　彼女はヤンに捕つかまって『組織』に連れ戻され……そして、なぜここにいる？

「あなたは何を……」

　しに来たんですか？――そう言おうとしたところで、皐月の鳩尾みぞおちに鋭するどい拳こぶしが突き刺さった。

　殴ったのは、エリシアだ。

「どうして……」

「『組織』は滅んだわ――マーガレット家の殲滅魔法で、本ほん拠きよ地ちを破壊されて」

「――……」

　皐月は何かを言おうとしたが、どんどん意識が遠のいていって、意思は言葉にならなかった。

　完全に目の前が真っ暗になる前に。

「だから、ワタシはヤンの計画通りに、世界を壊すことに決めたの」

　何の感情も宿らないエリシアの声を聞きながら、皐月の意識は途絶えた。







エピローグ







　あのあと精霊兵士たちの追手を振ふり切った俺たちは、一路魔界へ赴おもむくため、『魔界の門』を目指して飛び続けていた。

「……う」

「澪みお。気がついたか？」

　兵士たちからの逃亡中、彼かれらが追ってくる様を見て気絶した澪がようやく目覚めた。

『澪は大丈夫か？　なんなら、一度地上に降りるか？』

「いえ……平気です」

　リアの提案を澪は丁寧に断り、その手を自分の額に当てる。

　何か、自分の頭の中にある物を探るように彼かの女じよは虚空を見つめて……。

「烈れつ火か……思い出しました」

「え？　何を？」

「〝記憶〟を……」

「本当か!?」

　やはり澪の頭痛は封印された記憶のトリガーを押された時に起きる発作みたいなものだったのか。

　さっき彼女が呟いたのは「たくさんの人に追われて」だった。

　いったいたくさんの人に追われるというシチュエーションが、彼女の記憶のどこを刺激したのだろうか？

「何を思い出したんだ？」

　ともあれ、澪の記憶は彼女の謎だらけの『物語』を解くための重要なカギになる。俺はゴクリとツバを飲み込み、彼女に尋ねた。

「……急いでっ、急いで地球に帰らないと！　烈火！」

「み、澪？　落ち着いて」

　急に取り乱し始めた澪は俺の服を引っ張り、大きく揺さぶった。このままではふたりとも落ちかねなかったので、俺は彼女の肩を掴つかんで落ち着かせる。

　しかし、彼女は焦燥も露わにして――

「私のッ……ツアーライブの最終日ッ！　七月二十七日に、世界がメチャクチャになるッ！」

　――不吉な「予言」を口にした。




―続―







あとがき







　六巻から続なめこの方はお久しぶりです。七冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。

　ちょうどこのあとがきを書いているのは年末なのですが、「今年もいろいろあった気がするなあ」と思って部屋を見渡してみても、変わったのは本とフィギュアとブルーレイの数が増えただけでした。気がしただけでした。携帯電話も結局スマホにしてないしなぁ……。

　それではお馴染みですが謝辞を。和わた狸ぬきナオ様、過去最多の新ヒロイン四人登場となりましたが、今回も素敵なキャラクターをデザインしていただきありがとうございます。担当の南部様、コミカライズの長は谷せ川がわ光こう司じ様、ＨＪ文庫編集部・営業部のみなさま、いつもありがとうございます。またこの本を棚に並べてくださる書店様方、その本棚から本作を手に取って読んでくださった読者のみなさま方、どうかこれからもリトル黙示録シリーズをよろしくお願いいたします。
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


なめこ印先生／和狸ナオ先生
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